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１．議事日程 

  〔平成２２年第１回安芸高田市議会３月定例会第９日目〕 

 

                             平成２２年 ３月 ２日 

                             午 前 １ ０ 時  開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（２０名） 

    １番    前 重 昌 敬     ２番    石 飛 慶 久 

    ３番    児 玉 史 則     ４番    大 下 正 幸 

    ５番    和 田 一 雄     ６番    水 戸 眞 悟 

    ７番    先 川 和 幸     ８番    山 根 温 子 

    ９番    宍 戸 邦 夫    １０番    山 本   優 

   １１番    前 川 正 昭    １２番    秋 田 雅 朝 

   １３番    赤 川 三 郎    １４番    青 原 敏 治 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    入 本 和 男 

   １７番    今 村 義 照    １８番    亀 岡   等 

   １９番    塚 本   近    ２０番    藤 井 昌 之 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ５番    和 田 一 雄     ８番    山 根 温 子 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  藤 川 幸 典 

  教 育 長  佐 藤   勝  総 務 企 画 部 長  清 水   盤 

  市 民 部 長  山 本 数 博  福 祉 保 健 部 長  重 本 邦 明 

  産 業 振 興 部 長  金 岡 英 雄  建設部長兼公営企業部長  廣 政 克 行 

  消防本部消防長  光 下 正 則  教 育 次 長  田 丸 孝 二 

  会 計 管 理 者  立 田 昭 男  八 千 代 支 所 長  藤 本 宏 良 

  美 土 里 支 所 長  長 井   敏  高 宮 支 所 長  宮 木 雅 之 

  甲 田 支 所 長  深 本 正 博  向 原 支 所 長  三 上 信 行 

  総務課長兼選挙管理委員会事務局長  沖 野 文 雄  行 政 経 営 課 長  武 岡 隆 文 
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  政 策 企 画 課 長  竹 本 峰 昭 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  益 田 博 志  事 務 局 次 長  西 原 裕 文 

  主 査  森 岡 雅 昭  主 任  倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時００分 開議 

○藤 井 議 長  皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は20名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入るに先立ち、議会事務局長より諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長 益田博志君。 

○益田事務局長  諸般の報告をいたします。第1点、監査委員より平成21年度財政援助

団体等に対する監査報告書の提出がありました。第2点、議会運営委員

会より、今定例会会期中に行う所管事務調査について通知がありました。

それぞれの写しをお手元に配付いたしておりますので、御了承ください。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○藤 井 議 長  以上をもって諸般の報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○藤 井 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第79条の規定により、議長において5番 

和田一雄君、8番 山根温子さんを指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 一般質問 

○藤 井 議 長  日程第2、一般質問を行います。 

 ここで、本定例会の一般質問の運営について、過日、議会運営委員会

を開き御協議をいただいておりますので、その結果について、議会運営

委員長 金行哲昭君の報告を求めます。 

○金 行 議 員  報告します。本定例会4日目に一般質問の通告の締め切りを受け、議

会運営委員会を開き、一般質問の取り扱いについて協議いたしました。

その結果、次のとおり決定いたしましたので報告いたします。 

 受け付けた通告書は15件でした。よって、日程は3月2日及び3月3日の

2日間とし、質問は届け順に2日が8人、3日が7人といたします。なお、

今回からの一般質問は一問一答方式とし、質問の持ち時間は答弁を省い

て1議員当たり30分以内でございます。 

 以上で報告を終わります。 

○藤 井 議 長  一般質問の運営については、ただいまの委員長の報告のとおりといた

します。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 5番 和田一雄君。 

○和 田 議 員  5番、尊和会、和田一雄でございます。今回初めて一問一答方式を採

用されまして、私の今の心境は、今を時めく龍馬の言葉で言いますと、

けんど緊張しちゅうがぜよということになろうかと思います。ただいま

から質問をさせていただきます。 
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 まず、昨年の12月、第4回の定例会におきまして、一般質問の答弁に

ついて検討課題、いわゆる未既決の検討課題があります。そのことにつ

いて、いまだ発表を聞いておりませんし、私もその理解をしていないと

思います。それは、各多くの同僚議員さんもそういったことがあるんで

はないかと思いますが、その点、いかに今お考えか、市長の答弁をお聞

きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  1項目めの質問をまず。 

○和 田 議 員  済みません、今の1項目めの質問でございます。よろしくお願いいた

します。 

 質問内容でございますが、今申しましたように、2点ほどの質問事項、

これはクリスタルアージョに飲食施設を設けていただきたいということ

と、それから駐車場を公園にできないかという質問でございます。市長

の答弁を頼みます。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  おはようございます。ただいまの和田議員の御質問にお答えをしたい

と思います。 

 クリスタルアージョへの飲食設備についての御質問でございます。 

 クリスタルアージョは、建設してまだ2年4カ月という新しい施設でご

ざいます。建設当時、検討委員会が設けられまして、十分論議されて現

在に至った経緯がございます。私といたしましては、いま尐し様子を見

てまいりたいと思っております。議員御指摘の要望等も私も聞いており

ますので、今後の文化施設の機能強化も含めた課題として受けとめさせ

ていただきます。 

 この今後の課題というのが聞けんとおっしゃいますけど、我々これ、

行政用語で課題と、今当面できませんというとやっぱり議員さんのメン

ツもあるんで、課題としていう表現をさせてもらってますので、その辺

のことは理解してもらいたいと。はっきり言えば、今のところまだつく

ったばかりなんで、議員さんの御指摘もわかります。だから、文化施設

の機能の増強も含めて、いまいち、あとせめて5年ぐらいは様子を見さ

せてもらって、そういう問題を踏まえてまた検討して改良も重ねてまい

りたいと。今すぐ補修をかけてからいうのも、市民の方々に新しくつく

ったものを今さら何かという御非難もあるやと思いますので、今の実態、

状況等を踏まえ、もう尐し眺めさせていただいて、次の検討をしていき

たいということでございます。大変貴重な御提言をありがとうございま

す。そういうことでございます。 

○藤 井 議 長  公園整備。質問があったから。 

○浜 田 市 長  議員さん、2番目も質問ええんですか、もう。2つやってんですか。 

 駐車場の公園につきましては、これ、今でも市民の方々は駐車場が狭

いということもございます。それで、旧吉田町につきましての公園につ

きましても、児童公園とかそういう市民の憩いの場が非常に尐ないよう
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に聞いております。今般、促進住宅を購入いたしまして、その有効活用

を含めて旧吉田町の住宅地域、例えば新町住宅とか西土手住宅が整理を

することとしてます。今般のきめ細かな臨時交付金において、そういう

場を市民の憩いの場と提供できるように今考えてるところでございます。 

 ただ、そのためには市民の方々の管理運営に関する御協力を考えてお

ります。十分市民の方々と協議しながら、この方向性で事業の実施も考

えたいと思っております。 

 それから、駐車場につきましても非常に狭いんで、今度の交付金によ

りまして、もとの裁判所の跡地とか、そういうとこに皆さん方に不便を

かけないような駐車場の確保についても考えておりますので、御理解を

賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  今答弁をいただいたわけなんですが、さきに言いましたクリスタルア

ージョの飲食施設につきましては、ちょうど今言われた1年前の定例会

でこれは質問させていただいたものなんですけど、そのときにはまだ1

年ちょっとですからということで、1年4カ月ですか、ことしでまた2年4

カ月ということで、やはりその点を、先ほどは5年ぐらいと言われたん

ですけど、やはり市民の意見を何とか聞く方法はないもんかということ

と、これは市長はその時点でいろいろな会合を持たれていろんな意見を

出されていうことで決定されたことで、すぐ変えるわけにはいかないだ

ろうということでございますが、なるべく市民の意見を取り入れてやっ

ていただきたいということで、いろんな利点もあるんじゃないんかとい

うふうに思うわけです。 

 それから、駐車場の件でございますが、当初からちょっと……。 

○藤 井 議 長  1点ずつ。 

○和 田 議 員  1点ずつ、はい。 

 それでは、クリスタルアージョの件で、先ほども言いましたように、

何とか市民の5年も待たずにそういったところが聞ける方法があるかど

うかお尋ねします。 

○藤 井 議 長  市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  事業執行に当たって、市民の方々の意見を聞くいうことは大事なこと

でございます。現在、行政懇談会とか地区別懇談会、そういう場を通じ

て、強い市民の声があればまたそれも受け入れていきたいと思っており

ます。 

 先ほど5年と申しましたのは、大体普通の施設だったら5年ぐらいをめ

どにやっぱり実態状況を把握していくいうことなんで、来年からでもぜ

ひともいうて多くの市民の方が改良してくれとおっしゃるなら、また検

討はしてまいりたいと思っております。今の段階では支所別懇談会とか

そういう場をとらえて、市民の方々の意見も聞いてまいりたいと思って

おりますので、御理解を賜りたいと思います。 
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 それで、議員御指摘の飲食物とか、そういう施設ということは私も同

感でございまして、そういう施設がないということなんですけど、今そ

れなりに、団体がうどんとか結びの提供をあそこでしてるみたいなんで、

果たしてこれでいいか悪いか、こういう常時の店屋が要るかどうかいう

のはまた課題として受けとめておりますんで、よろしくお願いしたいと

思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  今、答弁いただきましたけど、ちょっと時間がなくなりましたんで、

今このことは前回の話で未既決の部分についてはということで市長さん

は市長室に平素から来ていただいて、いろいろ質問があればそこで質問

をしていただければ的確な答弁をさせていただくということを言われた

んですが、やはりこういった場で我々議員からの質問があればこの場で

答弁をしていただきたいというふうに思うわけです。 

 それから、次の質問よろしいですか。駐車場の件ですが、先ほど言わ

れた当初からの勘違いがちょっとあると思うんですけど、住宅の跡地を

駐車場とか、また公園とか、そういったものに今計画されとると思うん

ですけど、このことについてはまた後、話をさせていただきますけど、

ちょっと勘違いがあるということで、駐車場をお願いをしたいというこ

とで、そこに公園をということではありませんので、その辺のところの

ことは御理解をしていただきたいと。 

 それから、質問を変えます。2項目の質問でございますが、公共施設

の有効利用についてということで質問をさせていただきます。 

 このことで2点ほどあるわけですが、まず1点は、この庁舎エリアにあ

る公共施設の有効利用ということで、この庁舎も含めてちょっとお聞き

をいたします。 

 今のまず考えられるのは、必要であるものは当然使っていかなくては

ならない。それ以外のものは維持管理費がかさむばかりで余り必要ない

んじゃないかというところの発想から言わさせていただきますと、わか

らんところはありますのでお聞きいたします。 

 まず、ここの庁舎のエリアでございますが、吉田の文化創造センター、

ここの今の使用の状況、それから、そこの直営とは思うんですが、そこ

の運営委員会というある資料に出ておりましたけど、どういう運営委員

会か、そこら辺を所管であります、多分教育委員会だろうと思うんです

けど、お尋ねを申し上げます。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長  文化創造センターの運営の委員会ということでございますが、あそこ

の施設を有効的に活用するために、市の教育委員会の方から一々そこの

使用について考えるんじゃなしに、運営委員会の中で検討していただい

て、より有効に活用するために自主的に考えていただいとるということ
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でございまして、さまざまな行事をそこで企画し、運営をしていただい

ております。それに対しまして市の方からも応援をしとるということで

ございます。お尋ねの中に回答があったようにも思いますが、そのよう

に御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  次に、ここの実際の庁舎の有効活用ということで、今さっきも言いま

したけど、その中でクリスタルアージョの現在使われておりますフロア

の関係でございますが、私が調査した結果、子育ての支援センターと、

それから地域包括支援センターが一つのフロアに入ってございます。そ

れが約140平米でございます。それから、まちづくり支援センター、こ

れが100平米でございまして、先ほどの食堂関係と言いましたけど、そ

この中に1人当たり畳1畳が1人として換算すると、大体100名から120名、

厨房を含めた状態でそういうものができるということと、それから、そ

こに今の市民ロビーがありますが、これは300平米あるんですが、その

中で一角を喫茶的なもんということに一応なればということで申し上げ

るんでございますが、先ほどそのことについては今後検討するというこ

とでありましたんで、今はそのことを聞いてもいたし方ないということ

に思います。 

 それから、駐車場の件でございますが、この駐車場は地下の駐車場を

のけて10カ所、このエリアにあるわけですが、その中で運用が今されて

おる部分で、この駐車場の全体で450区画あるということで、いわゆる

職員の運用しておるのが275、それから公用車が55、それから一般来客

が76ですね、66ですが10ほどありますんで76、合計450ということ。そ

れから、1から10まであるわけですが、1はこの庁舎の外構の中にある32、

それから2はその前にある76です。これは大型バスを除いた分で76。そ

れから、第3駐車場がデオデオの裏にありますが、これが72。それから、

その奥にあるえのき外科のところが26、それからこの前にあるところが

27、これが第5です。6がその後ろ。ウォンツのところの辺のこっちです

が、そのすぐ横、90。それから7が86。8が今の2の横にある部分が、こ

れが13。それから9が17、その横です。それから10が11と。 

 それで、この中で市有のものが1から3が市有でございます。それから、

あとは全部借地ということになっております。それと9と10が市有。あ

と4から8までが借地ということですね。私が申しました公園をするにす

れば、一番対象になるのは2の部分じゃないかというふうに思うんです

が、今から考えていただくのに、ここを適用できるかどうか。それで、

そこで今使っておる76台というものが今度住宅の跡地の部分をそこで対

応できるかどうかいうことをお聞きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  駐車場につきましては、市民の方々にこういう大きな行事があったら

尐ないということも聞いております。議員御指摘のように、今現在の駐

車場、現在でも足らん状況でございますので、ここを公園化するという

ことは非常に難しいことです。ただ、それにかわる何かが出てくればま

たそういうことも考えられますけど、現在当面は、先ほど申しましたよ

うに臨時交付金等の手当てとして、裁判所跡地の駐車場の確保をしてい

きたいということでございます。 

 それから、住宅の跡地につきましては、先ほど申しましたように市民

の憩いの場としての公園をつくっていきたいと。そういう近隣でござい

ますんで、そういうところも有効活用してもらえれば幸いと思っており

ますんで、御理解を賜りたいと思います。 

 車につきましてはいろんな、職員の駐車場してることにちょっと制限

をかけたらどうかと、こういう御意見もあるかと思いますけど、そこは

いま一度調査をさせていただきたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  どうも市長との意見の合体がなかなかないんでございますが、今の言

いました駐車場ということについて、職員の駐車場ということがありま

したけど、何で、今せっかくデマンドという新交通システムを市長が立

ち上げられた、現在試行的にやっておられる、これを10月から本格的に

全市で動かすという計画だろうと思うんですが、職員さんもですが、い

わゆる職員の今275台というそういったスペースを職員さんが使われと

るわけですが、尐しでもそういった交通システムを職員みずから利用で

きないもんかどうか。そうすれば市民とのコミュニケーションが図られ

るんじゃないかということもあるわけなんですが、その点はどうお考え

ですか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このたび、皆さんの協力、交通機関の協力を得て、県内で初めてです

けど新交通システム、お太助ワゴン、地域によってはもやい便とかとろ

っこ便を実施させていただきました。この十分な活用ということは議員

御指摘のとおりだと思います。ただ、今非常に新しいシステムであって、

どのようにこれを運用していくかというのはこれからの課題もございま

す。それで今、当面は市民の方々の病院へ行くこととか買い物に行くこ

とを主体として考えております。今後はこのシステムを文化活動とか、

それからスポーツに参加とかという幅広くまた考えていきたいと、かよ

うに思っております。 

 これ、今度は全市において実施するわけです。その中で一つの課題と

して、職員が通勤で使えるんであればやっぱり使っていきたいですけど、

当面今のことをしっかりと見据えた上で、そのことのプラスアルファの

そういうことができれば、そういうことの活用もしていきたいと、かよ
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うに思ってます。 

 議員さん、今始まったばかりなんで、今すぐどうこうというんじゃな

しに、やっぱりこれも実態とか把握しながら、新しい方向に向かって一

緒になって検討してまいりたいと思います。貴重な御提言ありがとうご

ざいます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁は終わります。 

 和田議員、通告外については控えていただくようにお願いいたします。 

 和田議員。 

○和 田 議 員  わかりました。それでは、全体的に公共施設ということで、今の本庁

のエリア関係を言いました。続いて、各支所の支所エリアで御質問を申

し上げたいと思います。 

 市長が言われとる政策指針の中にも、にぎやかなにぎわいのあるまち

づくりということで、各支所も集合的に1カ所集中的な考え方でやりた

いということは施政方針で述べられておりますが、その中で、各支所エ

リアでいいますといろんな公共施設が分散もしておりますし、また近く

に集まったところもございます。それで、政策方針で言われておるんで

すから、そのことで今から予算もつけられておりますが、やられると思

います。 

 それで、これは今の6町あって5町があるわけですが、5町の中で甲田

も今いろんなことでやられておる、向原もやられておるといったところ

で、今、高宮の例をちょっと出させていただきますと、高宮町には支所

がございますが、どこの支所も同じだろう思うんですが、各地域の振興

会へお願いをしていろいろ考えてもらいたいということがあったという

ことも聞いておりますが、一つの考えとして、高宮の場合は、今の高宮

の支所がございまして、それと、あと診療所、それから基幹集落センタ

ー、それから人権会館、これはもと高宮公民館と複合施設でございます

が、人権会館がございます。それと民具の収納庫、これは元高校の跡地、

分校の跡地へ建っております建物が残っております。300何平米でござ

いますが、そこへ建っておるものがございます。そこの中に民具を収納

しとるという4施設が近くにあるということで、このものをこの安芸高

田市の支所の中へ取り入れたらどうかということで、診療所自体もかな

りの老朽化といいますか、もう床にはクラックも入っておりますし、そ

ういった状況でこう薬を張っているような今の現状じゃないかというふ

うに思います。それから、それを支所の1階で、十分スペースがありま

すんで、そこへ移動したらどうかということとか、人権会館ももう古い

んですから2階の方へ持って上がるとか、基幹センターも今ほとんど使

っていないような状態であります。そういったものをいち早く、空き家

にしておけばお金もかからないいうことでございます。それから、人が

住めばそれだけの光熱水費も要ります。また、維持管理費も当然建物と

して残っておれば要ると思います。そういったものも必要ないというこ

とで、それをいち早く取り入れていただけるものか、またそういう考え
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があるかお聞きいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  各支所エリアの有効活用計画についての御質問でございますが、支所

及び周辺の施設につきましては、平成22年度以降で計画的に整備をして

いく予定でございます。 

 第2次行政改革の実施の計画にも掲げておりますが、支所庁舎の改修

は平成22年度から24年度の3カ年で実施したいと考えております。それ

ぞれの地域振興の推進、行政サービスセンターとしての機能を充実させ

るため、地元と協議をしながら対応してまいりたいと思っております。 

 こうした中、今年度につきましては、地域活性化・きめ細かな臨時交

付金を活用することにより、一部前倒しをいたしまして、甲田支所の改

修を予算化させていただいたとこでございます。議員御指摘の各支所の

いろんな建物が統合することは基本的な趣旨でございますので、このこ

とを踏まえた計画を立てておりますので、こういうことがなされてない

ところについてはまた変更もしていきたいと思っております。 

 ただ、各論に入ってくると、これはどうしても置かにゃあいけんとか、

こういうこともございますんで、基本的には議員のおっしゃるような指

針に沿いながら、しっかりとした統合を図っていきたいと、かように思

っております。 

 施設に限らず、いろんな協議会とか各種団体も同様でございます。ど

うか御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  今答弁をいただきました。そういう方向でお考えのようでございます

んで、そういうふうに受けとめさせていただきます。 

 それでは、質問を変えさせていただきます。第3項でございますが、

今の行政組織・機構の変革ということについてでございますが、いろい

ろお考えになっていろんな人事をされて、いろんな事業計画、そういっ

た予算、そういった面からいろいろ考えておられるということはよく見

受けられます。それで、まだまだこれ今、国もやっておりますが、事業

仕分けとかいろんなことができるんじゃないかと。また、その中で重複

した部分がかなりあるように思うんです。それが所管の中の事務分掌と

いうことで、これが一本化とか、また、どういうんですか、責任といい

ますか、事業分担といいますか、そういったところがあるんじゃないか

というふうに思うわけです。 

 それで、とりあえず一番ちょっと多いのが総務企画部の所管であるま

ちづくり支援課というのがございますよね、そのまちづくり支援課とい

うのはどういう役割かというのは分掌の中で8項目ほど出ておりますが、

そのことと、それから教育委員会の所管の生涯学習課、そのことと中身

が重複した部分が非常にあるんではないかと。それで、今のままでいい
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のかどうか、これを市長並びに教育長、お答え願います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘をいただきました総務企画部のまちづくり支援課の事務分掌に

つきましては、住民組織等の育成及び支援を行うこととなっております。

生涯学習課と重複する事務でありますが、これは各町の地域振興会が行

っておられる各種イベント、祭り等の開催に係る事務等であろうかと思

っております。 

 まちづくり支援課では、地域振興会が主催をされるイベント等の支援

を生涯学習課のみならず関係機関と一緒になって行っております。今後

とも、生涯学習課、関係機関との連携を図りながら、住民自治の組織等

の育成及び支援を行ってまいりたいと考えております。 

 詳細につきまして、また教育長の方からお話があろうと思います。よ

ろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長  先ほどの和田議員の質問でございますが、全体的なことにつきまして

は市長さんの方からお答えいただいたとおりでございます。 

 ただ、重複するというようなことがありまして、最近、知事部局の方

におきましても、県立の美術館をこれまでは教育委員会が所管しており

ましたけれども、これは知事部局の方で全部世話をするというようにも

なっておりますし、それから、公民館等をコミュニティーとして行政組

織を分けておるというところもございます。事務局の職員全体もだんだ

ん尐なくなる中で重複する業務を一本化してやるという方向は全体とし

てはあると思いますが、今現在のところは、安芸高田市としては生涯学

習は生涯学習としての与えられた任務をするということで、そのことが

まちづくりを進める上で有効に働くように、我々も内容の計画も立てて

まいりたい、このように思っております。 

 以上でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  今、教育委員会の教育長の方からお答えもらいましたけれども、これ

28項目の文化振興の方ですかね、それは文化振興じゃなしに生涯学習の

方ですね。それから、文化・スポーツというのがございますが、公民館

については移行を考えておるということでございました。そして、この

公民館の関係が早くできればやってほしいというのは、やはり地元の地

域の公民館であるべきではないかというのが、これは昭和21年に公民館

というのが奨励されまして、それから24年にこれが法律的に制定された

というのが、教育法ですか、そういったところで制定されたということ

でございましたが、その時期と今の時代と余り重複してないんでね、早

くそういったことがしてほしいと。 
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 それから、これは今当たっておるのは、教育委員会からも職員さんが

行っとるのは向原が1名だというふうに聞いておりますが、それと、あ

との補充は社会教育担当係ですか、ということで補充しておるというこ

とでございますが、これもいち早く地域の方へ移管をする。それはいわ

ゆるまちづくり支援課の方へするということ。この方法はいろいろあろ

うと思うんですが、一緒になった課をつくるとか、そういった方法をと

ればいいんではないかと。 

 それと、文化・スポーツですよね、これも先ほど言われましたけど移

管をしていくべきではないかというふうに思います。というのは、尐し

でも教育委員会の方の負担を軽減して、まずやるべき教育の方へ重点的

に重きを置いていただきたいというふうに思うわけです。その点、教育

長、意見があればお願いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長  先ほどの質問にお答えをしたいと思います。 

 まず最初に、公民館をコミュニティーの方へ移管するというふうにす

るということを言ったわけではございませんので、よその方ではそうい

うふうなことをやっておられるところがあるという一つの例として話を

させてもらったということを御理解いただきたいと思います。 

 それから、先ほどの文化・スポーツにかかわりますことにつきまして

は、地教行法の改正がございまして、その24条の2の中にこのように書

いてあるわけです。次の号に掲げる教育に関する事項またはすべてを管

理し、また執行することができるということの一つとして、スポーツに

関すること、学校における体育に関することを除く。2番目は文化に関

すること、文化財の保護に関することを除くというように、地方行政の

改正がありまして、その中で市全体の組織を考えて、どのような組織が

一番ベターだろうかということを検討する中でそれぞれの教育委員会が

やる仕事、あるいはまちづくりという形で役割分担をしてやるというこ

とを考えていくべきだろうと、このように思っております。それをやる

ことにつきましては、次第に職員も尐なくなってくるという段階の中で、

次第にそのことの必要性をとっていかなければならないと、このように

も思っておりますが、それは市全体の計画でございますので、教育長と

してこれがいいと、すぐどうこうということは、お答え今の段階ではで

きません。そのように御理解いただきたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 和田一雄君。 

○和 田 議 員  今の教育長の御意見はよくわかりました。すぐということではないと

思いますが、今の時点での教育委員会としての教育長としての意見をお

聞きしたかったわけで、これを市政の方へ反映をしていただきたいとい

うふうに思います。 

 今のこの事業は結局多いということが中の機構の関係になります。と
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いうのは、事業が今、22年度が167ありますが、その中で新規のものが

23あると。ということは13.8％になりますけど、その中で機構するに当

たって古いものは、もう必要ないものはどんどん切っていくと。それか

ら、新規がどんどんふえていくわけですが、そういったものは、新しい

ものは、どうしてもやらないけんことはやらないけんということで考え

ていただきたいというふうに思います。機構についても大変難しい点が

あろうかと思いますが、その辺、重々に議論されて、尐しでも効率的な

機構ができるようにお願いをするわけでございますが。 

 それと、最後になりますが、先ほどから話を聞きますと、これ全体的

なことでまとめみたいなもんですが、首長ということで、ここの首長は、

安芸高田市の首長は浜田市長でございます。これが会計と通ずることで

ございますが、会稽ということは、中国の浙江省の上海の南部にある地

区でございますが、紹興酒という酒がございますが、そこの有名なとこ

でございます、そこに会稽というところがございまして、それがもとに

なっておるんですが、それで、会計というのは市長が手腕を発揮すると

いう、いかに発揮するかということでございまして、そこのところをよ

く御理解をされてやっていただきたいというふうに思います。 

 長々としゃべりましたけど、これで質問を終わらせていただきます。 

○藤 井 議 長  以上で和田一雄君の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 17番 今村義照君。 

○今 村 議 員  17番、あきの会、今村でございます。さきの通告に基づきまして質問

をさせていただきます。限られた時間でございますので、今回、行政評

価システムのことについてしっかり市長と論議が深まればという観点か

ら質問をさせていただきたいと思います。 

 これまで市の方で行政評価の関係について、いろいろ政策なり今後の

方向として行われてきておりますが、ちょっと改めてこれまでの経緯を

簡単に振り返ってみたいというふうに思うわけです。 

 まず、全体として今回、行政評価システムの導入によって、市民に本

質的には政策目標を示されないかという観点、それから、行政評価と目

標管理制度は、私は表裏一体のものであるというふうに考えるわけでご

ざいます。さすれば、その目標管理に向かって各部、各課、各室、ある

いは各係において、ましてや担当者においてもそれを求められないかと

いうことでございます。 

 3番目に、行政評価は本来、行政の側だけの自己評価であってはなら

ないということでございます。本来、市民と施策並びに政策を共有して

初めてお互いが評価し合うものであると。 

 以上、3つの観点に立った上で、これまでの市が行政評価システム導

入におけるこれまでの検証をざっと洗ってみたいというふうに思うわけ

です。 

 当初、合併時の総合計画の中で、行財政運営の効率化のために行政改
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革大綱を策定をして、市の目的である市民と協働によるまちづくり、そ

れから効果的な行財政システムを確立を目指し、行財政経営の転換を図

るためにこの行政評価システムや目標管理制度の導入について検討をし、

その成果重視の行財政経営の推進、健全な財政運営の推進を掲げたわけ

でございます。 

 これが17年度行政改革の推進計画、これは5年度にわたるものでござ

いますが、それの実施計画書の中で計画をされてきているわけです。そ

の後、19年3月には18年度の事務事業評価、この施行評価の報告書では、

18年度から20年度に至る3カ年を導入期として、導入の目的の明確化、

さらに体制の確立、それからスケジュール、これらの検討から事務事業

の体系化、施行実施を含めた職員の研修を重ね、全事務事業評価、施策

評価の実施に至ってるということでございます。 

 それを受けて、21年3月に出されました平成20年度行政評価報告書で

は、評価の手法の分類から、それから評価方式、評価主体のあり方を課

題として、御存じのようにＰＤＣＡ、プラン・ドゥー・チェック・アン

ド・アクション、これのサイクルの確立を図って、その導入の目的をよ

り明確化させ、これを庁内の研究会で立ち上げ、施策評価を31項目にわ

たって実施されてきたわけでございます。 

 それを受けて、まず1番目の質問ですが、その経過の中から、これま

での行政評価の評価と目標管理制度導入に対してどのように総括をされ、

その受けた課題につけて市長の今後の評価と今後の方向性についてお伺

いしたいのが1点目でございます。 

 以上、よろしくお願いをいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの今村議員の御質問にお答えをいたします。 

 お尋ねの行政評価システムと目標管理制度の導入における総括と今後

の課題についてでございます。行政評価でいえば、毎年の取り組みを繰

り返す中で事務事業を遂行する上で改善すべき点を見つけ、それを改め

ながら、より効果のある手法で事務を行うというような取り組みを各職

員が意識をいたし、やり始めたことは確かでありますし、目標管理につ

きましても、各職員の事業進捗を管理する上でもとても有効な手段であ

ると同時に、幹部間の情報共有と合意形成の確立に役立っていることは

事実でございます。 

 今後の課題につきましては、現在実施をしております行政評価システ

ムと目標管理制度の関連づけ、また、今般試行的に実施をしております

人事評価制度とも緊密な関係にあることから、人事評価制度の本格導入

とあわせて、目標管理制度、行政評価システムの関連を整理いたし、三

者が有機的かつ効率的に機能できるよう、今後その仕組みづくりを行わ

なければならないと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 



87 

 質問の途中ですが、この際、11時5分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時５６分 休憩 

午前 １１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 発言を許します。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  今の総括及び今後の課題として事務執行の改善と、それからさらに今

後の方向性として人事評価制度の絡みでこのことについて課題を上げら

れております。 

 そのことはさきに示された第2次の行政改革大綱の中にも示されてお

りますが、そのことはまた後段で述べるとして、次に、現在、浜田市政

になって2年間進められてきた諸施策がございます。そして、いろんな

事業も進められてきております。このようなことを市長においては行政

評価のシステムの上でどのようにお考えになってるのか、この点につい

てお聞きをしたいと思います。 

○藤 井 議 長  市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えをしたいと思います。 

 私が市長になりまして以降進めてまいりました種々の施策等について

は、平成21年度に初めて予算化をされた事業がほとんどでございます。

したがいまして、本年度実施をしている施策や事務事業の評価はこれか

ら行うことになります。ことし、来年あたりに評価になってくると思い

ます。 

 ただし、マニフェストに関連する事業や主要な事務事業につきまして

は、毎年度進捗度合いについて整理をしております。その予算編成に当

たっては、事前に当該事務事業の成果や課題について確認をいたし、次

年度の取り組みの方向性について検討を行っております。 

 今後とも、行政改革の進捗状況ヒアリングや施策評価ヒアリング等を

通じまして、適切な行政運営、事務執行を行うことができるよう努力し

ていく必要があると考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  これまでの2年間における施策が、今言ったように今後、今年度ある

いは来年度に含めてそれはベースに上がるというお考えはよく理解でき

るわけでございます。 

 ここで改めて、施策の一つ一つは、極めて私は評価をしているわけで

ございます。昨年度及び進められてきた施策の中で、例えば学校教育の

指導員の配置、それから家庭教育指導員、それから今年度でございます

が、高校以降の学力ステップアップへの指定、それから男女共同参画条

例の制定、今年度行われております結婚サポーター制度、さらに今施行
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されております新交通システム、あるいは地産地消の推進、それから市

民総ヘルパー構想、今後、今回新たに出てまいりました歴史文化遺産の

指定、さらに企業誘致など、こういったことは極めて評価するわけでご

ざいますが、私はちょっとその点で、それらの事業及び施策をどういう

形で今後体系化され、そして行政評価の上から見たときに将来の目標で

ある施策評価、政策評価ですね、これにやっぱりつながるべきであろう

というふうに考えるわけです。そこに至るまでの過程として、今後その

ことをどのように進められようとしているのかお答えを願いたいと思い

ます。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。私、市長になってからほとんど

大体マニフェストに掲げたことには気をつけてまいりました。私もこの

評価、最終的にはやっぱし、きょうたくさんおられますけど、市民の

方々の評価だと思います。何ぼ手法的に確立しても、市民の方がノーと

言われたんじゃだめだと思ってます。だけど、この評価をしていくため

に、よりよい施設に展開するためには、議員おっしゃるような当該手法

による評価は大事だと思ってますんで、これを謙虚に受けながら、私の

今後の事業に反映させていきたいと、かように思っております。 

 かなり皆さん方、一般の方に、非常に新交通システムも学校評価の問

題にしましても高い評価を受けております。ちょっと特急で走り過ぎた

んじゃないかと思って、今2年間経過しますけど、あとの2年かけてさら

に磨きをかけていきたいと、かように思ってますので、御理解をしても

らいたいと思います。決してこの事務評価システムというのをおろそか

にするんじゃなくて、今の手法の中にいわゆる私の施策評価の意思決定

をするときに新たなパラメータをいただいたんだというような解釈をし

ておりますんで、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  極めてこれからの問題であるというふうに認識され、さらに市民への

説明なり、あるいは市民への最終的な評価につながる方向でこのことに

取り組みたいということは極めて結構だろうというふうに思うわけでご

ざいます。 

 ここに事務事業を進めてきて、3年間、19年の3月に事務事業施行評価

の報告書が出されております。その中で今後の課題として、その評価方

式をどういった形でやるのか、今後予算額、あるいは決算に測定される

ような事業量、それからこれまで今後続けておられる活動量、事務量で

すね、そういったようなことをどういったような形で結果として残すか。

そのためには指標が、指標というのは目標の指標ですね、こういったよ

うなことが必要であろうと。さらに、評価を受ける上で、これまで行わ

れてきた内部評価のみならず、外部の評価、行政に一番かかわっている
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のは市民でございますので、市民及び第三者の専門家を含めた形での外

部者が実施する評価、これらが今後の課題になるだろうという形で総括

をされておるわけでございます。このことがやはり今後大きな課題だろ

うというふうに思うわけでございます。 

 まだ途中段階ということでもございますので、今後の方向性を示す意

味で次の質問に入ります。 

 それでは、先ほど市民の評価についてどういうふうに進められるかと、

あるいは評価を受けたいということでございますが、やはり生活のあり

方の問題として、その根本は市民ニーズの掘り起こしにあるわけです。

市民には将来、生活展開に向けた将来ビジョン、このことを示し、これ

を具体的な形にする中で、市民と行政の双方でそのことが評価し合える

仕組み、これが肝要だというふうに思うわけでございます。 

 そのためには、今後の行政評価の問題でどういったような形でそうい

ったことを示されようとしているのか、御所見があればお伺いをしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの質問にお答えいたします。 

 お尋ねの市民と行政双方の評価がどのようなものかと想定されている

かがわからない部分もございますが、他市の例にあるような第三者機関

としての外部評価や、場合によっては、国やさきの国会でもありました

ように県とか国で実施されました事業仕分け的な評価、さらには内部評

価の公表に対しましてパブリックコメントを実施するといったようなこ

とも今後検討してまいりたいと考えております。 

 ただ、今の段階では具体的な計画はありませんが、いずれにいたしま

しても、客観性を担保した制度の構築や市民の意向を反映できる手法の

検討が必要だと思われます。御理解を賜りたいと思います。 

 先般知事の、自分もこういうような市民に近い形での事業仕分けとい

うのは非常に好感を持っておられます、県におきましても。このことも、

我々も普通行政のいわゆる予算配分に当たっては仕分けと同じようなこ

とやってるわけですけど、もう尐し市民参加を見る形でのことも必要か

もわかりません。今後課題として受けとめてまいります。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  将来の形で市民にどういったような形で評価を受けるか、あるいは外

部評価を受けるかというのは今後の問題でございます。その前提として

やはり一番必要なのは、何をやろうとしているのか、現在どういったよ

うなことが行われているのか、そのことをやはり市民へ説明する、この

責務がちょっと若干欠けてるところがあるんじゃないかというふうに思

うわけです。それがないと、市民への評価というのは非常にわかりにく

い、どう評価していいかわからないということになろうかというふうに
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思うわけです。 

 そこら辺について、行政とすればこれまで地域懇談会や、それから各

地域のいろんな会合で現在行われてることをるる説明するわけでござい

ますが、それで事足りるというふうには思いませんけれども、行政が本

当にこのことをやろうとしてるのは何なのかということを市民とやっぱ

り共有することがその今後の政策評価につながる大事な視点だというふ

うに思うわけでございます。その点について、ちょっと一歩突っ込んだ

形での質問になりますけれども、市民への説明責任、情報公開、そこら

辺についての御見解について、改めてお聞きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、市民の方々にいかに施策を展開を説明するかと

いうことは大きな課題でございます。今現在、非常に「あきたかた」、

広報を通じてやっていますけど、わしは読んどらんよとか、なかなかわ

かりにくい行政用語だとか、こういう課題がございますので、できるだ

けわかりやすい言葉を使って市民に周知をしていきたいと。それから、

先ほど行政懇談会なんかございますけど、あれ聞いてもわからんけえ行

かんよじゃなしに、できるだけ興味を持ってもらうようにして、わかり

やすい形でのそういう市民への伝達を図っていきたいと思っております。 

 それから、我々もこのたびでも施政方針を次の号では書くんです。市

でやることはしっかり書いてみるので、市民の方々にもやっぱり読んで

もらう啓発をかけていかないけんと。やっぱり浜田行政がええとか悪い

とか言ってもらった方がええんですけど、まず読んでもろうて言っても

らわないけんと思います。 

 今度来てもろうてから行政を非難してもらういうことは今度はお太助

ワゴンで中央に来られなかった人もたくさん来られますんで、とにかく

参画して、原点の民主主義に返ってやっぱり啓発していきたいと思いま

す。まずは読んでもらって、我々もそれを謙虚に意見を受けとめて、新

しい政治にしていきたいと思ってます。現在の手法に満足しているんで

なく、これからも我々もこういう指標の伝達の仕方、市民との啓発の仕

方についてしっかり考えていきたいと思います。いい御提案があったら

また御指導を願いたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  今の、じゃあどういうふうに市民に説明するか、情報を提供するかと

いうのは大きな課題になってくるだろうというふうに思うんだけど、私

はそこで、先ほどいろんな形の施策を昨年度、今年度にわたって行われ

てきております、そのことは評価するというふうに申しました。このよ

うなことを受けて、これからの行政経営を進める上では、こういったよ

うな財政状況にあるので集中と選択ということがよく言われてきており

ます。それらの中で、やはりこのことだけは市の政策として掲げたいん
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だと、このことを市民と共有しましょうという方向性を確立させていく

ことが必要だろうというふうに思うわけです。 

 あと具体的な事業についての検証についてはそのことを含めて議論を

したいというふうに思いますが、先ほどの進め方の中で、私は昨年度及

び今年度、市長の行われてきた施策の一つ一つを見てみたわけです。そ

うすると、第2次行政改革大綱の中で示された理念、要するに今後効率

的な行政運営と今の状況をにらんだ形での集中と選択の転換ということ

が言われてきております。さらにその前提として、市の最大の目標であ

る市民とともに協働とまちづくり、このこととを行政課題として今後の

体系化をして、その主要政策の項目として掲げ、私は市民の前に示すべ

きではなかろうかというふうに思うわけです。 

 その方向性として、大きな項目で上げますと定住促進、それから農業

振興、それから健康保険、介護、医療、それから次の時代への生きる力

を養う、これはお年寄りも子どもも含めて力をつける、この大きな4項

目が私は政策、期限施策の目標設定事項として特化されるんじゃなかろ

うかというふうに思うわけです。その方向性に向けて、今後浜田市政が

これから2年間ございますが、それらの中でこの施策だけはどうしても

今後の市政の中で生かしたいんだということを明確にすべきじゃなかろ

うかというふうに思いますが、それはあれもやらなきゃいけないのは、

市民サービスには十分こたえられませんが、その中でも極めて集中して

やらなきゃいけない項目というのはあろうかというふうに思うわけです。

そこについてのお考えをお聞きして、この質問といたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  例示をいただきました施策に限らず、すべての事務事業について、年

度当初に設定できるものについては数値目標と事業のスケジュールを定

め、その目標の実現に向けて進捗管理を行い、必要に応じて私の指示の

もとで業務を完遂する、その結果、目標に比べてどうであったかを評価

いたし、評価した結果を次の計画に生かしていく、こうした仕組みを構

築することが必要と考えております。 

 平成22年度の当初は、すべての事務事業で目標設定を実施することと

しております。行政の評価の取り組みにつきましては、平成20年度から

施策評価という手法も取り入れ、評価の対象を事務事業レベルと施策レ

ベルの2階層に分け実施をしております。今年度はすべての91施策につ

いての評価をいたしましたが、今後におきましては、この2階層評価の

精度を高めていくと同時に、その結果を予算編成時等に活用できる仕組

みを構築していかなければなりません。 

 これまで申し上げましたように、行政評価システムの構築は一朝一夕

では確立できませんが、なぜ行政評価を実施するのか、また行政評価を

実施することで何が変わるのかなど、制度の趣旨について職員の理解が

必要なことは言うまでもございません。今後とも職員研修等、研さんを



92 

積みながら、精度の高い行政評価システムとなるよう取り組みを強化し

ていく考えでおります。 

 先ほど議員さんの質問の中で何が一番大事なんかという、ちょっとこ

の問題の趣旨と変わるかわかりませんが、そういう質問があったのでち

ょっとお答えをしたいと思います。 

 私は、やっぱしこの安芸高田市の課題は高齢化率32.2％、場所によっ

ては、50％近いとこございます。この高齢化率において、このお年寄り

をいかに支えていくシステムをどういうように構築していくかというこ

とが大きな課題であると思います。そのためには若い人にも住んでもら

わにゃあいけんと、それから、そのためには学校教育のレベルアップも

必要だと、働く場も要ると、農業振興も図らないけんというように、す

べてのことにつながっていきます。 

 現在、日本における福祉関係の予算が、福祉医療関係、年間2兆円ほ

ど増加しておると思います。2兆円ですよ、プラスですよ、今の金に。

安芸高田市でも1億とか2億のオーダーで増加しております。これは何も

せんでも、いわゆる制度の該当者がふえたいうだけでそうです。これを

今後維持していくためにはいかなる施策の展開が必要かというのが、議

員御指摘のように大きな課題です。 

 それで、この大きな課題がございますけど、国とか、それじゃあ国保

とか介護保険があるだけええじゃないか言うても、当てくそにならんで

すよ、これ。若い人が掛けてくれんようになるかもわからん。国、県が、

民主党が自民党がどうなっても、この安芸高田守っていかないけんです。

そのために何が必要なかということを市民の方々に今訴えてるんですよ。

ということで何かといったら、教育改革言わせてもろうたら市民総ヘル

パー構想なんですよ。 

 自主防災、自主介護、自主福祉の世界が大事です。この底辺がなかっ

たら、これから何ぼお金もろうても高い行政につきます。火事にしても

そうです。救急車が行きます、美土里町・高宮町行くんですけど、行っ

たときに、それじゃあちょっとあそこのおばあちゃん、いるんかおらん

かわからんいうことじゃあ困るでしょう、探して行かにゃあいけんと。

こういうお助けを願いたいと思ってます。それから、ＡＥＤがございま

すけど、この機械が使い方がわからんのだったらよ、置いとる意味がな

い。こういう基礎的なことを皆さん方の教養として身につけていただき

たいのが市民総ヘルパーです。このことが市民の方々が決起をすること

によって行政コストが下がります。かなりの額で下がると思います。 

 このことを安芸高田市がやることによって、岡山県よりか広島、広島

よりか三次、庄原、広島市よりか安芸高田市が生き残るシステムになる

と思います。そのためには、市民の方々が、我々みずからが行財政改革

をやってますよというような姿勢も見せにゃあいけん。何、市役所行っ

たらこの暑いのに暖房かけてからとか、あいさつもせんとかじゃ困るん

で、そのことは職員一丸となって今気をつけております。気をつけてる
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でしょう。ちゃんとしてるんですよ、そういうこと。そういうことをし

ながら、市民の方々に協力できることをちゃんとしてもらうというのが

大きな柱でございます。このことがしっかりできれば、私はこの安芸高

田市は政府がいかなる状況になっても生き残る自信がございます。この

ようにしていかにゃあいかんと思ってます。 

 そうかといって、国、県の制度をとってこい言うんじゃないんですよ。

とってくるのは私の仕事でございますから、よその町に先駆けてとって

くる自信ございますよ。それをとった上でも、その底辺がなかったら非

常に多くの金が要るということでございます。特に介護とか福祉、医療

に関しては大きな金が要ります。これから大きな課題がございます。辺

地医療とか地域医療の問題もございます。尐子高齢化でお医者さんの確

保もできんようになってくる。介護士さんもおらんようになってくる。

そういうときにどうして守っていくかということです。このたび皆さん

方に提示します多文化共生という言葉、わかりにくい言葉かもわかりま

せんが、これは国際交流じゃないんですよ。違うて、我々が今の仕組み、

特に福祉とか介護とか維持するためには、こういう仕組み、そういう国

の人を大事にしていかないと、ちゃんと担ってもらえないということで

県下で先駆けてこういうシステムをつくってまいります。現在の介護の

福祉、医療の福祉いうことをしっかりこれからも見据えた上で、こうい

うことの施策の構築をしてまいりますので、御理解をしてもらいたいと。 

 全部、市民総ヘルパーにかかってます。できることをやってもらいた

い、無理なく。そのことを市民の方に訴えていきたいと思ってます。そ

のためには、みずからもちゃんとできることをしていかにゃあいけんと

いうことなので、非常にみやすいようで難しいかもわかりませんけど、

御理解を賜りたいと思います。このことが大きな政策課題だと思ってい

ます。これをやらんかったら、老人の方々にあんたは広島行って住めと

かアメリカへ行って住めいうことになりますよ。そうじゃなしに、やっ

ぱり我が町を支えるためにはみんなで住んでいこうと。 

 昔言いましたもやいの精神で、川根の人はもやい便というのがござい

ますけど、この精神をしっかり行政と市民の方々が連携と協働のまちづ

くりが必要と思ってますんで、どうかよろしくお願いいたしたいと思い

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  実は、行政評価にかけて、その答弁を長年聞きたかったわけでござい

ます。極めていい政策目標だろうというふうに思うわけです。おっしゃ

るように、この問題については、先ほど4項目を掲げて言いましたけれ

ども、定住促進につながり、農業振興につながり、それから健康、医療、

介護を含めてそのことにもつながり、それから教育にもつながるという

ことでございます。 

 そこで大切なのは、おっしゃいましたけれども、一朝一夕にはこの政
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策を完全にやるには、やはりある程度の計画性なり目標性というのを示

してやるべきだろうというふうに思うわけでございます。 

 今年度の予算を含め、それがどういった形で効果をあらわすのか、あ

るいは3年後にどういったような形でこの高齢化に対応した形での政策

が到達できるのか、あるいは5年後、10年後かかる問題でもございます。

そのためには、やはりそこに具体的な目標を示して、こういう形で市の

あり方をやるんだというのが市民の前に必要だろうというふうに思うわ

けでございます。そこの点について、さらに御見解があればお伺いをし

たいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  具体的な施策の展開ということでございますけども、まず去年から市

民総ヘルパー構想という形で具体的なテーマを掲げております。これは

非常に大きなテーマでございまして、ヘルパーにあっては、私はこれは

ヘルパーにならんのじゃけ講習を受けんでもええとか、最初そんな質問

が来ました。最近はもう大分理解してもらってそういう質問がなくなっ

てきました。やっぱり安芸高田市民の介護とかヘルパーに対する知識の

向上を図っていくんだなと、このことが施策展開に役に立つんだなとお

っしゃる方が大分ふえてきてます。こういう啓発をさらにもしていかに

ゃあいけんと思っております。 

 それから、この中にはボランティアということが余計入ってきまして

ね、そのボランティアというのはなかなか市民の方々がね、何か啓発で

きにくいんですね。やっぱり1回、2回のボランティアならええけど、あ

んたずっとボランティア、1年間ボランティアというんじゃ困るんで、

今、実はお助け銀行とかいうのもうちも考えてるんですよ。というのは、

ボランティアじゃなしに、今ちょっとあなた時間的余裕があったら、こ

の方の手伝いをしとってくださいよと、後、今度自分がちゃんとそうい

う困ったときには、お金じゃなくて、おたくが返したその労務で返して

いきましょうというようなシステムなんですけど、これは今ちょっと担

当が今言うちゃあいけんと言われとるんですよ。なかなか……。銀行法

という法律があってね、これは非常に慎重にやらんと、きょうたくさん

おられますけれども、私いろいろ時間的に1年間ほど市に預けとったん

じゃが、市長がかわったけえパアになった言うて困るので、これは銀行

法という法律があってね、非常に難しい問題がある。それをクリアして、

市民の方々に迷惑かけんような形でやっていかないけん。このことはさ

っき言った2兆円で福祉産業がふえてくる言いましたね。そのときに介

護保険では賄い切れんとこがいっぱい出てきます。国、県は今度はどう

やってくるかいうたら、介護保険での制度の適用を厳しくしてくる。そ

れじゃあこれもやってもらえんじゃないとなってくる。そういうときに

こういうものがうまく使えるようにしていきたいと思ってます。 

 これはきょうはちょっと言う気はなかったんですけど、ちょっと話の
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ついでに言わせてもらうんですけど、こういうことをしっかりやってい

きたいと。ことしもヘルパー構想の実行とかいうんでちゃんと考えてま

す。ただ、お金がかかるわけじゃないんですけど、3カ所で敷居が、必

要問題があるところがございます。わしゃあヘルパーにならんけえ受け

んとかね、そういうことじゃなしに、地域のニーズをしっかりしてもら

いたいと。 

 それから、先ほどの御質問の中であったんですけど、地域の方々に行

政の役割を伝えるのに、実は振興会の方にも、ちいとこういうテーマも

大きな柱にしてもらいたいと思うとるんですよ。ちょっとこのことを先

般言うたら、ある先生がごつこいたことあるんですけど、そうじゃない

んですよ、やっぱりこういうようなテーマもしっかり考えてもらいたい

と、地域はテーマとして。もやいの精神がね、しっかりいくように考え

ていきたいと思ってます。 

 今ちょっと、今のお助け銀行かお助け制度になるかわかりませんけど、

こういうようなこともこれからも展開していきたいと思います。これ4

月からは展開できません。検討期間が要ります、やっぱしこれ、銀行法

という法律をしっかり勉強していかにゃあいけんと思いますんで。こう

いうことも考えながら、この安芸高田市が持つシステムをつくっていか

ないけん。これ県内初めてですよ。ここ安芸高田市だけですよ、こうい

うことやってるのは。こういうことをしっかりみんなと一緒に考えてい

きたいと、かように思いますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  市長がそういうお考えをやはりもっともっと市民の前へ今後大きく、

それこそ公表し、私の願いはこうなんだということを進めていくことが

重要だろうというふうに思うわけです。 

 ここで具体的な形でそれを検証するために、ことし施行された一つの

例として、お太助ワゴンのことについて触れたいと思います。 

 これが先ほど市長が言われた、高齢化に対してお年寄りにいかに、そ

れこそ生きがいを求め、健康でいてもらう施設だという一つの考え方を

示されました。そのことによって、例えば1年健康で長生きをすれば3億

円の効果が出るというようなこともある機会に市長もおっしゃいました。

私もまさにそのとおりだと思うわけですよ。お年寄りが元気で長生きを

してもらうということは定住化にもつながり、そして医療、保健、介護

の問題についてもそういった形で具体的な目標が一つの設定できるわけ

でございます。そのことをやはり一つ一つの事業を通じて市民の前にそ

の目標を示す、将来のこういう効果があるんですよということをＰＲし

ていく、そのことに職員も一丸となってその政策、成果を上げるために

頑張っていく。この仕組みがまさに行政評価なんですよ。そのことをも

っと具体的に、このお太助ワゴンの効果とその目的性について、お考え

があればこのことについて御説明をお願いをしたいと思います。 
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○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまのお太助ワゴンのことについて御説明いたします。 

 お太助ワゴンの運行が始まりまして4カ月が経過をしております。事

業が非常に県下の中でまねをするところがないんで、一応担当者の方か

らこのたびだけは美土里と高宮だけ限定版で行わせてもらいました。来

年度から、22年度からは全市でやりますけど、非常に模範とするところ

がないんで苦慮しました。 

 それともう一つは、この事業に当たってはバス会社とかタクシー会社

の方の非常に御非難をいただきました。わしらの仕事がなくなるじゃな

いかということがあったんで、このことにやっぱり職員がしっかり対応

してくれましてここまでこぎつけました。去年の8月ごろは、これはど

ういう方向に行くんじゃろうかと、もうバス会社なんかとどんどんやっ

てるわけですから、非常に大きな、表面に言わんかったですけどこうい

う課題がございました。おかげさまで御理解を得て、今回のシステムの

構築になったと思います。 

 だけど、この構築になったら、皆さん方のいわゆる期待度とか非常に

高いです。先般、アンケートを図りました、利用者に対する。それで、

お太助ワゴンで吉田等へ行くことが便利になったと書いてる人が77％お

られました。それから、利用してみて総合的に満足であると答えた人が

86％です。それで、このお太助ワゴンによって非常に外出の機会がふえ

たという回答した人が45％おられました。運行前に比べて半数近くの方

が外出の機会がふえたということでございます。このことがやっぱり老

人対策だと思います。今まで行きなさんなと、地域におんなさいよとい

うことですけど、やっぱし、さっき申しましたように、ちゃんと市政に

参加してもろうて、文化活動に参加してもろうてちゃんと一緒に行ける

ような、これがやっぱし一番の老人対策だと思ってます。 

 私は今、軽トラ運転できるからいいと言いんさっても、5年先、10年

先、わからんですよ。運転できるかどうかわからんと、こういうような

安心感がやっぱしこの町に住んでよかったという老人対策じゃないかと

思っております。非常にいいんじゃないかと思ってます。 

 これでよかったというんじゃなしに、今の試行を励みにしながら、次

の展開をいかに図って、より皆さん方に利便性を高めていくかというこ

とが課題だと思います。今は実は病院と買い物だけにしてるんですよ。

どうしてこれで満足してるわけじゃないんですけど、事務が煩雑になり

ますんで病院と買い物だけ。だから平日だけに対応してます。だけど、

向原とか甲田とかへ行きましたらね、ぜひともこれ文化活動にもという

機運はあるんです。将来はこういう文化活動とかスポーツの活動にもち

ゃんと使えるようにシステム構築していかないけんと思います。 

 非常に職員、今の初めての世界へ飛び込ませてるんで、徐々にいいシ

ステムに構築したいと思ってますんで、よろしくお願いいたしたいと思
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います。これはやっぱり安芸高田市の老人の皆さんの非常にいいプレゼ

ントと思ってます。名前がお太助ワゴンとか、川根地区ではもやい便と

か智教寺地区ではとろっこ便と、名前は変わってますけど目的は一緒で

ございますんで、御理解をしてもらいたいと思います。皆さんも一緒に

なってこのことを支援して、やっぱり老人の足を確保してあげることは

非常にこれからの老人対策にとって大事なことと思いますんで、どうか

よろしくお願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  私はこのお太助ワゴンが大きな成果を今後生むだろうし、一つの高齢

化に対する事業としては極めて高い評価をするわけでございます。その

ことは、これまで期間は短かったんですけれども、本当の意味での市民

ニーズが、市民の要望がこれにマッチしたということだろうというふう

に思うわけでございます。 

 合併以前のアンケートとして、合併後に一番課題になるのはこれから

の市民の足、外出の機会が減るんじゃなかろうかというのが一番でした。

これだけやはり市民ニーズがそこに向いてるということなんですね。そ

ういうことをやっぱり大切にしながらこれからの施策展開が行わなけれ

ばなりません。そしてそのためには、やはり高齢化に対応する政策とし

て、これからのあり方とすれば、市民ニーズがどこにあるのか、そうい

ったことをさらに進めなきゃいけませんし、そのことが市民に対する説

明にもなるというふうに思うわけでございます。さらにその上に、将来

はこういったような経済効果があるんだ、効率が期待できますと、結果、

目標値が設定されればなお市民にとってわかりいいわけです。このお太

助ワゴンが例えば今年度に与える効果、次年度に、あるいは次々年度に

どういったような効果があるのか、こういったようなことでこの事業を

展開するんですといった説明がさらに深まれば、その事業に対する成果

はより大きなものになるだろうというふうに思うわけでございます。そ

こら辺の市民ニーズの掘り起こしと目標設定について、どのようにお考

えになってるのかお聞きをしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この課題を実は定性的に判断することは非常にみやすいんですけど、

定量的に何％いうのは非常に難しい課題です。ただ言えることは、私が

いつも申しましてるように、行財政改革、電灯の始末とかいろんな紙の

始末とか行っても、1,000万ほどしますのは大変ですよと。ただ市民の

方々がこういうことによって生きがいを感じて、例えば皆さんが1年ほ

ど介護にかかる時期をずらしてもろうたとすれば、先ほど申し上げまし

たように4億何ぼの金が事業削減になります。私はこれで十分じゃない

かと思ってます。評価は何％あったかと出せんことはないと思いますけ

ど、この数字をどうこう言うんやなしに、その評価は市民の方々がして
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もらえるんじゃないかと思ってます。これが十分な評価だと思ってます。

それで、このことを実は今の行政評価とかということから生まれてきた

わけじゃないんです、この事業というのは。だから、そういうことじゃ

なしに、この事業に対して、やっぱし適切な評価というのは議員おっし

ゃるとおりなんで、そういうことを謙虚に受けとめて、さらなるいいも

のに仕上げていきたいと思っております。 

 先ほど申しましたように、行政が国、県からやれと言われた分ならみ

やすいんですけど、市独自がやってるもんで非常に、何というかな、手

探りで今やってます。だから、私は試行錯誤を重ねながらいいものにし

ていきたいと、これは市民の皆さんの一緒のシステムとして、人ごとじ

ゃなくみんなで考えていってほしいということでございます。議員のお

っしゃるように各種制度を利用しながら、適切な評価を行いながらいい

制度にしていきたいと、かように思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 今村議員に申し上げます。発言の残り時間が3分を切っておりますの

で、質問をまとめていただくようお願いいたします。 

 発言を許します。 

 今村義照君。 

○今 村 議 員  きょうの論議は、私は極めてよかったというふうに実は思ってるわけ

でございます。市長の方向性が明らかになったこと、これは議会の中で

はこれまで施策を通して聞いてきたわけでございますが、市民の前に明

らかにその方向性が出たということについては、今後このことをさらに

進めていく必要があるだろうというふうに思うわけでございます。 

 さらに、今のお太助ワゴンについては市独自の政策でもございますの

で、このことをさらに市民に徹底し、その効果のほどを将来目標を含め

てそのことを提示していくことが必要だろうというふうに思うわけでご

ざいます。 

 そのことについて、職員もやはりかんかんになってこの事業推進に当

たるということを望みまして、私の質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○藤 井 議 長  以上で今村義照君の質問を終わります。 

 この際、13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １１時５４分 休憩 

午後  １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 9番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  それでは、私は通告に基づいて、安芸高田市の医療体制の充実強化に
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向けて御質問をさせていただきたいと思います。 

 けさほどからいろいろ、一問一答ということでちょっと今までの質問

の仕方よりも違うということになりますけれども、ふなれでありますが、

多尐市長さんに理解できない部分もあるかもわかりません。その点につ

いては反問権を行使していただいて、また聞き直していただいても結構

であります。 

 今、これは全国的な問題、課題でもあるわけですけれども、医療の問

題が大変新聞、テレビで問題になっております。昨日もこれは医療、介

護の問題とかいうことで、大変大きな問題だろうというふうに思います。

このもとも、実は私は国策が大きく影響しているというふうにも思いま

す。そういうことから、安芸高田市独自で問題解決がすべてできるとい

うことには思っておりませんが、しかし、安芸高田市において取り組む

べき体制づくりというのは大きな課題になるというふうに思います。こ

れから政権が交代してどういうふうにこの問題が解決の方向へ向くか、

安定した方向に向くか、充実した方向に向くかというのは今問われてく

るだろうと思います。その点について、まずお示しをしておきたいと思

います。 

 それから、医療体制充実ということですから、私は安芸高田市全域に

わたっての体制の充実強化ということでお聞きしたいと思います。それ

で、まず具体的にちょっと申し上げておきたいんですけども、例えば今、

安芸高田市におきましては、休日・夜間救急医療体制というのができて

おります。これ安芸高田地域における救急医療体制というのは、ＪＡの

吉田総合病院、ここが拠点になっておるわけですけれども、そこらを含

めて、休日・夜間の救急医療体制の実態というのはどうなっているのか

ということをまず市長さんにお伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの宍戸議員の御質問にお答えいたします。 

 休日・夜間救急医療体制についてのお尋ねでございます。本市の実態

といたしましては、年間約8,000人程度の受診がございます。内訳とし

ては、休日・夜間診療に約5,000人、救急診療に3,000人となっておりま

す。 

 休日・夜間救急医療の役割を担っていただいておりますＪＡ吉田総合

病院の医師の数は、平成14年度35名を最高に、平成20年度は28名と激減

をしております。今日の全国的な医師不足や医師の疲弊は、ＪＡ吉田病

院におきましても同様な状況となっております。 

 医師不足による医師救急当直の疲弊と非常勤医師の給与の増大、さら

には労働基準監督署による医療技術職員の夜間・休日勤務の不許可等の

理由のため、平成20年度は約5,000万円を超える赤字となりました。平

成21年度は約7,000万円に膨らむものと聞いております。 

 このような状況を改善するために、病院側におきましても日ごろから
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医師の確保や地域医療体制の整備に御尽力をいただいてるところでござ

います。 

 議員御指摘のように、非常に医師不足から救急体制がなかなか困難な

状況にあります。先般、安芸高田市の医師会の方々が、それなら我々医

師会としても協力してやろうかという体制を今もらったところでござい

ます。今回この体制に甘えながら、やっぱし安芸高田市の大事な救急体

制を確立して、安芸高田市からこの救急体制を火を消さんような対策の

支援に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。実態

はそういうことでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  実は、広報あきたかたの2月号に市長さんがコラムを出しておられま

すね。そこらに対して、例えば休日・夜間救急医療体制の危機というこ

とで先ほど答弁がございましたが、この救急医療体制をなくしてはなら

んというふうに書いておられます。そして、行政としてもこれらについ

ての支援できることをしていこう、こういうふうなことも書いてござい

ます。それはそれとして一番大事なことだろうというふうに思うんです。 

 問題は、やっぱりこの医療救急体制を維持、存続させていくというこ

とになりますと、相当の経費がこれはかかってくるというふうにも思い

ます。22年度の予算にも予算として7,900万円増額の予算計上がなされ

ておるわけです。約1億円経費がかかると、こういうことになるんです

ね。この吉田病院で担っていただいております救急医療体制は、平成7

年に赤字を覚悟で設置したと、開設したというふうにも、これは吉田病

院の事務長さんが、「青空」という吉田病院の広報誌がありますけれど

も、それに書いて出しておられます。ですから、相当吉田病院というの

も地域の医療を地域の住民の皆さんの安心、医療体制を確立していこう

という思いで、強い思いでこれを発足されたんだろうと、こういうふう

に思っているんです。 

 安芸高田市においては、この緊急医療診療所をやっぱり公設でやって

はいません。ですから、安芸高田市独自の公立の病院というのはないん

ですよね。あとはいろんな皆さん、いろいろお医者さんがおられますけ

れども、それはすべて私設でございます。これ、こういう公設でない体

制で今までやってきておりますが、これはこれとして、私はいたし方が

なかったいろいろな条件があったんだろうというふうに思うんです。 

 私はここで公設でやろうということは言っておるわけではございませ

ん。ですから、今まですべて私病院で、市立じゃなくて私の病院で、個

人病院、民間病院というところに安芸高田市はすべてお任せで、すがっ

ておったと。この間というのは相当の経費が民間医療としてはかかって

おったんではないか、こういうふうに思うんですね。そういったときに、

特に今、安芸高田市は、先ほどの、けさほどの市長の答弁の中にも、高

齢化率が32.何％、多いとこじゃあ50％もあるよ。やっぱり生まれて生
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きて、そしてどんどん年をとっていく段階で医療経費も、介護保険も含

めてですけれども、高くなって、経費が高くついている、こういうこと

も考えられます。そういう点について、私は市長さんに休日・夜間救急

診療所、吉田総合病院、それらに対する支援策というのを、どういう考

えを持って支援策をしようとされておられるのかお聞きしたいと思いま

す。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  本当にこの数年間、吉田病院、民間病院に甘えてきとったと思います。

こういうことを行政の課題にせんかったということも非常に申しわけな

いと思ってるんですけど、実はこの吉田病院は、御承知のように中核病

院として位置づけられております。我々も事あるごとに県の方に中核病

院としての支援をしてくれということをしております。実際問題として、

中核病院と言いながら、県病院との差があります、やっぱし。現在はや

っぱり医療機関についてはある程度の国の補助が得られます。ＭＲの機

械を買うとか、それからＣＴの機械を買うとか、医療設備については国

とかの支援がございますけど、そのほかについては余り尐ないというふ

うな状況でございます。 

 そういう意味で、我々は中核病院だからということを盾に厚生省の方

へ医師の確保とか医療器具の支援とかを今お願いをしているところでご

ざいますけど、このことを踏まえて、ただ救急体制というたら、これち

ょっと私もよくわからんでね、実は法律をちょっと調べさせてもらいま

した。これ実は、安芸高田市の固有の事務になっとるんですよね。これ

をあんまり言いよると、吉田病院の方々が勝手に、おまえの仕事じゃな

いかと言われたら身もふたもないです。ただ、今の体制を維持していく

方が一番行政的にもコスト的にもベターな方じゃないかということは認

識しております。 

 それで、今の吉田病院の方にも、ただ辛口も言ってます。吉田病院の

風評とか、こういった病気が治らんとか、態度が悪いとかいうんじゃ困

るんで、お互いに企業努力していきましょうと。市民の方々にも、でき

るだけこの病院を皆さんの病院として使っていくようにやっぱりお互い

に気をつけていかにゃあいけんということでございます。 

 そうはいっても、いろいろな病気のことでございますから、かかりつ

けの医とかありますけど、それを踏まえても、吉田病院には将来的に健

全な経営をしていただくことが我が町の支援になるいうことは間違いご

ざいません。そういうことを踏まえて、支援対策をちょっと申してみた

いと思います。 

 安芸高田市医師会におきましては在宅当番医として休日医療を担って

おりましたが、ＪＡ吉田総合病院救急当直の疲弊の軽減のため、4月よ

り休日・夜間診療所において休日医療を担っていただくことになりまし

た。本当を言ったら、この吉田病院の医師が当番制でやればいいんです
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けど、これをやっちゃうと今度翌日の医療体系に支障が出てきます。お

医者さんをふやせということになってきますけど、こういうことはなか

なかできないので、幸いに高田郡の医師会の方々が、それじゃあ当番制

で我々が面倒見てやるよという成果をこのたびもらったとこでございま

す。これを生かして今後の救急体制をやっていこうということで今のシ

ステムが確立しております。 

 本市といたしましても、広島県に対して、自治医大出身の医師派遣の

要望書等の提出、医療機器整備の補助、また休日・夜間診療所の負担金

の増額を新年度予算で計上したとこでございます。 

 吉田病院につきましても、先ほど申しました、議員さん御指摘のよう

に約7,800万円のまた支援をして、この体制が末代継続できるようにお

願いをしてるところでございます。御理解をしてもらいたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  行政として、病院というのを放置することは到底できないいうのはよ

くわかる、私はわかります。ただ、この経常的赤字ですか、そこらの実

態がどうなのかというのが私にはわかりません。ＪＡの経営方針を批判

するわけじゃあございませんけれども、この支援が恒常的にずっと続く

のか、そうなると、毎年1億円程度の支援をしていくと、こういうこと

にもなりかねません。そうはいいましても、先ほど申しましたように、

公立病院でもやらなきゃならんような状況の中にあって、民間企業にす

べてをゆだねておるということでは案外経費的には安いのだろうと、こ

ういうふうに思いますけれども、そこらの点について、これから市長は

これを具体的に補助していくためにはどういうシステムをつくっていか

れるのか。例えばＪＡの農協の総合病院、それの医師、それから経営者

ですね、それから医師会とか、議会も含めてもいいでしょうし、それか

ら関係者、そういうところの協議というのは今なされているようでござ

いますけれども、これが例えば計画的にやっていくのか、つまりこの経

営に参画をしていくのか、そしてまた、このことをずっと計画的にやっ

ていくのは大変かもしれませんが、必要に応じて協議会を設立して開催

するとか、そういう点について市長はどういうふうにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  協議会の設立につきましては、本年度初めてＪＡ吉田総合病院、安芸

高田市医師会、議員の皆さん方と、及び行政で臨時的に行っております。

だけど、議員御指摘のように、お互いの意見の交換というのは、これが

大事な話なんで、今後継続して行えるようにしていきたいと思います。 

 それで、我々も元吉田病院の運営協議会いうのがあるんですよ。これ

は吉田病院独自でまとめた。この席では、やっぱり運営状態について物

を申しております。やっぱり吉田病院がみずからが経営感覚に立って努

力してもらって、病院の経営をしてもらうと。やむを得ない、我々がお
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願いしてることにつきましても理解すれば行政も信用していくと。お互

いに共存共栄の中でこのシステムの存続を図っていきたいと思っており

ます。 

 現段階では、市は独自でこういうことを設立すると大変膨大な、けた

違いなお金がかかることは事実でございます。我々も安芸高田市にはち

ゃんとお医者さんがたくさんおるというメリットもございますので、こ

のことを十分発揮できるような体制づくりが大事だと思うんで、そのた

めには議員御指摘のようなこういう協議会等を通じて十分に意見を出し

合って、いいシステムの構築に図っていきたいと、かように思っており

ますんで、今後もこれ継続でしていけるよう、私からも関係者とは協議

してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  そこで、ずっと継続はしてかにゃあならんのですけれども、協議会を

設立するに当たって、例えば今現在行われておる協議会らしきものにつ

いては、私も実は昨年の11月18日でしたか、吉田病院の経営者、そして

医師会の医師、それから行政から文教厚生常任委員会、それから行政の

市長さんも含めた関係者、そういう形の中でいろいろ吉田病院の運営に

当たって御説明をいただきました。そういう点については確かに大事な

ことなんですね。 

 私がちょっとここで問題にしたいのは、実は私、昨年、3年くらい前

から吉田病院に、個人病院もそうですけれども、いろいろ出入りする機

会がございまして、特に吉田病院については約1カ月間、毎日朝昼夕方

と通ったような状況もあるわけですね。そうした中で、いろいろお医者

さん、そして看護師、それからレントゲン技師、それからそこで勤務し

ていただいておる関係者の皆さん、いろんな方とたまたまお話をさせて

いただく機会があったんですね。そのときにいろいろおっしゃるんです

けれども、お医者さんも36時間勤務はざらなんだそうです。それから、

看護師さんについては当番で循環でできます。それから、レントゲン技

師さんも順番で休日・夜間勤務はできるというようなことで、お医者さ

んの方が大変重労働といいますかね、過激な労働。それこそ先ほど市長

さんがおっしゃったように、労基法違反いうような状況も生まれておっ

たようですけれども、そういうことを曲げて今まで隠し隠しやってこら

れたというふうなことなんですね。 

 私が申し上げたいのは、先ほど市長さんがいろいろな悪い風評がある

と、こういうことをおっしゃいました。私も昨年まではそういうことを

耳にして、あそこは技術的にはまずいんじゃないかとか、それから態度

が悪いとかいうふうなことを聞いてきたんですけれども、話を聞かせて

いただく中で、そういう過重な労働を強化されて強いられてきた実態か

ら見て、本当それはちょっと違うんじゃないかと、こういうふうに思う

ようになったんです。 
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 例えば先生に36時間勤務で次どうするんですかと言ったら、これは私

は勤務ですから、苦しいとか大変だということは言えんのですと、ただ、

患者さんからありがとう言うてもらうだけで感謝しとると、こういうふ

うなことなんです。 

 そこで、こういう協議会は市民の皆さんも巻き込んで、やっぱり医療

機関の体制にいろいろ矛盾があったり問題があって、看護師さんの対応

とか、それから医師の対応とか、人間ですから時には多尐問題発言も問

題行動も態度とかあるかもわかりません。しかし、そういう実態という

ものを医師の方から、看護師の方からも皆さんに知ってもらうための協

議会といいますかね、そういうふうな協議会もね、私は大事なんじゃな

いかと思うんです。 

 つまり、市長さんはおっしゃいますが、市民の皆さんの協力が必要だ

し支援も必要だと、こういうことをおっしゃる。そしてさらには、予算

を毎年1億円くらいかけていこうということになれば、そういう実態と

いうものを市民の皆さんに広く知っていただいて、風評被害のないよう

に、もしそういう実態があるのならそういうことを市民の声としてやっ

ぱり経営者、病院の側にも言うし、医者は医者で、看護師は看護師さん

で実はこうなんですと、こういうふうな意思の疎通をお互いに働きなが

ら、私はこの安芸高田市の医療体制というものを充実強化していく、こ

れが基本じゃないかと、こういうふうに思うんです。 

 ただ、周りからこの吉田病院、ちょっと固有名詞は避けたいんですけ

ども、あそこの病院は態度悪いいうようなことを言うたんじゃあ、幾ら

中核病院で安芸高田市で必要な病院だといっても、お客言うたら悪いん

ですけど、患者さんも行かんようになるでしょうし、また誤解を招くよ

うな風評被害にもなってくる。こういうことを考えたときに、私はそう

いった市民を巻き込んだ協議会といいますかね、助け合いの守る会とか、

そういうようなことでもいいですから、そういうのが設立できないもの

だろうかと、こういうことを、これこそ計画的にやっていただければ一

番いいことではありましょうが、必要に応じた対応がしていただければ、

こういうふうに、これはどうしてもいうことじゃあありませんが、そう

した方がいいのではないかというふうに思いますが、市長さんはどうお

考えでしょうか。 

 それから、昨年の11月18日にこの協議会の中で聞かせていただいたん

ですけど、吉田病院、本当救急・夜間医療が赤字が出て、本当大変なん

だと。7,000万ぐらい、20年度が約5,000万でしたから、それから21年度

が7,000万程度赤字になっておると、こういうことを聞かせていただい

た。これはそこを経営もやっていけない。ですから、今現在、仮称では

ありますが、広島市北部時間外診療所設置に係る基本構想というのが出

されておるんです。ちょっと私びっくりしたんですけども、吉田病院が

閉鎖して、もしか休日・夜間が閉鎖されますと、可部の方まで行かにゃ

あいけん、三次の方まで行かにゃあいけん、こういうようなことになり
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かねないなというふうな思いから、ぜひそういう、先ほど言いましたよ

うな議論ができるような場もつくっていただければと。ただ経営の観点

からだけじゃあなくて、働く側の観点も尊重しながら私はやっていった

らいいんではないかと、こういうふうに思いますが、市長さんのお考え

をお聞きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えをしたいと思います。 

 議員御指摘のように、私もこれが会議の方で堂々申し上げたら、いろ

んなお医者さんの方から反発を食らいました。上手に話していかないか

んと。それで、議員御提案のように、メンバーが専門家ばかりなんで、

やっぱり市民の視点に立った協議会は必要だと思います。このことはち

ょっと、私個人的には吉田病院の提案をしていきたいと思います、ちょ

っとこういうのをつくってみようやと。このことが尐しでも吉田病院の

理解が得られるんだったら、今後の経営につながっていくと思ってます。 

 それで、この赤字につきましても、これはやっぱしさきに言われまし

た労働基準の監督署の検査が厳しゅうてこういうことになったというこ

とでございますんで、これ、昔は目をつむってやみで超勤をしてたのが

堂々とやることによってコストのかかることになったと聞いております。

この制度のことを克服すればどんどんふえるというんじゃないんですけ

ど、今後ともやっぱし吉田病院の御理解、市民の方々に必要だと思いま

す。議員おっしゃるようにそういう場をつくっていかにゃあいけんなと

思ってます。 

 どういう形にするかというのはちょっとお約束できませんけど、こう

いう提案をしていくということは吉田病院とか医師会の方にはちゃんと

私の方から物を申していきたいと思いますので、御理解をしてもらいた

いと思います。 

 それで、ぜひともよそで救急を受けるんじゃなしに、この安芸高田市

から救急の灯を消さんということで頑張ってまいりたいと思いますんで、

よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  そういう市民を巻き込んだ体制づくりというのは、私はこの中核病院

を守っていく上で大変重要な意味を持つというふうに思います。これが、

後から申しますが、市民総ヘルパー構想にもつながっていくんではない

かと、こういうふうに思います。 

 このことで、自分自身を守る、私は吉田病院というか、中核病院を守

るとかいうのも大事なんですね。大事なんですけれども、やっぱり今は

健康でもいつ病気になるかわからんし、けがをするかもわからん。そう

いうふうな状況の中で、市民の皆さんの安心ということから考えてみて

も、大きな私は課題だろうというふうに思うんです。その点について、
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市長、さらに住民の啓発に向けても力を入れていただきたいと、こうい

うふうに思います。 

 それからまた、こういうことが決まりますと、市長さんは大体、かわ

られましていろいろな提案を、どういいますか、発想転換といいますか

ね、そういう形の中で施策を打ち出されておるわけです。これは大変結

構で、私たちも大変喜んでいるわけですけれども、そういうものを提案

されたときに、やっぱり我々議会が議決していくという、議決した以上

は我々議員に対しても、議員の活動にも責任があるわけですよ。ですか

ら、そういうことを考えたときには、やっぱり私たち議会も市長さんが

言われて提案をされたことについて議決されたら、我々も市長と同じ考

えを持った対応を市民にしていくという、市民に啓発をしていくという

のは我々の責務でもあるわけですから、その点については、特に早目に

市長さん、議員会の方にも言ってくださって、私たちがどう動いたらい

いかということも考えなくちゃあならんと思いますので、そういうこと

はできるだけ早目早目にしていただきたいと思うんです。 

 というのも、これはちょっと話が飛ぶかもしれませんが、方針の中に

も、これは21ページなんですけれども、お助けポイント銀行事業という

のが出ておりますが、これは何のこっちゃかようわかりません。そのよ

うなことでも、できるだけ先に言ってくださればありがたいなというこ

とも思います。これはできればですが。そういうふうに議会にも責任が

あるよということを私は申し上げたい。そのために議決をするというこ

とをあえて申し上げたいというふうに思うんです。 

 それから、実は2月14日に、これは中国新聞なんですけど、北生診療

所閉鎖ということが載っておりました。これ新聞見てちょっとびっくり

したんですけども、このことについても私たちは本当情報不足で、市民

の皆さんにはちょっとまずかったなという思いがしたわけです。ですか

ら、その辺について、もし行政の方でいろいろ情報があった場合、情報

を提供できるものがあれば、これだけじゃあありませんが、すべてにわ

たって情報を提供していただければ、議会議員としての役割というのも

私は大きく影響してくるというふうに思いますが、その点について市長

さんの考えをお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言いただきました。市民の安心・安全についてはさらに認

識を深くしまして、しっかりとらえていきたいと思います。 

 それから、私の施策に対する皆さん方への説明でございますけど、申

しわけありません、今度機会をとらえて皆さん方にも説明できるように

こういう場はつくっていきたいと思います。皆さん方もやっぱしそうい

う、要求されても結構でございますんで、議会の方にもこういう、当初

の段階でこういう方向でやってるんだということは皆さんにも、十分説

明はしたいと思います。こういう場が初めての説明では困ると思います
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んで、私もそれに反省をしておりますんで、どうかよろしくお願いいた

します。 

 それから、北生診療所の閉鎖に伴う対応策でございます。我々行政も、

実はこれ、向こうの申告があって初めて知ったようなことなんで、ちょ

っとお許しを願いたいと思います。知ってからは皆さん方にすぐ対応し

たんですけど、そういうシステム、いわゆる向こうの都合でいう一方的

な閉鎖でございました。 

 まず、市内には地域医療を担っていただいております診療所が現在5

カ所ございます。どの診療所も施設設備の老朽化や将来的な医師確保の

問題など、課題も生じております。 

 市民の皆様方が安心して生活をしていただくためには、先ほどの救急

医療を含めたバランスのとれた地域医療体制の整備が今後の重要な課題

でもあります。 

 北生診療所につきましては、昭和54年度より運営をしていただいてお

りました土本病院より、昨年12月に本年3月末をもって閉鎖したいとの

旨、申し出がありました。市といたしましては、引き続き北生診療所の

運営を存続させる方法を模索をいたしましたが、今日の全国的な医師の

不足により、医師の確保が困難であること、また、同町内にあります横

田診療所の医療機器の整備や、このたび新施策としてのお太助ワゴンの

交通インフラ整備が行われていることなど、総合的に検討した結果、北

生診療所の閉鎖をしていただくものでございます。 

 また、診療所の閉鎖による住民の方々の利便性の低下の緩和策といた

しましては、横田診療所のお医者さんに対して、より細かな往診を要請

をしております。また、お太助ワゴン等の活用利用もおおむね円滑にい

くようにお話をしているところでございます。 

 いずれにいたしましても、大事な診療所の閉鎖でございます。市民の

方々にできるだけ迷惑をかけないような対策の中でこういうことを実施

していきたいと思いますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  最後に、医療体制の充実強化に向けて、市民総ヘルパー構想、市長さ

ん、またこれ提案をされておられます。私の友達も全国的にも友達がい

るんですけど、議員活動しておるのが。そこへ聞いてみても、こういう

構想いうのは聞いたことがあんまりないと。確かに福祉計画、福祉プラ

ンとかあるんですけど、市民を挙げてすべて総ヘルパー、どういう構想

なんだろうかなという関心を持っておられるんですよ。私もこの構想と

いうのはよくまだ理解できてないんです。ですが、一応この構想に基づ

いた対応といいますか、行政施策を既に21年度からでしたか、打って出

されておられます。それで、22年度においてもやっぱり生活・介護サポ

ーターとか家族介護リフレッシュ、生活サポート事業、安心生活創造事

業、そういうようなことも、これも市民総ヘルパー構想の中で取り組ま
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れてくるものだろうというふうに思うんです。 

 そうはいいましても、大体は想像つくんですよ。市長さんがおっしゃ

っておられるように、介護をできるだけ、今、在宅でできることは、地

域でできることはできる、やっていこうと、こういうことを言っておら

れるということはわかるんですけど、私は介護だけじゃなくて、市民総

ヘルパー構想というのが医療関係にも大きくかかわるんだろうと、こう

思うんです。介護を受けるようになるまでの予防医療といいますかね、

そういうことから考えて、例えば市民総ヘルパー、私も市民、一人一人

ですよね、相手に頼むんじゃなくて自分が、自分自身がふだんの生活の

中で健康管理していくという、これも個人をヘルプしていくというのも、

やっぱり将来できるだけ病気にならんようにいう考えになります。そう

いうことになりますと、私は介護の問題だけじゃあなくて、市長さんは

そういう意味も含めてるよとおっしゃるかどうかはわかりません、後で

考えをお聞かせいただければと思うんですけども、そういった市民総ヘ

ルパー構想というものをやっぱり住民と一体となった取り組みをしてい

くために、私はこういう構想というのをできるだけ早く、住民の皆さん

と一緒につくり上げていけばいいんじゃないかな、こういうふうに思う

んです。 

 市民の皆さんに聞いても、ちょっとこの体系がどうなのかなというこ

とがわからんよのう言う人もいらっしゃるんです。ですから、そこで市

長さんがどういう考えを持ってこの市民総ヘルパー構想というものを、

もう一回ちょっと視点を変えたような形でもいいですから述べていただ

ければというふうに思います。 

 それから、この構想をまとめるに当たってはやっぱり策定委員会とか

いうものを立ち上げていただいて、その中にはまちづくり委員会もあり

ましょうし、すべてにわたって大きなテーマですから、これは安芸高田

市始まって以来のテーマであるし、安芸高田市将来に向かっての大きな

永遠の課題だろう、こういうふうに思いますので、慎重な対応はもちろ

んしていかなきゃなりませんので、そういう市民を巻き込んだ策定委員

会といいますか、構想を練る、どういいますか、組織づくりをしていた

だければと。 

 私がここでお願いしたのは、すぐつくって、ぱっとつくって、ぱっと

展開するいうのは大事なことですけれども、市民総ヘルパー構想という

のは将来にわたって永遠に続く問題ですから、際限なく長くじゃありま

せんが、できるだけ長い時間をかけて策定をしていって、その間に市民

の皆さんの関心が高まるようなやり方で策定をしていただいたらいいん

じゃないかと思うんですけど、市長さんの考えをお聞きいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  市民総ヘルパーについての御質問でございます。このことにつきまし

ては、私も県とか国とか、いわゆる市民総ヘルパーの考え方は理解をし
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てもらってます。それで、国、県も将来的にはこれ似たようなことをし

てこんと全然福祉とか医療の経費が賄えんいうことも担当は知ってます。

ただ、施策として出してません。ただ、私が去年からもうやってるわけ

で、市長勝手に言いよるんじゃないかとおっしゃるかもわかりませんけ

ど、広義の意味と狭義の意味がありまして、狭義の意味はやっぱし皆さ

ん方の知識、いわゆる介護とか医療に対する知識をしっかり持ってもら

って、自分のできることはちゃんと自分でしとってくださいというよう

なことをお願いしとるわけです。そのためには、市民の方々には行政も

ちゃんと、我々も身を引き締めて、節約皆してますよ、行政改革をして

ますよということを見せていきたいと思ってますから、これを今までや

ってきたし、ほいでこの市民総ヘルパーというのはやっぱりこれをずっ

とやってみよると、最後はどうなるんだというような感覚が入ってきて

ます。こういう意味で息詰まってます。ボランティアということになる

と、なかなか市民さんの協力はなかなか難しいと。1回ならええが、や

はり1年間ボランティアせいというわけにもいかないんで、そのボラン

ティアに対する何とかのいわゆる励みができんじゃろうかというのが今

回さっきの同僚の議員さんの質問答えましたけど、ヘルプ市民お助け銀

行とか言いましたけど、そういうようなことも考えながら励みのあるシ

ステムとしてやっていきたいと思ってるんですよね。このことは、先ほ

ど申しましたように日本でいけば毎年2兆円ほど膨らんでくる医療費と

福祉費、安芸高田市では1億、2億の金が膨らんでくるということでござ

いますので、こういうことに対する節約につながります。行政が制度と

かお金をとってくることを怠るというんじゃございません。怠ってきて

有効に活用するためには底辺のそういう市民の助けがお金を有効に使っ

ていけるんだということで、これを今、活動しているんだと。 

 これが第1点と、広義の意味からいえば今自主防災とか言ってます。

自主防災、地域防災とか言ってますけど、このように安心・安全もこの

範疇には、私の意見には入っております。というのは、自主防災組織の

確立というのは、本来的に消防署はございます、消防団がおるんだから

いいんだけど、この消防が具体的に動く前にやっぱり地域のそういう消

防に対する意識とか、そういう協力、例えば安否ですね。あこはお年寄

りおられるんだけど、昼間おってないとか、おってとか、この情報を得

るだけで消防団員すごく助かります。それから消火栓の上、車がとまっ

とるじゃないかとか、このような一般的なこと、それから非常時の炊き

出しとか、このようなことをしっかり市民の方にお願いをしたいと思っ

てるんですよ。このことによって我々が、より今の組織が機能的に力を

発揮できるんだと、これがなかったらおのおのの視点におのおの組織つ

くられると思います。そういうことにならないように、そうかといって

それに各地におられる方のサービスが低下せんようにするためには、こ

ういう施策の展開が必要だと思ってます。 

 それから福祉にしても施設介護をやれば、やるほど介護保険費が高く
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なります。国としては在宅介護ということになってきますけど、それを

行うにしても地域のもやいの精神がなかったら、実施できません。 

 こういう基本的なことをみんなで一緒になってやろうというのが市民

総ヘルパー構想でございますので、理解をしてもらいたいと思います。

これ、この間、先般、国でちょっとしゃべれ言うたからしゃべったんで

すけど、理解してもらいましたよ。国もこの方向でないと、もう予算も

たんと言ってます。もう絶対にもたんそうです。だって2兆円ですよ。

何もせん、これふえるんだ。これは安芸高田市もそう、これ金銭的にず

っとふえてます。老人化は進んでくると、しっかり守ってあげにゃいけ

ん。このことを皆さんに協力してもらうことによって、ちゃんとした行

政のサービスが提供できるんだということでございます。特に我々医療

費にも困っておる、困ったいうか行政、この間も総務省行って交付税、

わしのとこ尐ないんじゃないかと言っているわけですね。いわゆる我々

は支所機能の充実から議論せないけんわけですよ。そういうことの議論

があるんです。そうかいって向こうは人口何万に対しての何ぼの職員で

いいですよというような選択で来るわけですね。我々はそのハンディを

のけていかにゃいけんと、支所も大事にしていこう思うと、人も減らさ

ないけん。どこを減らすんかといったら、やっぱり皆さんの協力があっ

たら減らす部位が出てきます。どっかの総合的な中で、この安芸高田市

の財政を健全に維持していくためには、こういう基本的なことが非常に

大事だということを御理解してもらいたいと思います。議員さん、先ほ

ど御理解してもろうとるようなんで一緒になって協力していきたいと思

います。 

 この見解につきましては、先ほど言いましたけども、今度早目に議員

さんとも相談しながら、こういう展開は図っていきたいと。職員もそう

なんですね。やっぱしもっと早い時期に若い人とこういうこと議論しな

がらスタートしないと、全く新しいことやってるわけですから過去の履

歴のない話なんで非常に大変なことだと思いますけど、わしも反省しな

がら、この趣旨だけは理解してもらいたいと思いますので、よろしくお

願いします。ありがとうございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  私は、医療体制の充実強化というとこで質問をさせていただいておる

わけでありますけれども、やっぱり行き着くところ、病院の経費を軽減

するとか、またいろいろな皆さんの健康を守るとか、それから安心して

安芸高田市で住んでいただくこととか、総合的に見てこの市民総ヘルパ

ー構想っていうのは壮大なテーマだろうというふうに思いますので、そ

こらの点については、私は、まず市長さんは職員と一体的な取り組みを

総合的にしてほしいし、それは組織の中でやってほしい。同時に実施効

果なり政務委員会なり、そういうことをどんどんどんどん言っていただ

いて、ただ市民総ヘルパー構想だけじゃ介護のことばっかりのような感
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じがするわけなんです。 

 先ほどボランティアというのが出ましたが、ボランティアっていうの

は見返りを期待しない行為ですから、今ボランティアでやっちゃるんだ

け、どうにかしてくれやというようなことじゃなくて、ボランティアっ

ていうのは自分みずからお金を出してでもやらさせてくださいというよ

うな形のものですよね。そういうところから考えて市民の皆さんに対す

るボランティアの考え方というのも広く言っていただいて、私はこの市

民総ヘルパー構想というのをできるだけ早い段階できちっとした体系的

なものをつくり上げていって、これを基本に安芸高田市は行政を推進し

ているんですよと、こういうことを広く市民にも、もちろん県民にも国

にも訴えていくような形をとっていく方が私は安芸高田市ここにあるで

いいんではないかというふうに思いますが、市長さんのお考えをお聞か

せください。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  おっしゃるとおりなんで、これをやっぱり自信を持ってそこの点から

図っていきたいと思います。必ずこういう時代、やっぱし税制の落ち込

みとか来るんですけど、どういう状況になっても民主党のほかに自民党

さん、金がないとこの政策なんで最後のしわ寄せは地元の住民に来ます。

だけど、そうなくてもサービスを落ちんためには、このことを徹底して

私含めた職員の意識改革を、また市民にも一層の協力、議会の協力によ

って安芸高田市バージョンの福祉体系を確立していきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  最後になりましたが、我々市民もやっぱりできるものができることを

できるだけやっていくと、これ無理してもなかなか続きませんので、そ

ういうふうなことを考えながら取り組みをするような市民活動も大事だ

ろうと、こういうふうに思います。市長さん、やってくださいね。やっ

て、これをどうするんですかっていうふうんじゃなくて、市民そのもの

が基本的な考えを持って同じ協働、相互扶助精神を発揮できるような形

をつくり上げていきたい、いっていただきたい、こういうふうに思いま

して、終わりといたします。 

○藤 井 議 長  以上で宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 8番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  8番、無所属、山根温子です。通告に基づきまして質問をいたします。 

 まず1点目としまして特定健診・特定保健指導についてお尋ねいたし

ます。 

 早期発見・早期治療の見地から総合的な健康診断、さらには生活習慣

病予防を目的とした特定健康診査・特定健康指導が行われています。中
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でも特定健康診査・特定保健指導の仕組みは40歳以上75歳未満の方を対

象として大規模な一次予防を行うという世界にも例のない先駆的な取り

組みと言われております。この特定健康診査・特定保健指導は高血圧、

高脂血症、糖尿病が引き起こす状態、つまりメタボリックシンドローム、

内臓脂肪症候群を見つけるということでメタボ健診とも言われていると

いうことです。このメタボ健診の対象となる方々、つまり医療保険加入

者に対して受診が義務づけられているわけではなく、国民健康保険にお

いては運営する医療保険者、つまり市に対してこの健診を実施するよう

に義務づけております。国はこの健診によって年間2兆円の医療費を削

減できると見込んでいると聞いておりますが、この目標達成に向けて義

務内容が達成できなかった保険者にはペナルティーを科しているとのこ

とです。この特定健康診査の受診率や保健指導実施率は、保険者として

の市と加入者となる市民にとってどのような意味を持つのか、お伺いい

たします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの山根議員の御質問にお答えいたします。 

 国は、医療保険者の国民健康保険に対して平成24年度に特定健康診査

の受診率を65％以上、特定保健指導の実施率を45％以上、内臓脂肪症候

群該当者及び予備軍の減尐率を10％減尐を達成目標としております。達

成できない場合は、ペナルティーとして国民健康保険が社会保険診療報

酬支払基金に拠出する後期高齢者拠出金を10％加算するとしております。

また達成をできれば、後期高齢者拠出金を10％削減するとしております。

本市の国民健康保険の平成21年度後期高齢者拠出金は3億4,252万円であ

ります。達成できない場合は10％が加算され、3,425万円の増額となり

ます。被保険者1人当たりの国民健康保険税が8,121円の増額となります。

このように被保険者である市民の方への直接的なペナルティーはござい

ませんが、医療保険者の国民保険にペナルティーが科され、結果的に被

保険者である市民の方々に国民健康保険税の増額という負担が出てまい

ります。今後とも早期発見、早期治療や生活習慣病予防のため、特定健

診・特定保健指導を積極的に実施してまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  平成21年度国民健康保険特別会計補正予算において、特定健康診査等

の事業費が約1,000万円の減額となっております。このときの理由は受

診検査が予定されていた件数より尐なかったからとお聞きしております

けれども、このように受診率が伸びず65％より低ければ、結果的に保険

料が上がる可能性もあるということですね。対象年齢の方は健康管理の

ため、また将来的な保険料の増加がないようにするためにも受診された

方がよいということであれば、保険者はさらに受診の働きかけを進めな
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ければなりません。そのためには、つまり市が呼びかけている情報が住

民にどのようにかかわってくるのかをしっかりと発信して共有していく

ことが求められていると思います。12月の私の一般質問においても情報

の共有の必要性を述べましたけれども、まさにともに情報の意味を共有

して進んでいくことが必要ですが、市長はこのことについてどうお考え

でしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  大変大事なことなんで、私の勉強不足は申しわけありません。この減

ったということを謙虚に実態を調査しながら、この国に対する加算があ

るとかないとかは別にしまして、市民の健康を維持するためにこの特定

健診の率を自治体としても上げるように頑張っていきたいと思います。

私自身も腹が出ていますんで、こういう検査が今までの保険では適用な

かったんですけど、こういう成人病とかこういうもんについてはこれか

らの、議員御指摘のように医療費の増大とか経費の増大になりますんで、

健診してもらうことがやっぱり経費の縮減につながると確信しておりま

す。しっかり調査しながら、しっかり対策をとっていきたいと思います。

まず、市民の方々が一人でも多く健診される啓発もかけていきたいと思

います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  健診率を上げるようしっかりと調査し、またしっかりと対策を練って

いくということで、どのようにこの情報の意味の共有とまた済ませてい

くかというところについては具体的には答弁いただけませんでしたけれ

ども、しっかりと検討し、情報の共有をして受診率を上げていっていた

だきたいと思います。 

 次に2点目、ジェネリック医薬品の利用促進についてをお伺いいたし

ます。今回、来年度予算において新規事業としてジェネリック医薬品の

利用促進サービス業務委託料705万6,000円が上がっておりますが、現在

の利用状況と課題、業務委託のねらいについてお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ジェネリックの医薬品の利用状況についてのお尋ねでございます。国

民健康保険の診療報酬明細書の内容を見ますと、本市の場合は約30％程

度と思われます。 

 次にジェネリック医薬品の利用促進に当たっての課題でございますが、

ジェネリック医薬品の使用につきましては、医療機関が発行する処方せ

んの変更により、医師の署名または記名、押印がなされていなければ、

薬局で先発医薬品でもジェネリック医薬品でもどちらでも選ぶことがで

きるようになりました。しかし、医療現場では、ジェネリック医薬品は

先発医薬品として全く同じ製剤ではない、ジェネリック医薬品には有効
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性が先発医薬品と異なる可能性がある、ジェネリック医薬品を選ぶかど

うかの最終決定は薬局での患者の判断にゆだねらておられるケースが格

段にふえることになった等の問題意識を持っておられ、ジェネリック医

薬品に踏み切れない現状があります。医療現場がこのような問題意識を

持っておられる状況で、薬剤を患者の判断にゆだねることになりますの

で、医療保険者として被保険者の方へのきめ細やかな情報提供が必要に

なると考えております。 

 次に利用促進業務委託のねらいでありますが、国民健康保険被保険者

に対し、ジェネリック医薬品の利用促進を図るため、ジェネリック医薬

品使用サービス通知を予定しております。これは、ジェネリック医薬品

に切りかえた場合の自己負担金の軽減額が大きい方、主に生活習慣病の

中で高血圧、高脂血症、糖尿病や心臓病などの方、2％から3％を対象に

今考えております。通知を受けた方が医師、薬剤師と相談をし、これま

でどおり先発医薬品にするか、あるいはこの通知を機会としてどのジェ

ネリック医薬品に変更するかなど、薬剤の選択肢を広げるため、情報提

供を行っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  私は以前、平成20年9月の第3回定例会において医療費における薬剤負

担の軽減についてというジェネリック医薬品の普及に対する市長のお考

えを質問いたしました。そのときの御答弁では医師会、薬剤師会への説

明、合意を得るとともに市民の方へ安全性、効能などの情報を提供し、

理解を得ながら導入については慎重に検討していきたいとのことでした。

また、薬剤費における公費負担への効果額としてジェネリック利用が

25％とした粗計算で約900万円弱とのお答えでした。これまでに医師会、

薬剤師会への説明はなされ、合意は得られたのでしょうか。そしてまた

導入については慎重に検討すると言われていましたが、利用促進事業を

進めようと決められたのはいつごろで、どのように進める計画なのでし

ょうか。また目標とされる効果額は、現在の1年で幾らとされておりま

すでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  具体的な効果額等にはついてはちょっと今、資料わかりません、わか

っておりゃあ、あと担当部長からさせますんですけど、まず医師会に説

明したかという点、実はしたんですよね。だけど、医師会の方の統一見

解がなかなか得られません。反対の方と賛成の方がおられます。薬剤師

会についてはまだしてないんですけど、我々が今思っているのは医師会

とか薬剤師、専門家の方にはそういう会議を置いて、やっぱり御理解を

賜りたいと思っています。我々は、市民に対してこのことの必要性とい

うのを正しく理解してもらうという仕事に専念しようかと思っておりま
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す。いずれにしてもこういうこと、行財政改革上、薬、物を大切にする

ということは大切なことなんで、やっぱし慎重にこれからも検討してい

きたいと思いますけど、現況は医師会さんの足並みがちいとそろってお

らんいうことでなんですよね。そこはまた一歩進んでどうするかという

ことは、ちょっとまだ考えなきゃいけませんけど、今度さらに医師会の

方にもまた相談をしてみようかと思っています。そこの協力がないと、

市民の方々が何ぼ自分が、いや、ジェネリック使おう思っても、お医者

さんは使えと言わないと、なかなか使用には至らないんで、その辺の連

携をこれからうまくしていかないと、この事業、進んでいかんと思いま

すので、根強く根気よく醸成をしていきたいと思っています。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  議員おっしゃられるように平成20年の第3回の9月定例会でジェネリッ

ク医薬品の効果いいますか、どのぐらいかいうので、議員おっしゃられ

るように想定として対象者5割で2割程度の削減として4人に1人、25％い

う中での約900万、874万ようなところが出ましたが、先進地の呉市が取

り組んでおられる中で当初すぐには効果あらわれないんですけど、呉市

の場合はですが、20年の7月から始められて一月が139万、313万、482万

と7月、8月、9月と一気には削減額いいますか、効果が出てきていない

んですが、そういうふうな状況で今幾らかいうふうなところについての

試算的なものができないことはないんですが、開始当初から削減額がい

きなりやられるとは私自身も思っておりません。議員おっしゃられるよ

うに医薬品の利用促進いいますか、そこらを啓発することでは、医療費

の削減いうことでは保険料の軽減にもつながっていく、尐しずつではあ

りますが、費用対効果もあるいうことで額については前回もさせていた

だいてることの中で、今回においては、それが幾らいうことを提示して

いくことにもなりませんが、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  こちらの場に立って質問、再度いたします。 

 このたび新規事業として上げられているということでこの新規事業を

起こそうと考えられた時期的なものがあると思います。そこがお聞きし

たかったのですが、引き続き質問させていただきますと、担当課でこの

事業の目標額というか、効果額が平成20年の時点の額しか出ていないと

いうのは新規事業として上げていかれるについて調査不足というか、準

備不足ではないかと思います。それについてどうなっているんでしょう

か、お伺いします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  担当課においての削減については、試算はしております。平成22年度

で自己負担が3割いうことの中での薬剤自体の医薬品の削減効果で885万、
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それの3割が自己負担、保険者分が7割いうことで保険者の方で619万、

先ほど申し上げましたように委託料を583万円組んでおりますので、当

初22年度とすれば36万程度いうことでありますが、平成23、24、25とど

んどん上がっていくような状況を見ながらいう中では、試算はしており

ます。当初、先ほど申しましたように額がほんじゃあ、これがまた次に

幾らじゃ言うたじゃないかいうような話になってまいりますので、効果

あらわれるように努力してまいりたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  そこまで計算ができてるわけですね。委託料583万、これは今回の新

規事業として上げられた705万6,000円の中からの出るということと理解

します。 

 そして計画、ここで新規事業をしようとされた決定時期をお聞きしま

したのは、平成21年9月国保特別会計の第2号の補正予算においてジェネ

リック利用促進サービス業務委託料として204万が上がっております。

同じ事業名です。今回、新規事業として上げていらっしゃいますけれど

も、この204万円は何に使われたのか、何を目的として計上されている

のか、今回の新規事業とどのように違うのか、ここについてお聞きいた

します。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  ことしの補正で上げさせていただいたものにつきましては、今回は3

月から医療費の通知を出そういうことでございますので、その以前から

の情報を、3カ月間の情報を埋めながらいうことの中での財政の関係と、

これ先発で呉市が委託しておるところと同じ会社でございますが、そこ

の方との契約の中で今年度においての医療費の差額分通知とかについて

の費用でございます。それから先ほど申しました新年度の予算につきま

しては、これは中身につきましてはいろいろ診療報酬、今までに受けら

れたレセプトを分析しながら医薬品情報とか、それらを電子データ化し

ながら使われた医薬品の関係、それに同市のジェネリックの薬品の関係

のいろんな比較をしながらいうのもデータベース化されたものを会社の

方でやっていただき、それを今度は使用者、医薬品の情報関係を月次処

理しながら毎年間を通して、それの薬価の比較、削減額の報告等々を市

の方へしてもらういうような年間契約においての新年度の予算との差で

ございます。以上でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  先ほどの答弁では、204万円は今年度についての医療費差額通知とい

うことで、もう既に広報の中に入っておりますけれども、これは議長に

お許しを得て掲示させていただきますけれども、広報あきたかた3月号、

これの14ページ、ジェネリック医薬品促進通知サービスが始まります。



117 

これは、では204万円、補正の中で上げられたもとの中からされるとい

うことと考えてよろしいですか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  議員のおっしゃられるとおり今回、先ほど申しました22年3月からジ

ェネリック医薬品促進通知サービスを開始する費用のすべて、これにお

けるものの委託したものが含まれてることでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  わかりました。先進地としての呉市の状況を見ながら、それに追随し

てやっていくということで、この業務委託は多分ＮＴＴデータという会

社がかなりレセプトの電子化をして進めていると聞いておりますけれど

も、初年度のみの委託事業になるのでしょうか。私が計上されていた補

正と、また今回の新規事業として上がっているもの、合わせると約909

万6,000円というものがかかります。平成20年度またきょうもお答えい

ただきましたけれども、平成22年度においては効果額は885万、呉にお

いても20年度に4,600万を計上して事業を進め、平成21年度に約4,400万

の医療費の削減に成功したということが出ております。国保の加入者の

個人的な薬剤負担も軽減できているわけですから、プラスになっている

と思いますけれども、これからどれぐらいかかっていくのかというとこ

ろを計画があれば、その中からお答えいただきたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  議員おっしゃるとおりで今後の関係でございますが、これは1回でも

うつくったら終わりいうことでなしに、削減効果のいろんなところのや

ったのを関係の比較も出しながら、本人さんの通知もつくっていただき

ながらまた市の方には削減効果を報告していただくいうような感じで、

それは来年度以降は今の委託しておる会社に限らずいうことにはなろう

と思いますが、毎年の契約においての市が必要とするものについて削減

効果を見ながら、またいろんなことを状況を見ながらいうことで、議員

おっしゃられるＮＴＴのデータ会社の方もやっておられます。 

 広島県内においては、先ほどありました呉が先発の先進地いうことで

ございまして、広島市を除くよその市町につきましては今、呉市の方の

委託しとる部分とあわせてやっていこういうような状況のところを聞い

ております。独自でのなかなかシステム開発、データベース化、データ

レセプトとか薬価のいろんなところの比較状況とかがなかなか単独では

やることが難しいので、委託になっていくかと思いますが、今後におい

てはいろんなところを調査研究しながら今後の、または市、次の次年度

に向いてはまた取り組んでいきたいと思っております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根温子さん。 
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○山 根 議 員  業務委託において進めていかれるそうですけれども、先発の呉では現

在、通知だけでは効果は限定的である、適切な受診による健康保持が市

民にとっても保険者にとっても一番いいはずと、電子データ化した診療

報酬明細書、レセプトを活用し、必要以上の受診や飲み合わせの悪い薬

を併用する国保加入者への訪問指導を始めているそうです。本市におい

ては現在ジェネリック利用促進カードを送付されておりますよね、Ａ4

判で印刷されたものが封書で各戸いうか、加入者に送付されております

けれども、このカード送られた方、特に高齢の方からはどう使うのかが

わからないとの声を聞きます。国保の対象者には高齢な方も多く、封書

にして送ることで利用が促進されるものとも言えないのではないでしょ

うか。さらにこれからはジェネリック医薬品の促進通知書をジェネリッ

クへの切りかえによる自己負担額の削減額が大きい方を対象に送付され

るとのことですが、対象者にあった通知や指導、また広報の仕方が問わ

れてくると考えますけれども、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  これ、新たにやることなんで市民の通知に対しては御理解を賜るよう

に、やっぱし積極的に情報の提供をしていきたいと思います。要は先ほ

ど申し上げましたように市民の方々に尐しでも理解をしていただいて、

このジェネリックの薬品を使う啓発をかけていきたいと。それで、そう

いうことによって市民の方々の懐、医療費に対する軽減を図っていきた

いと思っています。議員御指摘のように、その通知の仕方じゃなしに見

やすい文書でもってちゃんとした市民の方々の啓発、やっぱりそうやっ

ていきたいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  市長は積極的に情報の仕方を考えていく、また見やすい文書でと言わ

れましたけれども、高齢化率50％近くの高宮町では本当に各戸を回って

お話を聞きますと、封書から出してもこれが何なのかわからないと、薬

局においても患者さんがドクターのところにこれを持っていって、また

薬局へ持ってきて、これはどういうふうに使うんかねと言われる方が多

くって大変時間がかかると、一から説明しなければいけないというとこ

ろを聞いております。もっと市民総ヘルパー制度とか社協とかいろいろ

な、これからお話しする地域包括支援センターもそうなんですけれども、

そういうところで口でしっかりわかるようにお話ししていくことが必要

になってくるのではないかと思います。 

 次に3番目に上げております地域生活支援センターの役割と機能につ

いて御質問いたします。 

 市においては、介護を包括的に支援する地域包括支援センター、高齢

者支援センターと名づけておられますけれども、これを直営で運営され

ております。このセンターの役割と機能、そして新たに始まった市民総
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ヘルパー制度との連携はどのようになされるのか、お尋ねいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどの市民に対する啓発につきましては、あらゆる手段を通じて振

興会とか、この支援センターとか市民の方々にわかる手法を模索してい

きたいと思います。これは、これに限らずに大きな行政施策につきまし

ても、先ほど議員さんもおっしゃいましたけども、やっぱり市民の方に

いかに周知していくかということは大きな課題でございますので、我々

はインターネットで出しときゃいいやないかとか、広報あきたかた、広

報へ出してきゃええじゃないかということじゃなしにできるだけ努力し

てまいりたいと思います。こういういい事例があれば、また議員さんの

方もお話しいただければ、しっかりこういうことを活用していきたいと

思います。 

 地域包括支援センターの役割と機能についての御質問でございます。 

 平成18年に開設しました地域包括支援センターという名前から今年度、

高齢者支援センターという名前に変更いたしました。市民の皆様に、よ

りなじんでもらえる支援センターとして、また地域で暮らしておられる

高齢者の皆さんを介護、福祉、健康、医療など、さまざまな面から総合

的に支援していきたいと思っているところでございます。さて、安芸高

田市も尐子高齢化時代を迎えて3人に1人は高齢者となりました。これか

らもこの状態は続いていくものと考えられます。高齢者の方々が住みな

れたところで、元気で安心して日常生活を続けていくには地域の人の理

解と協力はもとより、この高齢者支援センターを通じての介護予防の支

援がますます大事になってくると思っております。この介護予防事業を

高齢者支援センターでは保健師、社会福祉士、主任ケアマネージャー、

看護師等が専門分野の仕事だけを行うのではなく、お互いの連携をとり

ながらチームとして総合的に高齢者の皆さんの支援を行っております。 

 次に、私が提唱しております市民総ヘルパー構想との関係であります

が、予防福祉ということが基本にございます。この予防福祉を推し進め

るためには、地域の助け合い、もやいの互助精神が大切になってまいり

ます。若い人からお年寄りまで市民に広く、介護技術や介護知識の普及

を図っていけば、寝たきりなどの介護が必要な状態にならないためにど

うすればよいのかを考えるきっかけにもなりますし、地域の見守りや毎

日の元気な暮らしを通して自立した長寿生活につながっていくものと考

えております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 この際、2時35分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時２３分 休憩 

午後 ２時３５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 質問の途中でございましたけれども、発言を許します。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  私は、地域包括支援センター、高齢者支援センターは地域で高齢者を

丸ごとケアしていくシステムの中核に位置するものと受けとめておりま

す。平成21年の2月の、これも議長のお許しは得ておりますけれども、

平成21年2月、安芸高田市の高齢者福祉計画、第4期の介護保険事業計画

では、31ページに具体的な施策として地域包括支援センターの機能強化、

また市民総ヘルパー事業関係機関との連携強化、地域ネットワークづく

りなどが上がっております。来年度に向けてのさらなる地域包括支援セ

ンター、今は高齢者支援センターですね、この機能強化と関係機関との

連携強化については具体的にどのようにお考えなのでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  地域包括支援センターの役割と機能とについての御質問でございます。 

 平成18年に開設いたしました包括支援センターという名前から、先ほ

どこのこと説明いたしましたけど、この議員御指摘のように支援センタ

ーというのは今後の包括支援制度なくちゃならんとやってますけど、ま

だその機能は十分に発揮されてないことはたしかでございます。今後、

この機能が十分発揮されるように仕組みづくりが大事だと思うんですけ

ど、具体的にはこの支援センターのあり方というのを一遍検証しながら

次の展開につなげていきたいと思います。詳しい状況につきましては、

部長の方から説明いたしますので、よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  議員おっしゃるようにこの21年度、昨年4月から地域包括支援センタ

ーいう名称がなかなかわかりにくいこともございまして、高齢者支援セ

ンターいうことに名称も変えさせていただきまして、いろいろ今までも

やっておりましたが、いろいろな特定高齢者の把握とかいろんなところ、

今、最近はいろいろなところの中での虐待と申しますか、高齢者の方の

いろいろな年金の関係とか、いろいろなことの状況も入ってきておりま

す。そこらにつきましては、警察なり危機管理室なりとか保健医療の関

係とも連携をとりながら、またいろんなところの教室、認知症、うつで

この前ありましたが、権利擁護の講演会とかいろんなところの包括支援

センターだけでは、体制では11人おるわけでございますが、非常勤も含

めまして、そこだけではできないので、いろんな面におきましていろん

な事業も含めたところの連携をとりながらいうことで介護予防の、市長

が言います予防福祉いいますか、自主福祉いいますか、そこらも含めた

中でのいろんな総合相談窓口も、そこを拠点にしまして今後も取り組ん

でいきたいな、機能強化いいますか、そこらを取り組んでいきたい思っ

ております。 
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○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  機能強化と連携強化についてお聞きしましたのは、よく用語として機

能強化する、連携を強化すると申されますけれども、この連携というも

のはどのようにとるのが難しいか、また、どういうふうにとっていく手

法を考えなければいけないかというところで、特に具体的なことをお聞

きしたかったんですけれども、今後も強化していくというところで受け

とめました。 

 それで、この計画書にアンケート結果も載っております。20ページに

今後力を入れてほしい高齢者福祉施策として往診など、在宅向けの医療

サービスを充実するが41.2％の割合を占めております。訪問診療体制の

必要性については、私は平成21年6月の定例会において一般質問してお

ります。そのとき、市長も在宅介護を進めるためにしっかり住民の声を

聞きながら検討していきたいと御答弁されております。もうこの時点で

アンケートが出てきたんですけれども、しっかり住民は在宅向けの医療

サービスも求めているということで、ここに1点、農業新聞に北海道の

夕張市で現在、在宅支援診療所を開かれてる村上ドクターの話が出てお

りました。約100軒ぐらいの家庭に訪問診療されているそうで、このシ

ステムがあれば高齢社会において大きな病院がなくても安心して治療や

療養ができるのでないかと思うと言われております。このアンケート結

果から出てきた要望、高い割合で出ておりますけれども、こちらのこれ

も議長にお許しを得ておりますが、包括支援センターのパンフレットが

あります、ここに一応。ここに、やはり市長が先ほど言われましたよう

に地域包括支援センターは地域で暮らす高齢の皆さんを介護、福祉、健

康、医療など、さまざまな面から総合的に支えるために設けられました。

皆さんがいつまでも健やかに住みなれた地域で生活していけるよう、地

域包括支援センターを積極的に御利用くださいというパンフレットでご

ざいます。このように包括的に高齢者を丸ごと受け入れて見守る、細切

れでなくすき間なく高齢者を受けとめて支援していくという意味で、や

はりこの医療に関してもケアネットの構築を進めていく必要があると考

えておりますが、市長はこれについてどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この包括の介護予防事業につきまして、これ非常に今後、国も申して

ますけど、在宅支援を中心とした介護体制を申しております。ちょっと

景気がちょっと悪化しているんで、その辺のところがちょっとこうぼけ

てきているんですけど、将来的には施設介護ではなく日本の財政状況を

考えたときには在宅で介護してもらうシステムの構築が大事だとおっし

ゃってます。先般、私も担当の方には訪問介護というじゃなしにサテラ

イト型のデイサービスができるのかといって今指示をしてるんですけど、

中身はちょっと同じような気がまたしているわけですね。いわゆる介護
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を施設でやるんじゃなしに移動介護で賄っていくと、このことによって

多くの方が利便性がだんだん高まって来るんじゃないかと。特に家が離

れてなかなか例えば介護施設まで行くのが困難な人にとっては、このサ

テライト型も生きてくるんじゃないかと思ってます。今、訪問介護とい

うことを、在宅介護聞きましたんで、こういうことを踏まえまして今後、

安芸高田市の在宅介護システムの構築は、これから図っていきたいと思

います、今度また。 

 今の支援体制ありますけど、これをじゃあこの各施設が平等にこれを

受けてくれるかいうたら、なかなか受けてくれません。なかなか、いや、

この今の介護保険で賄えるかいうたら、その厳しいとこもあります。そ

ういうようなこともあるんで、これ体系的に考えてやっぱり安芸高田市、

大事な訪問介護の構築に向けてはこれからしっかり検討していきたいと

思います。これがないと、なかなか意味のある施設介護というふうに向

かっていきますんで、こういうことがたやすく市民の方々に興味持って

いただけるように、また施策の展開を図っていきたいと思います。 

 高齢者センターにつきましても、事業としては新しい事業なんで、こ

れも手直しをかけながら安芸高田バージョンでしっかりまた方向性を定

めていきたいと、かように思っています。 

 議員提案の訪問介護については、これからどんどん検討してみたいと

思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  私が提案しているのは、この介護ではなく訪問看護を含めた訪問医療

体制でございまして、市長の御答弁はかなりちょっと先に進んでおりま

して、まず地域包括支援センター、高齢者支援センターは私としてはコ

ーディネート、それぞれの地域における支援をネットワークの中でしっ

かりとケアネットを構築して網の目のように張りめぐらした中で、張り

めぐらしたネットサービスを使っていただけるようにコーディネーター

的な役割が主だと思います。今は介護要支援の方のケアも組んでおりま

すけれども、その仕事だけに忙殺されることなく、しっかりとネットの

構築していただきたいと思います。 

 そして平成21年2月の安芸高田市、先ほど掲示しました第4期介護保険

事業計画の22ページにまだアンケート結果が載っておりますけれども、

介護希望場所としては、どこで生活してる皆様、自宅で生活したいが

59.9％と非常に高い割合出て、ほかの答えはほとんど10％に満たない数

字で、もう自宅で最後まで生活したいが60％近く、しかし、在宅介護の

環境整備は本当にまだまだ整っているとは言えません。とても言えませ

ん。市長は現在24時間保育を言われておりますけれども、介護において

も在宅介護を進めるなら24時間365日の支援指定をしていける体制を整

える必要があります。 

 ということで、最後に4番目の多機能居宅介護事業所の展開について
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御質問いたします。この小規模多機能居宅介護事業所、登録者とその家

族も支えられることになります。来年度に向けて市においても、この小

規模多機能居宅介護事業所を含めた地域密着型サービス事業所などの整

備に対し予算が上がっております。この小規模多機能居宅介護事業所の

展開のねらいと課題についてお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどの質問、済みません、ちょっとずれがあったんですけど、現行

制度を十分活用しながら皆さん方の在宅についての介護が十分満足いけ

るような形態をとっていきたいと思ってます。 

 小規模多機能居宅介護事業所の展開についての御質問でございます。 

 御指摘をいただきますように平成22年度の開設を目指し、昨年の12月

からこの2月末までを期限として認知症対応型グループホームと小規模

多機能型居宅介護事業所を募集いたしました。また、22年度一般会計予

算には、その施設整備補助金と開設準備支援補助金を計上しております。

小規模多機能型居宅介護事業所とは、いつまでも住みなれた自宅で安心

して暮らしたい、いつまでも家族と一緒に暮らしたいという思いや願い

を総合的に支える在宅介護サービスでございます。ひとり暮らし高齢者

や認知症高齢者が増加する中で入所施設とは違い、それまでの暮らしや

人間関係を断ち切らず、可能な限り自宅で生活することを支援していく

在宅サービスの柱の一つとして介護保険事業計画に取り組み、取り組ん

でおるところでございます。 

 課題についてでございますが、全国的に見て小規模多機能型居宅介護

事業所の整備が進んでおりません。安芸高田市でも第3期介護保険事業

計画の期間中に3事業所の募集を行いましたが、整備されたのは吉田圏

域の1事業所にとどまりました。整備が進まない原因につきましては、

一つに介護報酬の仕組みにあると言われております。一月単位の包括報

酬であり、利用回数に応じた負担でないことや、利用の中心となる軽度

や中度の認定者の報酬が低いことなどが原因していると言われておりま

す。こうした課題に対しましては、既設の事業所や今回指定する事業所

の運営を見ながら、次期介護保険事業計画において論議していただきた

いと考えております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁終わります。 

 山根温子さん。 

○山 根 議 員  市長がおっしゃいましたように、とてもねらいとしては本当に地域密

着型で登録者と家族を支える施設になると思います。しかし、課題にお

いて言われましたように介護報酬の仕組みがかなり利用者の利用増につ

ながらないという問題を抱えております。この小規模多機能居宅介護事

業についての全国セミナーが平成21年12月に広島市内で開催されました。

ここでも小規模多機能を始めた施設事業所からは、経営が安定しない、

介護の1から3の方が20名以上いないと、うまく回らない。この小規模多
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機能の事業所は、利用者の上限が25名以下ということになっておりまし

て、その中で20名以上の利用がないと、なかなか難しいという、赤字だ

赤字だというお話を聞きました。 

 その中で兵庫県朝来市和田山町のたまき喜楽苑の報告を聞きました。

この報告では、費用対効果でプラスになる、こういう小規模多機能居宅

介護事業所は絶対にこれからの国の、また自治体の介護費用を削減して

いくために、また利用者の利益にもなるという報告でした。例えば1カ

月にデイサービスを30回、ホームヘルパーを64回利用した場合は1回幾

らの、既存の介護サービスでは3万6,562単位となったそうです。これを

定額制の小規模多機能型の居宅介護を利用した場合は1万1,430単位、そ

の差額分は2万5,132単位、金額に直すと25万1,320円と大きな差が出る

とのことです。このたまき喜楽苑の全体の登録者数を計算していくと、

1カ月の差額合計が約100万円、また利用回数では約42回も利用ができた

という報告がありました。1カ月で約100万円の介護報酬の費用を下げな

がら、介護サービスの回数はたくさん利用できるという費用対効果から

の発表とともに、定額制の料金の小規模多機能では利用回数に制限を設

けたり、定休日を設けたりするような事業者もおりまして、こういった

利用者が不利益をこうむることがないよう、特に事業者のモラルが問わ

れるとの報告をしておりました。 

 高齢化率が上がる中、高齢者のみのひとり暮らし、二人暮らしの世帯

においての在宅支援には本当に限りがあります。また2世代、3世代同居

の家族世帯においても介護に専念できる状況があるとは限りません。在

宅での介護には現在の通い、訪問、泊まりのサービスがあるとはいえ、

24時間365日を通じての支援にはなっておりません。通所も訪問も泊ま

りも、どれをとってもお願いしてからあきを待ってやっとという状態で

す。地域においても家族のように見守り、支援してもらえる小規模多機

能は地域においては雇用の場ともなりますし、在宅で暮らしたい高齢者、

また介護を支える家族にとっても大変期待されるものとなると考えます。

市長は、今後の在宅介護についてどのようにお考えでしょうか。これを

私の最後の質問といたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように今、我々行政の一番の課題はこの在宅の介護につ

きまして、これはなかなかホーム、やっぱりグループホーム等ですね、

非常に安定した経営の舞台に乗らんということが事業者は言っておりま

す。ここで市内の今、福祉をやってる事業者がほとんどそう言ってくる

んですよ。これ上がらんから、わしゃしとうないと、だれかにやってく

れやとこう言われると行政も困りますね、本当に。公設でやってるとこ

ろもそういうとこ、たくさんあります。だけど、そうかといっても大事

なことなんで、今ちょっと兵庫県で調査してみたいと思う。本当にこう

いくんだったら、やっぱし我々もそういう調査したい。今もこういう募
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集してますけど、なかなか市内の業者の方は提案してこんです。これ、

絶対残れん。今、匠さんがやっておられますけど、非常にこれは介護保

険には難しいということですね。だから、そのエリアをちゃんと超えな

いけんと、それ超えてでも我々これやっていかないと、本来の在宅を推

進していかれん状況になりますんで、非常に大事な話なんで、このこと

を兵庫県の事例っていうのは興味ございますんで、勉強させてください、

本当にと思います。 

 それから24時間体制も大事なことです。私、今、子供の保育について

は、これはなかなかそういう組織をつくって保母さんを置いてと、ここ

介護士を置くと膨大な金かかりますけど、この今、福祉で委託しており

ますほほえみサービス的な考え方をすれば、ちゃんと市民の方の協力も

得られることできますから、そういう可能性はまた探ってみたいと思い

ます。今現在、私、就任当時からやらせてもろうたのはリフレッシュ事

業やってますけど、非常に元気はええです。在宅介護士の365日の介護

というのはくたびれると、この手を抜いてあげるという、こういうわず

かなことが次のあしたからの介護につながるとおっしゃってます。そう

いうことと同じようにやっぱしあるときにはちゃんと旅行も行ってなけ

ないけんじゃろうし、家庭の事情ではただ預かってくれという体制もい

いんじゃと思ってます。これもわしのマニフェストには、保育の維持が

24時間と言ったんですけど、これにやっぱり老人介護の24時間も検討の

視野に入れさせてもらいたいと思います。 

 以上、いい御提言ありがとうございます。これからこのような仕組み

づくりがこれからの勝負になってくると思います。これから在宅介護で

いかないと、今の施設介護を行うと、非常に保険料とか、こういう介護

が料金が上がってきます。そうすると、今度は若い人が保険料掛けんと

いうことになるし、悪循環になるんで、ぜひともこの制度についてはい

い仕組みをつくっていきたいと思っております。そうかといって施設介

護を怠るわけじゃございませんけど、このことも視野に置きながら総合

的な福祉をしていきたいと思っています。幸い議員御指摘のように私も

知っています。市民の多くの方々は、自分の家族は自分のとこで見たい

ということは認識しております。ただ、見るにしても家族の家のバリア

フリー化とか、こういう、さっき議員御指摘のシステムが確立しないと、

なかなかこれは前に行かないということを認識しておりますんで、御理

解を賜りたいと思います。しっかり頑張ります。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 これをもって山根温子さんの質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 15番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  政友会、金行でございます。私は、通告のとおり大枠2点、一問一答

でございますので、1問ずつ質問させていただきます。 

 議会が始まりまして当初、市長の施政方針と予算編成についてお聞き
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しました。まず1点でございますが、市長は市長になられて2年過ぎ、就

任時に上げられた政策、着実に進んでおられると思います。といっても、

21年からのが市長の政策の主眼と思います。21年度の市長としての進捗

状況はいかなるものか、まず、それ1点お聞きします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの金行議員の御質問にお答えをいたします。 

 私の公約は、6つの基本目標のもとに24の項目を掲げております。そ

の中で短期に成果を出すものとしては19項目、中長期的に効果を出すも

のといたしましては5項目ございます。具体的な進捗状況でありますが、

6つの基本項目ごとに申し上げたいと思います。 

 まず最初に、本市の厳しい財政状況を踏まえての行財政改革の推進、

事務事業や補助金の見直しにつきましては、第1次行政改革に掲げたさ

まざまな取り組みを着実に継続し、今般の第2次の行政改革大綱を策定

したところでございます。平成22年度から向こう5年間、徹底した取り

組みを行うこととしております。補助金につきましても、再度新たな視

点で見直しを図ってまいりたいと思っております。 

 次に、尐子高齢化対策につきましては、学習補助員制度を平成20年度

中途から試行導入し、平成21年度からはすべての小学校に補助員を配置

したところでございます。放課後保育につきましても、第2イルカクラ

ブの増設、また新年度からは利用時間の延長ということもしております。

24時間保育体制につきましては、ファミリーサポート事業に宿泊預かり

をメニューに追加をし、対応することとしました。保護者負担の軽減に

ついても、乳幼児医療費の対象年齢の引き上げや第3子以降の保育料の

無料化を行ったところであります。予防福祉、介護予防につきましては、

市民総ヘルパー構想として既に介護家族者リフレッシュ事業、生活サポ

ート事業等々を実施しているところでございます。今後、さらに充実を

してまいりたいと考えております。 

 次に、市民の働く場を確保するための活性化対策でございますが、昨

今の景気低迷の中、企業誘致を進めてまいりました結果、平成21年度に

2社、平成22年度には大手農機具販売企業の誘致が見込まれております。

一定の成果を上げておるところでございます。また、徹底した地産地消

による生産、消費の一本化、販路の拡大につきましても、広島北部農協

と緊密な連携のもと、安芸高田市の生産販売体制の確立を図っていると

ころでございます。 

 次に、開かれた行政、安心・安全なまちづくりにつきましては、情報

公開条例に基づく公開は無論のこと、広報紙やホームページ等を通じ、

可能な限り情報提供してまいりました。また、安心・安全につきまして

は、洪水・土砂災害ハザードマップの作成配布、消防団組織の強化を図

る再編、また、自主防災組織の設立を推進してまいったところでありま

す。その結果、自主防災組織の組織率は現在35％まで上昇しているとこ
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ろであります。一方、光ファイバー等による地域情報化の推進につきま

しては、中長期目標としておりますが、既存の有線・無線放送施設の老

朽化等への対応を含め、安芸高田市が情報過疎と言われないよう喫緊の

課題として取り組んでまいりたいと思います。 

 次に、人権を尊重した女性の社会参加がしやすいまちづくりにつきま

しては、男女共同参画推進条例を昨年3月、条例化したところでござい

ます。男女共同参画社会を目指した宣言都市もいたしたところでござい

ます。 

 次に、将来を見据えた夢ある社会資本の整備でございますが、中長期

目標として掲げた国道54号及び地域高規格道路、東広島高田道路の整備

は、国の政策転換により整備促進のおくれが懸念されますが、引き続き

早期実現に向けて国等への働きかけをしてまいりたいと考えております。

上下水道の整備につきましては、下水道事業の重点化を図り、水洗化率

を平成26年度には80％までアップさせることとしております。また、未

給水地域についても、その解消に向け取り組みを行っているところでご

ざいます。 

 最後に、すぐやる新規サービスとして掲げました公約でございますが、

まず高齢者、障害者の方々が玄関から目的地まで低料金で行けるデマン

ド型ドア・ツー・ドアの新交通体系の実現を掲げました。関係者の御協

力により、昨年10月から新交通システムとしてお太助ワゴンなどの運行

を開始し、本年10月からは市内全域に拡大、本格運行の運びとする予定

でございます。また、高齢者等への事務補助サービス、年間を通じての

窓口業務の開放につきましては、全職員の協力によるまごころ代行サー

ビスを導入いたし、その対応を図ったところであります。また、市民か

ら喫緊の要望等に迅速に対応するためのすぐやる課の設置につきまして

も、昨年4月の機構改革で設置をいたしました。男女の交流の場の創造

につきましては、平成21年度に結婚サポート事業を創設し、結婚相談員

やサポーターを配置し、婚活の支援を行っているところであります。 

 以上、申し上げましたように短期的な目標に掲げました公約はおおむ

ね実現の運びにあると認識をしております。また、目指す本市の将来像

につきましては、総合計画にも掲げておりますとおり、人・輝く安芸高

田であり、いささかの変わりもございません。引き続き安芸高田市が活

力ある地域として、また、子育て世代から高齢者世代まで市民が暮らし

やすいまちづくりを目指し、全力を尽くす所存ございますので、御理解

を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  質問しとらんとこも先立って、将来像いうのを後でゆっくり聞こう思

ったんですが、それはよろしいです、一緒ですからのう。 

 今、市長が着任され、2年間、本人も満足されておると、100％じゃご

ざいませんな、これは。まあ満足されているいうことで私もそのように
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思っておるんですが、市長、市長が就任されて20年度、21年度進捗状況

の中にいろいろ緊急景気対策がございましたよね。その中でいろいろ新

規をされて進捗状況はかなり一定並行的には緊急対策も順調にやられた

とは私は思うんですが、その点、どう考えておられるか、ちょっと。今

の将来像でございますよね、将来像イコール私は将来、我が市の理念じ

ゃ思うんです。理念というと、さっきの話にもありました第2次行政改

革の中に示されております参画協調の推進ということの思惑じゃと思う

んですが、その理念によって我々市民、企業がそれを目標に伸びていく

いうんですか、旗印にいこういうことはある、そこらを端的に言うと、

どういうことか、その2点をまずお聞きします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  経済対策につきましては、非常にこのたびの経済、非常に底の深い経

済でございました。安芸高田市といたしましても3回にわたり約35億円

程度の景気対策といったところでございます。その成果がどうかといっ

ても、なかなかあるんで、かなりの底が見えたと言われるけど、このた

びの就職状況を見たらかなりの方が就職しているということになるんで、

これからおいおい出てくるんじゃないかと思っておりますけど、今後も

緩めないこにしていきたいと。また、経済対策につきましては安芸高田

市の喫緊な課題を整理させてもらいました。例えば学校とか公共施設の

通常できないような補修とかをやらせてもらいましたんで、今後、財政

運営においてもそこからスタートできるんで、かなりよかったんじゃな

いと思っております。特に学校の補修とかテレビとか今度のデジタル化

に備えた対策も今回行ったところでございます。また、付随してやりま

した経済対策でプレミアム商品券も非常に好評でございまして、約3億

円ほど実施させてもらいました。今後もこういうことが市民にまた経済

効果があれば、タイムリーにまたしていきたいなと思っております。経

済対策については、こうでございます。まだ今度、新しい支援につきま

してもまた経済対策打ってくるかもわかりませんけど、安芸高田市は謙

虚に受けとめて市としてしっかり消化をして市民の負託にこたえていき

たいと、かように思っております。 

 それから、さっき政治理念の話をされましたけども、これは先ほどの

同僚議員の質問にもしましたけど、ダブったらごめんなさい。私は、安

芸高田市の課題はだれがどう言おうと、やっぱし尐子高齢化、さっきと

同じです、高齢者対策だと思います。今後ふえてくる高齢者をいかにみ

んなで支えていくという仕組みづくりだと思います。このためには学校

教育のレベルアップとか、それとか就職とか、それとか働く場の確保と

か、若者定住が非常に大事になってまいります。全部これに付随した課

題と思っております。幸い学校のレベルアップにしても吉田高校、向原

高校のステップアップ校として非常に今までにない施策の展開を県から

受けることになりました。このことが非常に職員の認識を変えまして非
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常に手ごたえを感じています。先般、向原高校の卒業式行ったんですけ

ど、先生の目の色違いますね、全然。もう全然、今は違う。もうこのこ

とが今後の学校教育の進展につながると思います。もうこのことによっ

て、教育によって安芸高田市、出るとか外へ出るということが尐なくな

っていくんじゃないかと思っております。的を得た施策の展開だと思っ

ております。こういうことをしっかりやっていきたいと、これもみんな

これから高齢化、老人をいかに支えていくかという課題でございます。 

 それともう一つは財政的に、先ほど申しましたように今後ふえる、予

測される福祉のお金が増大してきます。これが政府、どのような状況に

なっても民主党、自民党でも構いませんけど、ほかの状況になってもや

っぱし安芸高田市は持ちこたえる体制づくりは大事だと思ってます。そ

のためには市民総ヘルパー事業の推進だと思っておりますので、御理解

を賜りたいと思います。このことは簡単に言いますけど、我々職員一同

もやっぱしちゃんと行政がやっておるよという観点に立たにゃいけんの

で、非常に厳しい課題だと思いますけども、ここを乗り越えてしっかり

としたこれからの安芸高田市の体制をつくっていきたいと、このように

思っております。このためには皆さん議員の方々の御協力、市民の方々

の御協力は必修の課題でございますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  理念、高齢率が32％ですから、やっぱり高齢者向きで市民総合ヘルパ

ーですか、で言っちゃいけない何てや銀行等も出ましたし、市民にとっ

ては今、誘致をする企業を魅力にするいうまたそれがあれば、まだいい

んじゃないかなと、これ思います。まずはそれでよろしゅうございます。 

 2点目に予算編成、施政方針の中に予算でいろいろ辛苦をされたとも、

施政方針、また予算編成、まだ予算の審議は今からのことですが、

13.4％の増の前年度に比べての予算増でいろいろ辛苦をされたと思うん

ですよ。予算を編成するに当たりましては、私がよく聞くんですけど、

財政事情あるいは地域の諸問題、学校、土木施設の問題、予算提出する

のに市長いろいろこの予算を出されていますが、そのときの基本方針を

どんな、みずからどのような趣旨で基本方針を出されたのか、また、ど

のような職員にも指示されたのか、その1点をお聞きします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  平成22年度の予算編成に当たりましては、マニフェストに関する事業

や主要事務事業につきましては、進捗状況を整理いたし、事前に各部局

と事業内容や効果、課題、必要予算額など、新規・主要事業を中心にヒ

アリングを実施しいたしました。ヒアリングを実施いたしまして必要な

指示を行った上、予算編成を行ったところであります。とりわけ合併7

年目を迎えるに当たり、今後の財政運営を考える上で一番懸念されるこ

とは、平成26年度から始まる地方交付税の減額であります。今から将来
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を見据え、歳入と歳出の均衡を基底に据えた集中と選択による施策の重

点化、徹底した歳出削減、また行政のスリム化を進めてまいりたいと思

っております。そのためには、民間活力の導入は不可欠でありますので、

今後、施設の統廃合や民間委託などを初めとする第2次の行財政改革を

徹底して断行することを基本に掲げたことでございます。 

 また、このような施策を実施する中、13.4％増という結果でございま

すけれども、これは給食等の今までの懸案事項をちょっと繰り上げて実

施をしていきたいと思っています。これは県、国も非常に経済対策につ

いては市町も協力してくれということがございます。我々、必要なもの

を先にちょっと前倒しで実施した懸念もございます。これが、決して安

芸高田市が要らんという事業にするとしても、やらにゃいけん事業とい

うことで御理解を賜りたいと思います。この13.4増につきましては、県

の方も景気対策上、非常に喜んでおられます。こういうとこで機嫌をと

ったわけでございますけども、これは県の景気対策になると同時に安芸

高田市の景気対策にもつながると思います。事業について、むだのない

事業を前倒ししてやったということで御理解をしていただきたいと思い

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  13.4の増の分は給食等々ございまして、むだがあるかないかは今から

の予算の審議ございますので、十分やらせてもらいます。 

 次に独居老人について、言葉が寂しいようなきついようですね。ひと

り暮らし老人、非常に我が市でも市長御存じのように1,600尐々ですか、

私のここの頭に入っとる、これはいらっしゃるいうことで、これは安否

の確認、非常に民生委員の方、地域の方が非常に心配、市長が言う市民

総ヘルパーの中にも入るかしれません、この具体的な策、その市民総合

ヘルパーも具体策の一個としたもんですが、方ほかに何か具体的に考え

ていらっしゃるのをお聞かせください。それか担当課があるなら、お聞

かせください。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの金行議員の御質問にお答えします。 

 ひとり暮らし高齢者の安否確認のための具体策についてございます。

市内のひとり暮らしの高齢者は、平成17年度の国勢調査によると、先ほ

ど議員御指摘のように約1,600名に達しております。具体的には1,588名

でございます。独居高齢者等の在宅生活への不安解消が大きな課題であ

ると考えております。安否確認の具体策といたしましては、配食サービ

スにお願いをして低栄養の防止を兼ね、安否確認を行っております。ま

た、市民総ヘルパー構想において、この3月からは生活サポート事業と

して必要な高齢者の定期的巡回や生活支援を行うサービスを始めておる

ところでございます。また、民生児童委員や地域振興会、老人クラブに
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おいても日常的な安否確認をしていただいております。皆様方の御協力

をいただきながら高齢者の安心・安全に役立ち、自立した在宅生活が継

続できるような具体策を考えていきたいと思っておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 担当課はということでございますけど、高齢化福祉課になると思いま

すので、よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  ひとり暮らし高齢者の安否確認の方法いいますか、各市町とも、さま

ざまな方法で安否確認が一長一短、なかなか特効薬がないような状況で

ございます。 

 現在の安否確認、全国的に見ますと、大きく分けて2つの方法がござ

います。1つは機械器具を使っての安否確認、緊急通報とかいうのもあ

るんですが、最近は電気製品、ポットとか冷蔵庫等とか毎日使用される

ものについて水道メーターとかガスメーターもあるんですが、そのよう

なもので通信回線を使っての安否確認のような状況もございます。また、

2つ目といたしましては実際に訪問、先ほど議員さんおっしゃいました

民生委員さんによります。安芸高田市でも123名の民生委員・児童委員

がおられますが、定期的にひとり暮らしの高齢者の健康状態やいろんな

対応、実態調査を含めまして随時必要に応じてやっていただいておりま

す。見守り活動いいますか、よその市町でも牛乳や弁当配達しながら、

そこでの定期的にまた訪問したり、また電話をかけたりするなど、人に

よる安否確認の方法というような方法もございます。 

 それから、安否を知らせる旗というようなものございます。これは全

世帯協力得られるか、高齢化が進む地域などにおいてはお互いに旗が立

ってるけえ安心しとるような状況もありますが、ここらもどういうふう

に有効な方法なんか、今もいろいろな各状況を踏まえながら一番は、訪

問により見守り活動をしての安否確認いうのが一番大事やろう思います

ので、今後、福祉担当部局といたしましても、いろんなところの民生委

員さん、社協も含めていろんなところ、地域振興会も含めた中での連携

をとりながら取り組んでいきたいと思っております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  高齢化、我々、ここにいらっしゃる皆さんもいずれはそのようになり

ます。まさしく部長が答えてくださった中に、私がある高知県の方でテ

レビと新聞で見た、元気な方に朝起きて旗を立ててもらういう例でちょ

っと出しておりまして、それも我が市にもより地域性民主主義から地域

振興課のことが、それもぜひ市長は早く取り入れるんが市長でございま

すので、それを御提案されたらどうかいうことを持ちまして、その答弁

をいただいて私の質問を終わります。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。議会を通して、そういう提言を

関係者の方には伝授していきたいと思います。非常に安否確認、いわゆ

るこっちの福祉対策っていうの一番初歩的な段階でございますんで、こ

れも大事なことと思っています。消防にいたしましても、消防士行った

がええけど、本人がおるのかおらんかわからんやなことではちょっと困

るんで、やっぱし安否確認からスタートしていきたいと思います。先ほ

ど部長も申しましたけど、いろんな手法を含めてその地域に合った手法

をまた模索して必要な方にはこういう提案をしてまいりたいと、かよう

に思いますんで、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 これをもって金行哲昭君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 6番 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  会派絆の水戸眞悟でございます。先の通告に基づきまして一般質問を

行います。なお、先ほど同僚議員からの質問内容と重複する部分もござ

いますので、それを承知の上で質問をいたします。市民の目線の視点と

いうことを重点に置いて本当に素朴な、なおかつ切実な不安であったり

疑問であったり問題点であったりといったようなことについてお伺いを

してみたいと思います。 

 さて、このたび浜田市長におかれましては、平成22年の4月から安芸

高田市横田診療所における新たな医師の確保と医療設備の整備充実に御

尽力をされておりますことは、地域医療充実の観点から改めて敬意を表

するところでございます。 

 さて、そこで実は時を同じくして美土里町の北部に位置をしておりま

す安芸高田市北生診療所が本年の3月末で閉鎖されるという旨、2月14日

の中国新聞紙上で報道がなされたところでございます。1月28日の美士

里町の地域運営協議会連合会役員会で、これは振興会の会長さんの会議

でございますけれども、その閉鎖の旨の説明が保健医療課によってなさ

れ、また2月の10日付の回覧文書で美土里町地域にその閉鎖の旨の伝達

がなされております。北生診療所に隣接します市立のひまわり保育所の

園児、現在35名なのですけれども、これの年2回の健康診断あるいは健

康相談などを初めとしてかかりつけの患者さんはもちろんのことでござ

いますけれども、地域住民の皆さんにとってまさに寝耳に水の心境でご

ざいました。この北生診療所に現在通院されている方々は、おおむねか

かりつけの患者さん80名程度、そして毎日の10人程度以上の強の患者さ

んの通院があるというふうには伺っておるところでございます。 

 実は、この回覧文書のみで地域住民の理解が得られたのかどうか、非

常に疑問な点もありまして、周辺地域住民の皆さん方にはその不安をか

き立てているところでございます。したがいまして、これまでも何度か

伺ったと思いますけれども、この北生診療所の閉鎖に至った経緯につい
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て具体的なところを市長に伺うものでございます。なお、補足がありま

すとすれば、担当部長の方からもお願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの水戸議員の御質問にお答えをいたします。 

 先ほどの宍戸議員の質問にも答えましたが、北生診療所の閉院につき

ましては、昭和54年より運営していただいておりました土本病院より昨

年12月に、本年3月末をもって閉院したいという旨の申し出がありまし

た。市といたしましては、引き続き北生診療所の運営について検討して

まいりましたが、今日の全国的な医師不足により医師の確保が困難であ

ること、また、同町内にあります横田診療所の医療機器の整備やお太助

けワゴンの交通インフラ整備が行われていることなどを総合的に検討し

た結果、北生診療所の閉院を決定をしたところであります。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  先ほどありましたように土本病院の方、院長先生の方、理事長さんの

方から閉院した旨の申し出がありました以降、土本先生と協議を重ねて

まいりました。その結果、3月の閉院までにしなければならない事務上

の手続や、いろいろ受診、診療中の患者さんもおられますいうことの中

で迷惑をかけたくないいうことで早く患者さん、地域住民の皆さんに知

らせてほしいいうような依頼もございました。それで振興会の役員会で

の説明、回覧文書だけで理解を得るようには考えておりません。議員さ

んにもいろいろ御協力や御助言をお願いしながら、今後、地元説明会を

開催したいと考えております。地元であります水戸議員さんの方にも相

談させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  経緯につきましても、市長の方からも一応の答弁をいただきましたし、

今後説明してまいるということでございますが、1点押さえさせていた

だきたいと思うんです。実は先ほど来、12月に先生の方からお話があっ

たということでございます。11月ぐらいからあったというのも聞いてお

りますけれども、12月ということですから、それはそれでいいといたし

ましょう。それからお太助ワゴン等々で横田診療所への通院も可能であ

るといったような客観的な状況を勘案すれば、確かにそうなのかもしれ

ません。実はそこで、先ほど来もいろいろお話が出ておりましたけれど

も、市長さんは高齢者対策、地域医療、非常に力を入れなければならな

い、あるいは若者定住性策については当然のことを力を入れていくべき

だろうといったようにお話をいただきました。 

 その中でも実は高齢者比率の問題がたびたび出てくるようでございま

して、実はこれ2月末の高齢者の比率を地域ごとにちょっと調べてもら

いましたが、参考に申し上げます。各町別でいいますと2月末現在で吉
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田地域、つまり旧吉田町で26.1％、八千代町で30.7％、甲田町で33.6％、

向原で37.4％、高宮町で42.5％、美土里町が39.9％ということでござい

ます。確かにおっしゃっていただくように非常に吉田町、甲田町、八千

代町あたりと比べると、美土里、高宮地域においては高齢者比率が断ト

ツに高いといった状況があるということは、とりもなおさず非常に高齢

化社会が進んでいるということでございます。ちなみに美土里町におけ

るこの北生診療所地域の北、生田、桑田といった地域ございますが、こ

こを見てみますと北で40.6％、生田地域は46.1％、桑田で45.8％、この

地域を平均しますと44.1％、まさに先ほど来お話がありますように地域

によっては、安芸高田市内の周辺地域には高齢者比率が50％に届くとこ

ろがあるということは間違いのない事実でございます。 

 実は何を申し上げたいかと申し上げますと、こういった、いわゆる高

齢者、いわば社会的弱者の皆さん方が毎日せめて80人でもこの診療所を

日々の不安解消の糧としてそこに通院されておったいう事実があって、

それを12月の段階で3月には閉鎖するかもしれないということを行政的

な情報を得て、それがこの回覧で美土里の地域の人に2月の10日付で出

された。しかし、御存じのように高齢者世帯のある我々、あるいは美土

里町のこの地域あたりでは一晩に1軒しかほとんど回らないんですよ、

回覧というのは。7戸あれば1週間かかるんですね。10戸のところは10日

かかるんです。そういうことがあるにもかかわらず、回覧でお示しにな

った。ところが、14日の日曜日の新聞でこのことが、まさに北生診療所

を閉鎖、決定事項ですね。広島の2医師派遣中止。安芸高田市が来月末、

横田に一本化。こういう見出しで出たんです。つまり何が言いたいかと

いうと、本当に寝耳に水の話だったんですね、地域の人は。そういうこ

とを含めると、本当は12月末の段階で横田診療所に新しい先生をお迎え

する、生桑の北生診療所の先生が閉鎖したい旨の届けがあったという段

階で、今後皆さんどういたしましょうか、地域の皆さん大変なことにな

りましたよと、そういうお話を地域の皆さんとともに一緒に考えて、そ

れじゃあデマンドバスをもっと利用しましょうか、今度来ていただく横

田の先生にもっともっと北生地域の医療対策もしていただくように働き

かけましょうか。こういったようなことを事前にやるべきではなかった

のかというふうに考えるんです。その辺について、市長の考えと部長の

お考えを伺います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このことにつきましては、非常に我々もこの病院サイドのお医者さん

が我々のところに向いてもらえないとわからんという、情報を得るのに

非常に難しい状況にあったことは事実でございます。患者さん方にもお

医者さんからは尐し聞いておられる方もおられると思いますけど、我々

も対応がちょっと悪かったと思いますけど、このことにつきましては今

後の反省課題として、これからはしっかりこういうことのないようにし
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て頑張っていきたいと思います。 

 ここで私がどうこうと言いわけにすぎん、実は私もこれを知ったのが

ほとんどもう新聞に出とると前後の同じような時期に知ってます。だか

ら、このお医者さんに任せっきりということが、やっぱしこれからの

我々も情報交換を絶えずお医者さんとしとかにゃいけんということだと

思います。こういう状況を、土谷病院さんがかなりこのことについての

経営悪化ということはわかっとったはずなんですから、我々の情報の収

集の仕方がちょっと甘かったということで反省をしておるとこでござい

ます。だけど、このことを言っても仕方がないんですけど、今後我々が

しなくちゃいけないことは、今後の緩和措置についてしっかり頑張って

いかにゃいけんと思ってます。 

 最初、議員さんが御指摘のように、幸い事業者の協力によりまして、

お太助ワゴンとかが運行いたします。このことについてもかなり、いわ

ゆる桑田とか生田地域の方については、病院に通学にその利便性を考え

てもらうような仕組みの構築も大事だと思ってます。 

 それから先般もお願いしたんですけど、お医者さん方にやっぱし往診

を快く引き受けてもらうということも大事だと思います。先般、私お話

をしましたら、往診につきましては割かし快くも受けていただいており

ます。行政として、やっぱし皆さん方にできるだけの緩和措置を行って

安心してもらう以外に説明しようがないんで、しっかりこのことを頑張

っていくことを約束しておわびに申し上げるとしたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  市長の答弁いただきましたので、多尐安心はいたしておるところでご

ざいます。 

 そこで、今緩和措置のお話も市長の方から前向きにお話がありました

ので、それにゆだねるという気持ちではおりますが、今後早急に地元の

皆さん方と今後についてはどのようにした方がよろしいのか、あるいは

横田に来ていただく新しい先生と一緒に北生地域の医療課題について地

域の皆さんと一緒になって共同のまちづくりのスローガンとともにやっ

ていこうじゃないかというようなことを当然進めていただけるものと思

いますが、そのことについて部長さん、可能でしょうか、お伺いします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  一応、先ほど市長が申しましたように、いろいろ対応がおくれました

ことを、まずもって反省いたします。今後また議員さんとも相談させて

いただきたいと思うんですが、説明会におきましてもいろいろな対応、

新しい横田の先生の状況も3月に入ったらたびたび横田の方にも来れる

いうような状況も伺っておりますので、今後、北生地域の診療体制、往

診も含めていろいろな面もまず詰めながら北生の方へ入っていきたいう

ふうな感じを持っていますので、よろしくお願いいたします。 
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○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  担当部長さんの方からもそのような成り行きのお話でございますので、

ぜひともこの辺は、現在ある地域の不安や不満の解消に努めていただい

て今後とも地域の皆さんの理解のもとに進めていただきたいと、このよ

うに思うところでございます。 

 そこで、先ほども緩和措置について尐しの話もありましたが、部長さ

んにお伺いしますが、いわゆる週何回かの北生診療所を開所するという

お話もこの前させていただいたこともありますが、これは可能か不可能

か。あるいは生活習慣病等の発見のための地域での集会所などを利用し

て健康相談会を定期的に開催するといったようなことについて、今後取

り組んでいただけるようでございましょうか、お伺いします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 重本邦明君。 

○重本福祉保健部長  北生診療所の閉院に伴いまして、議員おっしゃられるように週何回か、

1日でも2日でもいろいろ開所できないかいうところにつきましても調査

研究なり、上部機関の方とも協議させていただきましたが、機器につい

ても土本病院さんが持って帰られる、所有のものもありますし、市の所

有のものにつきましては、もう昭和53年、32年たっておりますか、こう

いうことの中で、いろいろな機器も古いし薬品関係、いろんな医療器具

につきましてもすべて、またあこへ診療所いいますか、出張診療所のよ

うなものをいうことになりますと、同じように病院いいますか、設備を

整えなくてはいけないいうことで医療法上のいろいろな課題がありまし

て、なかなか出張診療所の開設いうことは難しいような判断をしており

ます。 

 それと、医療機関への通院は交通インフラなり、またいろいろありま

すが、議員おっしゃられるように地域医療につきましては地域住民の

方々の健康上の不安、いろんなこと相談につきまして保健師も本庁へ担

当もおりますし、そこらも含めて支所の方も保健推進員ですか、そこら

も含めてもいろんなつくる中で地域の住民の方の健康相談とか、いろん

なところにつきまして今後取り組んでいきたいように思っております。

よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  ご答弁いただきました。積極的な今後の対応ということで理解をさせ

ていただきたいと思います。 

 北生診療所に関しましては以上で質問を終わりまして、次の項目に入

りたいと思いますが、給食調理場についてを通告いたしておりますので、

この件で質問いたします。 

 安芸高田市の給食センター事業計画は現在進めてられておりますが、

現在の給食調理場の中でも見ますと、八千代、美土里、高宮等について
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は施設も設備もともにまだ有効活用が可能なように見受けさせていただ

きました。したがいまして、後からもちょっと申し上げますけれども、

この施設をそのまま取り壊すとか、そういうことでは非常にもったいな

いなという気がいたしておるところでございます。したがいまして、農

産物の加工研究施設であったり、あるいは地域住民の寄り合う場所、あ

るいは地域の食育の場、あるいは食生活改善の場所、そういったような

何らかの有効利用、あるいは有効活用方法をぜひ模索していただく必要

があるだろうというふうに思っておるところでございます。この辺につ

いて、市長の所見を伺います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  現在の給食調理場の給食センター建設後の活用方法でございますが、

基本的に学校に隣接する単独調理場及び学校敷地内に整備している調理

場につきましては、学校教育での利活用を前提に検討する必要があると

考えております。 

 また、学校附帯施設であることから、目的外の利用に当たっては財産

処分の手続など一定の整理事項が生じますが、地域の皆様などから幅広

く意見を聞き、状況を見ながら有効活用できる方法を模索してまいりた

いと考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  今、答弁をいただきましたところですが、まさにそのとおりだと思う

んですね。本当にまだまだすばらしい施設が残されるんです。まさにも

ったいないなという気持ちが日常しておるところでございます。やはり

これはもう何らかの方法で地域、あるいは行政一体になって活用方法を

考えていくべきなんだろうというふうに常日ごろ思っておりましたので、

市長の方の所見を伺ったということでございますが、ぜひともその辺は

市民とともに考えていただいて有効活用を促進していただきたいという

ふうに思うところでございます。 

 次の項目に行きますけれども、続きまして今の件でお話を伺いたいの

ですが、現状では調理場は私思うには8施設あるんかなと、自校方式も

含めて吉田、八千代、美土里、高宮と甲田、向原といったところである

んかなと思いますが、こちらの方では現在、栄養士さん、あるいは調理

師さん含めて調理スタッフの方が56名なのかなというふうに私では思っ

ております。そうしますと、これが統合給食センターということになり

ますと、いわゆる人数もそこまで要らないんじゃないんかなというふう

にも考えますし、半数程度のスタッフでよくなるんかなというようなこ

とも懸念をするわけでございます。したがいまして、この1年間のうち

にこの56名の皆さん方は、何でもどうなるんかなという不安もあろうか

と思いますが、もしこれの今後の対策等についてお考えがあるのであれ

ばお伺いをするところでございます。 
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○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  給食調理場に関する職員の雇用についての御質問でございます。 

 新たな給食センターの運営につきましては、施設管理から献立の作成、

食材の発注及び検収などは市の責任範囲として直接運営をする方針であ

ります。このため、栄養士については給食センターへの所属を基本とし、

配置人数等については、今後精査をする必要があると考えております。 

 一方、給食センターの調理、配送業務につきましては、民間活力を活

用した業務委託による運営を行うように考えております。このことから、

現在の給食調理員の正規職員につきましては、一般職への職種転換とと

もに、一部の職員は保育所調理業務へ配置転換を行い、3歳未満児の給

食調理に従事する方針としております。 

 また、臨時、非常勤等職員及び派遣職員の方につきましては、市民の

雇用確保に努める観点からは、委託先への再雇用のあっせんなどを中心

に雇用の確保について最大限努力してまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 水戸眞悟君。 

○水 戸 議 員  答弁いただきましたが、今まさにそのとおりの答弁の内容でございま

して、特に臨時職員さんあたり非常に不安を抱えた1年になるのかなと

いうようなことも考えておりますし、今答弁いただきましたように、で

きるだけ雇用をしていただくように努力をしていかないと、また不安が

解消できないのではないかというふうに考えておりますので、ひとつそ

の辺を十分に配慮いただきたいなというふうに思っておるところでござ

います。 

 それで、最後の質問になろうかと思いますが、市長にお伺いをいたし

ます。冒頭の北生診療所の質問をいたしましたけれども、北生診療所、

あるいは美土里町の場合に限っては、美土里町の給食調理場、それから

もう一つ申し上げますと、公民館であったり勤労者体育センターであっ

たり、ひまわり保育所であったりといったものが旧北生中学校の跡地の

一定の集合施設として、地域のにぎわい、あるいは中核拠点施設として

整備をされてきた地域なんですね。実はその辺を考えますと、今回北生

診療所が閉鎖になる、あるいは給食センター、つまり調理場も統合され

る。もう一つには、今聞き及んでおるところによりますと隣接する勤労

者体育センター、今1名の管理者を置いてもらってますが、これもこの4

月からは、かぎ管理ということで管理者を置かない施設にするいったよ

うなことになるようになっております。 

 隣には35名だったですか、ひまわり保育所があって子供たちも元気に

しておるわけですが、そうすると保育所を除いて多分、現在、美土里町

の給食センターには7名の方々に働いてもらってますし、北生診療所の

方には看護師さんとで事務さんとで2名、それから隣の勤労者体育セン
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ターには1名といって、10名プラス保育所といったとこで非常ににぎわ

っていた地域でもあるんですが、これが今おっしゃっていただくような

先ほど来の質問のようなことで一挙に3施設から撤退をするといったよ

うな形になるんです。 

 何が言いたいかといいますと、そうはいいましても市長さんの政治方

針の中では常に地域間格差はない施策を必要とすると、あるいはしっか

りとした方針と計画で地域格差のない施策を実現しなくちゃいかん、あ

るいは女性、老人、だれもがどこにいても社会に参加し、安心して暮ら

せるまちづくりをするというように、基本の理念をずっと私は貫いてい

ただいているんかなというふうに思ってますが、まさに今回、地域から

2つの施設がなくなって人員的には10人の人がそこから要らなくなると

いうか、他へ引っ越すということになる。小さな子どもを抱えた保育所

だけがそこに残ってくるというようなことになる。非常に疲弊を感じる

地域の状況になってくるのではないかいうことを非常に懸念をするわけ

でございまして、これは今回の美土里町にあらわれた姿だけでなくて、

今後いろんな市全域においての施策展開がなされていく中で、こういっ

た周辺地域っていうのはどんどんふえてくるのではないかというふうに

非常に懸念をいたしておるところでございまして、こういった地域が出

てくるということ、だからこそまだ利用できる施設は今後とも有効利用

していくよといったようなことが特に必要なんだろうと思うんですが。 

 本当に最後になるんですけれども、こういったその地域の疲弊、ある

いは地域間格差を増大させるといったようなことが今後の施策展開によ

っては出てくるんではないか、安芸高田市には一極集中ということの中

に歯車がかかる一方で周辺地域に疲弊がどんどん進んでいくんじゃない

かといったことが、今回の例を見てもわかりますように今後とも進んで

くるような気がいたしますが、その辺に対する市長の根本的な基本理念

の中には地域格差をなくさにゃいけんということ書いてあるんですけど

も、今後の、今現在の市長の基本理念を、こういったことに対してどの

ようにお考えなのか、今後どう施策方針をとっていけばいいのか、この

ようなことについてお伺いをして私の質問を終わりたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  大変難しい課題の御質問であります。 

 非常に大事なことなんで、要はやっぱし今までの形態ではいれなくな

ったと、こう、いわゆるその施設のあり方を再検討していかにゃいけん

と思います。例えば、先ほどから申し上げてます老人をケアする施設と

か、今の時代に即した施設の展開がまたできれば残していけると思いま

すんで、前にあったから置けとか言うんじゃなしに、今の実態を綿密に

これからも調査していきたいと、利用状態がないんであれば方向性を変

えていきたいと思っております。 

 これ、このことはやっぱり昔の市町の考え方と違いまして、言うたら、
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過疎債に見てもらえるよとかこういう状況ではないんで、行財政改革と

いうことも視野に入れながら是が非という仕分けをしていかなくちゃい

けないと思っております。今度だれが仕分けをしていくかということに

なりますと、これもやっぱし皆さんと協議しながら、やっぱし先ほど出

てますように市民に公表しながら納得いく形で方向を決めていきたいと

思います。 

 前にあったから要るとかこういう概念じゃなしに、今後こういうよう

な施設に使えるよという提案も市民の方からいただきたいと、いわゆる

有効活用していくことは大事なことなんで、ただ、今施設の活用がない

のに置いとけやというのは今の行財政改革をやっている意味からも非常

にそれは立場にあるんで、この辺のところをしっかり均衡を保ちながら

この問題については対処していきたいと。我々も今の施設の状況につい

て、正確に実態を把握させてもらいます。その上で皆さん方に提示した

上で、ほいじゃ要るんか要らんのかいう議論もしていきたいと思ってお

りますので、御理解をしてもらいたいと思います。決して、要らんとい

う意味じゃなしに、こういう工夫をすれば行革になるよとか、そういう

観点からも御指導のほどをお願いをしたいと思っております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 これをもって水戸眞悟君の質問を終わります。 

 この際、4時15分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時０１分 休憩 

午後 ４時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 12番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  12番 秋田雅朝でございます。通告書に基づき、大枠3点について順

次質問をさせていただきます。 

 まず1点目の歳入財源確保対策についてでございますが、歳入財源確

保は将来にわたり持続可能な健全財政を維持しながらさまざまな行政需

要にこたえていくためのものであり、健全な財政運営の根幹をなすもの

と認識しています。そうした観点から、財源確保対策について3項目質

問をいたします。 

 まず、市税増加対策についてであります。市長は施政方針の中で、景

気悪化に伴う個人、法人所得の減尐などにより市税の大幅な減収が見込

まれるなど、今後の財政運営は一段と厳しさが増すことを指摘されてい

ます。確かに決算状況では19年度から減尐傾向に転じて、その後減尐傾

向が続いていると認識いたしており、今後もその可能性は高いと自覚せ

ざるを得ない状況だと思います。また、第2次行政改革実施計画書でも

財政の健全化に撤した改革として持続可能な財政基盤の確立として9項
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目を提示され、今後の取り組みを計画されています。今年度は例外とし

て、平均的に歳入予算の18％前後を占める市税確保は重要課題ととらま

えられ、対策は重要施策と考えます。そうしたことから、市長が考えて

おられる市税増加対策の具体的施策は何かお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 市税の増加対策についての御質問でございます。税収の増加要因とし

ては、企業誘致による法人税の増収、雇用の場の確保による市民の所得

の増加、あるいは人口増による生活経済の活性化などが考えられます。

しかしながら、一昨年からの世界経済不況が我が国にも深刻な影響を及

ぼしております。二番底を脱したとの見方はあるものの、決して楽観で

きる状態ではないと認識をしておるとこでございます。こうした状況下

ではございますけど、厳しい財政状況の中でも、市道改良、上下水道整

備などの社会的インフラ整備、ファミリーサポート事業など子育ての支

援対策や、市民総ヘルパー構想に基づく生活・介護支援サポーター養成

事業などを実施し、さらに新年度において、多文化共生推進室を創設し、

在住の外国人に対して支援を行おうとしており、ハード、ソフト面、施

策両面において受け皿づくりを進め、発展の基盤づくりに努めておると

ころであります。 

 このような状況でありますから、より一層、税の徴収確保に努めなけ

ればならないと思っております。そういうことから、税収確保対策とし

て、次年度も徴収専門官を登用し、職員の徴収技術の向上と収納の確保

に努める所存でございます。 

 また、滞納対策として、不動産のインターネット公売を取り入れ、徴

収の強化を図る予定しております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいまの市長答弁では税収確保対策として企業誘致であるとか、あ

るいは雇用の場の確保と、それから市民総ヘルパー構想等も含め、人口

減対策、税徴収対策の徹底ということだというふうにお伺いいたしまし

た。 

 実は、私は平成20年12月定例会でも今回と同じ質問を自主財源確保に

ついてということで質問をさせていただきました。そのときの答弁とし

て、市長答弁の方抜粋させていただきますと、やはり人口減の対策、そ

のための尐子高齢化対策、企業誘致による雇用、働く場の確保、商工業

や農業における新たな起業、定住対策などを充実させることで税の増加

につながると考えているとの答弁をいただきました。 

 21年度を振り返られたとき、今申し上げた部分での市長の見解につい

て伺うものでございますが、すなわち、今話をされました企業誘致であ

る雇用とか働く場の確保であるとか、そのような施策が、どの施策が効
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果があって、それからどの施策に課題が残り、このことを22年度にどの

ように反映されようとお考えになられてるかお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先般、企業誘致と申し上げましたけど、非常に状況的には不況的な状

況であり、厳しい状況でもあります。にもかかわらず、先般も説明いた

しましたけど2件と、今年度に当たっては農協の誘致ということに目鼻

をつけてるとこでございます。だけど、そのためにはやっぱり企業側の

条件の条件緩和をこのたびの議会でお願いしてますけど、こういうこと

も大事だと思います、来る方の側に立ったですね。 

 将来的には、私いろいろ企業を見てましても非常に厳しい状況にある

ここと、取り組んどることが、この安芸高田市の一番生き残る作戦にな

ると思ってます。私のとこに実はお医者さんが来てるんですよ。尐子高

齢化によって、あと5年後、10年後か、看護師さんの確保の自信がない

と、日本人の。私はここへ看護師さん来んのじゃないかという気がする。

来んですよね、もう尐子高齢化で看護師さん尐ないわけですから、たと

えおられても県病院とか大学病院とかに行かれて、個人病院なんか来な

い。沢崎病院とか、徳永さんとか、あこの平岡さんとか、来ないせいぜ

い心配しておられます、お医者さんが。私は全くそのとおりと思ってま

す。そのためにはどうすりゃええかと。それともう一つは、こういう今

の既存の福祉産業もそうです。今のヘルパーさんも不足してきてると。

それともう一つは、こういうこと以外に工場です。まず、企業誘致どこ

ろか、企業を安芸高田市からよそへ持っていかにゃいけんと来ておるん

ですよ、工場主が、どうしたんかと聞いたら、将来的にわたって従業員

の確保をする自信がないとおっしゃってる。するとしても、やっぱり外

国の方にゆだねにゃいけんということです。そのために、今最大限の今

考えてるのが多文化共生を言ってます。これを今こうかという意味じゃ

なしに、もう絶対にこれ4年後とかには効果出てくると思います。 

 このことは甲田町らにおいても、例えば、わいわい祭りで甲田工業さ

んかな、いわゆる職員を非常に大事にされとります。こういうことから、

ちょっとカンニングでこういうこと考えついたんですけど、先般も東京

へ行って調べたら非常に労働省も大事なことだ言ってます、これは。こ

のことを安芸高田市として打っていきたいと。まずは企業誘致どころか、

この企業を逃がさないようにと思ってます。このことは企業だけじゃ、

農業にしても言えます。担い手の確保で、いわゆる尐子化によって日本

人の方に期待はできんところを、そういうことを考えていっております。

このことは国際交流と違いまして、これは多文化共生というたら、実際

に生活をともにする世界をつくるべきですよね。住んでもらって、ちゃ

んと日本にいる安芸高田市を理解してもらってここは住みよいところだ

と、子ども連れて来てもいいと、将来住みたいと、独身が来られたら地

元の人と結婚してもええじゃないかというような生活をともにした環境
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づくりということで言っております。まず、このことをしっかり市民と

一緒になって考えることによって、いわゆる他の自治体とは比較になら

んぐらい、この安芸高田市の魅力が増すんじゃないかと考えております。 

 すぐの効果が、議員さんおっしゃるように何かあったらいいんですけ

ど、プレミアム商品券を発行しましたけど、なかなかこの成果というの

はよかったと言う人もおってんですけど、いや、定量的、定性的にはう

かがえるんですけど、ほいじゃ何ぼの経済効果というのがなかなか見出

せんですけど、こういう対策については随時やっていくつもりですけど、

今みたいなような抜本的なことが将来の安芸高田市を救うんじゃないか

と思っております。このことによって、やっぱし担い手をしっかり確保

しながら、この安芸高田市の存続をかけたことにしていきたいと思って

おります。このことがやっぱし、さきの税金の増加にもつながるんだと、

企業が逃げて安芸高田市民がよそに出稼ぎに行くようなことになったん

じゃあ税金対策にならんので、この大きな課題があることを注視しても

らいたいと思います。そうかといって、現在の企業に対しての誘致は努

力をしていきたいと思います。職員の努力の結果、今この不景気の中3

件ぐらいの話がちゃんとありよるわけですから、しっかりこのこともや

っていきますけど、あわせてこの逃げない対策というのもしっかり考え

ていきたいと思いますんで、よろしくお願いいたしたいと思います。こ

れ、企業誘致だけじゃなしに、農業の問題についてもそうです。しっか

りこの担い手の確保というのは大事な課題としてとらえております。こ

のことが、やっぱり税制の対策になるんだと私は思ってますんで、また

よろしくお願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  今、答弁をいただきましたように、2企業も誘致されるとか、また、

多文化共生による対策だということで、私も先ほどちょっと申しかけた

んですが人口減対策、逆に人口増対策ですね、これが市税にとっては一

番大切だというふうに、私に限らず皆さんそう思われると思うんです。

ただ、その人口増対策をいかに実行できるかというのはいろんな考え方

もありましょうし、施策でも対応せないけんというふうには思います。 

 そうした中で、私は違った意味で、市長さん施政方針にも書かれてあ

りました集中と選択という形を活用していくべきだというふうに思うん

ですね。それで、私が言う集中と選択というのは、やはり今答弁もいた

だきましたけど企業、要するに商業であるか工業であるか、農業である

か、きちんとした将来像を持たないといつまでたってもなかなか市税の

増には、人口増ですね、イコール市税増にはつながらないというふうに

考えるんですね。そこらあたりでしっかりとした施策を、将来的な施策

を考え、あるいは見据えた取り組みをしていかなくてはならないという

ふうに思うんですが、そこらあたりを再度、市長さんにお伺いいたした

いと思います。 
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○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私はさっき申しましたのは、当然この選択と集中という前提があって

の話でございます。この安芸高田市にとって、どういう産業がちゃんと

飯食える材料になるかということはしっかりと選択をしていきたいと思

います。それを考えても、農業の課題というのは今まで先人がいろいろ

考えても非常に難しい課題がございますけど、そういう職業の選択とあ

わせて就労の場を確保していかにゃいけんと思ってます。 

 安芸高田市、兼業農家がほとんど多いんですよね。やっぱり働く場の

確保をしてあげないと、次の展開もなかなか難しいじゃないかと思って

おります。農業につきましては、幸いこのたび給食等の地産地消の展開

がございます。このことが画期的な転機でございますので、給食にとっ

ての、いかに今後の安芸高田市の農業の振興にプラスになるかというこ

とはこれからやっぱり我々も頑張っていかにゃいけんと思っております。

こういう施策を通して、しっかりとした皆さん方に期待の持てる営農業

振興にも努めてまいりたいとかように思っておりますので、御理解を賜

っております。ここ一、二年がこういう給食センター等の、いわゆる要

因があるわけですから、これをちゃんと生かさん手はないと思っており

ます。なかなか農業問題については難しいことなんですけど、知恵を出

し合うてしっかり考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  農業振興についてはまた後ほど質問を、時間があれば質問項目を上げ

ておりますので、質問をまたさせていただきたいと思います。 

 それで、次の質問に移りたいと思います。財政健全化方策による確保

対策ということで、まず1点目として、未利用地の売却、貸し付け等の

有効活用は図られているかという点でございます。財政健全化方策の中

で平成20年、21年を振り返ったときに健全方策と目標効果額で未利用地

売却の推進等が上げられておりましたが、その結果をどうなっているの

か、また、現在どのように感じておられるのか、まずお伺いいたしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの未利用地の売却、貸し付け等の有効活用を図っているかど

うかの御質問でございます。 

 昨年5月に公有財産取得処分等委員会を設置いたし、売却価格の評定

などを行って、遊休未利用地の売却促進を今図っているところでござい

ます。 

 本年2月23日までの法定外公共物を除いた売却実績は7件で、金額は

2,217万7,000円余りとなっております。次に貸し付けでございますが、
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本年2月23日までの貸し付けの実績は34件あります。金額は1,159万

2,000円余りとなっております。現在、公募抽せんや入札などの研究と

土地の評価を行っているところでございまして、遊休未利用地を早期に

処分して、自主財源の確保に努めてまいりたいと考えておりますので、

御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁をいただいた中で金銭的なことも答弁をいただきました。

合計で約4,000何万の利益が上がったと、利益というか売却額が上がっ

たということでございました。 

 それで、公有財産等の委員会を設置されて検討もされているというこ

とでございまして、私も昨年の質問の中では行政目的で使用しない普通

財産については売却可能な遊休地の洗い出しを行い、これが検討委員会

の設置だったと思うんですが、洗い出しを行い、それから来年度、要す

るに今年度においては売却が可能と判断できる未利用地の売却を進める

ために売却広告看板の設置や広報の取り組みを予定されてるというふう

に伺っておりますが、そこらあたりの状況はどうなってるんかお伺いい

たします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 総務企画部長 清水盤君。 

○清水総務企画部長  御質問でございますが、現在、先ほど市長の方から答弁申し上げまし

たように、公共財産取得処分等委員会を設置をさせていただいて、財産

の処分等についての協議をする場を設けさせていただいたということで

ございます。これによりまして売却等の対応への事務処理が迅速になっ

たということで、これまで対応をさせていただいておるということでご

ざいます。また、先ほどもありましたように公募抽せんや入札等につい

ても現在研究をしておるという段階でございまして、特に地域の皆さん

等の要望にこたえるような状況を、環境整備をしていって、さらに遊休

未利用地の処分につながるような手法を取り組んでいきたいというふう

に考えておりまして、現在そういったことにつきましても研究をさせて

いただいておるという状況でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  状況はお伺いいたしまして理解したと思いますが、今後の取り組みに

ついて伺うものですが、今年度は消防団の詰所土地売り払いとかいうよ

うな予算が計上されていたと思うんですが、今後、金額的にはちょっと

今出してくれいうのも無理でしょうが、今後の取り組みにおいて効果は

大体どの程度あるかというような認識は持っておられて取り組まれるの

かどうかということを再度お伺いいたしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 総務企画部長 清水盤君。 
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○清水総務企画部長  具体的な今後の見通しということを数字でということになりますと、

非常に現在の段階では難しい状況にございます。現在のところ、財産の

取得の申し出等も話も現在進めさせていただいておるというような状況

もございまして、今後においてもそういった形で、要望にできるだけ応

じられるような状況というものをこちらで条件整備をしていきたいとい

うふうに考えています。よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  それでは、その次の質問に移させていただきたいと思いますが、財政

健全化方策による確保対策の中で企業広告の導入などによる確保状況は

ということを提出させていただいておると思うんですが、この点につい

て、平成20年の目標効果額2,000万円だったと思うんですが、2,000万円

の目標効果額等を財政健全化計画の方策の中で提示されておられますが、

このあたりは達成されたように感じておられるかどうかお伺いしたいと

思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  企業広告等による財源の確保状況でございますが、ホームページや広

報紙、封筒等などへの企業広告掲載による自主財源確保の取り組みにつ

きましては行政改革実施計画にも掲げており、平成19年度に基本指針を

定め、平成20年度より具体的な取り組みを行っているところでございま

す。 

 その結果、ホームページへのバナー広告、広報紙への広告の掲載、ま

た、広告を掲載した封筒を広告事業者から市に寄附を受ける方法などに

より、平成20年度におきましては合計で465万円余り、また、平成21年

度におきましては、81万円余りの成果を見てるとこでございます。 

 議員、非常に申しわけないんですけど、目標には非常に達してないん

ですけど、こういう努力ということがこれからの行革につながってくる

と思います。こういう分野、不得意でございますけど、これから勉強し

ましてこういう収益が上がるようにまた努めてまいりたいと思いますい

ますんでよろしくお願いいたします。 

 失礼いたしました。20年度におきまして、合計で46万5,000円、465万

円と言いましたけど、46万5,000円の誤りでございます。21年度におき

ましては81万円の効果を見てるところでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  数字の方、46万と81万という金額をいただきまして、私の方も間違え

ておりました。2,000万円は10年度で2,000万の経済効果目標ですんで、

1年当たりだと200万円で尐し足りてはいませんけども、市長さん答弁さ

れましたようにその目標に向かって進んでいっていただきたいというふ

うに思います。 
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 それで、以上3項目についてお伺いをしたわけでございますが、歳入

財源確保対策の確実な実行こそが歳出削減対策も含めて財政健全化計画

の確実な実施につながるというふうに考えるわけでございます。そうし

た観点から、歳入確保対策と財政健全化計画実施に向けた今後の考え方、

取り組み方について市長の見解を伺いたいというふうに思います。 

○藤 井 議 長  議員に申し上げます。一問一答方式での形での質問をお願いしたいと

思います。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  それでは、次の質問の方へ移らせていただきたいと思います。 

 大枠2項目めの、水道施設維持管理の民間活力の導入についてという

件でございます。それで、水道施設維持管理の民間活力の導入について

は、施政方針において、上水道の整備について行政改革の見地から民間

活力を有効に取り入れ、水道事業の全面委託を前提とした部分委託を当

面推進してまいりますと表明されておられます。 

 常任委員会等でも水道事業第三者委託制度については包括的民間委託

ということで報告等も受けておりますが、私が理解しているのは包括的

民間委託とは水道施設管理であるとか、水質管理であるとか、給水装置

の管理等を委託するものだと認識いたしております。先ほどの、当面は

部分委託を推進し、将来は全面委託に取り組むということでございます

が、そこらあたりの市長の見解と内容について、あるいは目標年度等は

どうなのかということについてお伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  水道施設の維持管理に係る第三者委託につきましては、水道法上の責

任を負う形態での委託であります。従来の委託とは異なります。このた

め、受託者に対し一定の経済力、技術力を備えた上での業務実績が必要

でございます。 

 現在、広島県内に主たる営業所を有する事業者の中に、この条件を満

たす事業者は見当たらない状況があります。水道施設の維持管理業務に

つきましては、当面は通常の業務委託により執行いたし、実務経験を経

た後、水道法に定める第三者委託に移行する計画としております。あわ

せて、水道料金業務等につきましても、第2次行政改革の大綱に基づく

事務事業の見直しの観点から順次業務委託を進め、最終的には包括民営

化が必要と考えております。 

 私といたしましては、この包括民営というのはどこでもええというん

じゃなしに、まずは信頼の置ける会社、例えば一部上場会社ぐらいの会

社を思ってます。いや、市長、申しわけない、不渡りを出したけえ、あ

しただめになった言うてきても困るんで、もう100％安全というような

会社を選定したいと思っています。それともう一つは、目の届くところ

で、指導のできるとこでの会社であってほしいと思いますね。もう一つ

は、なぜそう言うかというたら、我々、経済体制、今地域の小さい建設
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業者とか水道業者がおりますんで、これらをうまく育成していかにゃい

けんので、これ、よその業者がとって安いけえ東京の業者使うてもろう

たんじゃ困るわけで、その辺の指示がいけるような体制づくりをしてい

きたいと、そういう意味で近くで信頼の置けると、そういう会社を模索

していると。そのためには近くである程度実務経験をしてもらって、う

ちの体制になれてもらってということで部分的な業務委託ということを

考えてます。 

 将来にわたっては議員ご承知のように包括民営化という方向に向かっ

て努力していきたいと思っております。この時期につきましては、私個

人的には、すぐもう二、三年と思うんですけど、いろんな実務もあるか

もわかりません。早い時期ということで御理解をしてもらいたいと思い

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  県内にはそういった今委託できる会社はないんだということと、市長

のお考えでは信頼の置ける会社で近くにある会社でないと、後々のこと

を考えたときということと、あるいは一応、個人的には市長は2年から3

年が目標だというふうにお考えになっているというふうに理解させてい

ただきました。 

 それで、この質問をさせていただきましたのは、その次に2項目めと

して地域で運営管理をされている任意水道組合があるというふうに思っ

ております。そこらあたりの今後について、やはり同じように考えてい

かなくてはいけないんじゃないかというふうに思ってるんですが、そこ

らあたり、任意の水道組合等はどのくらいあって、それで、今後どのよ

うにされるか、考えておられるかをお伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  地域で運営管理をされてる任意の水道組合の今後についての御質問で

ございます。 

 市内では地域で設立されました管理運営されてる小規模の水道は多数

ございます。設立の経過及び現在の給水状況も市町によってさまざまで

あります。当面の間は現行での対応をお願いしたいと思っておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 正確な数等については、担当部長の方から説明いたします。 

○藤 井 議 長  建設部長 廣政克行君。 

○廣政建設部長  一部組合等事業所の関係の任意の水道の関係の数にお尋ねでございま

す。 

 現在、水道課の方で承知しておりますのは、事業所関係では7件、ま

た、組合関係では16件と承知しておるところでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 
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○秋 田 議 員  任意水道組合ですか、13件ということで御理解させていただきたいと

思います。それで、市長のお考えでは当面の間は現行で維持管理をして

いただきたいというふうに答弁されたと思います。 

 私が知ってるところの任意水道組合では、もう今までいろんな意味で

運営管理の維持を含めて全部地域でやっておられたんですが、随分年数

がたってきたら、要するに高齢化が関係してまいりまして、なかなか維

持管理が難しくなってる地域もあるんですね。そこらあたりの今後の運

営管理を考えたときには、早急にやはり市の方で管理していただきなが

ら将来の包括民営化あたりへ同じように進んでいくような形が好ましい

んじゃないかというふうに考えるんですが、ただ、それにはいろいろな

課題があるとは私も今思います。ただ、市長も施政方針でもおっしゃっ

ておられましたが、市民生活の安定確保をまず最優先ということで掲げ

ておられます。そういった観点から考えさせていただきますと、どうし

てもこの問題は早急な市の方への管理が必要だと思うんですが、そこら

あたりを、ご見解をお伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今後、任意水道組合の取り組みにつきましては、水道組合が設立した

経緯とかいろんな経費負担の問題ありますけど、そういうことを加味し

ながら皆さん方の御理解を賜るように指導していきたいと思っておりま

す。場合によっては直営もあるかもわかりませんけど、場合によっては

地元管理ですよということもあるかもわかりませんけど、実態をしっか

り把握した上で市民の方々の納得する形で対処してまいりたいと思って

おります。最終的には包括的に一元で管理するということで進んでいき

たいと思います。当面は皆さんに御迷惑かけんように現況の体制を維持

していきたいと、かように思ってますんでよろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  それでは、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

 3項目めの、野菜生産供給体制の充実についてということで数項目上

げさせていただいておりますが、質問をさせていただきます。 

 まず1点目でございます。農業技術指導員増員効果についてというこ

とで上げさせていただいておりますが、増員効果という言い方が正しい

かどうか私もわかりませんけども、本市の方も地産地消の推進により平

成22年度は地産地消行動計画を策定され、それから市内農産物の安定生

産、あるいは流通、消費の方針を示し、地域内経済の還流と食農教育の

拡大を図ることを施政方針で述べられておられます。加えて、野菜等の

生産拡大推進については、広島北部農協の「ＧＯ55作戦」は重要な位置

づけとなっており、農業技術指導員の増員と経営支援体制の強化、年間

を通じて出荷可能な農産物の生産推進を掲げておられます。 

 そこで、今年度予算にも増額計上されている農業指導員増員効果をど
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こらあたりに求められるんかということについて、市長にお伺いしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  農業技術指導員につきましては、現在1名体制で市内の農業技術指導

に当たっていただいており、就農塾の運営、農産物生産農家等の相談や

技術指導等、フル回転で指導をしていただいておるのが現状でございま

す。アグリフーズや市内の産直市への安定供給に加え、学校給食センタ

ーへの地元農産物の供給など、今後ますます需要は拡大するものと考え

ております。そのため、平成22年度から農業技術指導員を増員して営農

指導体制の強化を図り、年間を通じて出荷可能な農産物の生産拡大に取

り組みたいと考えております。 

 特に、生産農家の実践指導に当たっているＪＡ広島北部の営農指導員

の技術指導等を行うことで、生産供給体制の強化に取り組みたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 質問の最中でございますが、皆さんにお諮りをいたします。本日の会

議時間は議事の都合によって延長したいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

  （異議なし） 

○藤 井 議 長  ご異議なしと認め、本日の会議時間を延長いたします。 

 引き続き、発言を許します。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  現在、1名でフル回転ということで今後の需要の拡大も見込まれ、増

員2名という体制で、なおかつ年間を通じて出荷可能な農産物の生産推

進にかかわられ、ＪＡ広島北部農協の営農指導員の指導ということであ

ったと思いますが、そこらあたりで営農支援体制の強化という点から増

員ということは私も理解できますが、農業技術指導員、要するに行政の

方の営農指導員がＪＡ北部の営農指導員の指導というふうに、さっきお

っしゃられたと思うんですが、そこらあたりが連携もとっていかなきゃ

いけないだろうし、本当に農家で必要な状況の中では、本当に連携して

しっかり農家を回っていただきたいというふうな観点があるんですが、

市長はそこらあたりどのように思っておられますか。お伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このＪＡ北部の農業指導員の技術指導というのを行うということでご

ざいます。相当な技術力を持ったものが指導せにゃいけんということで、

今後ともＪＡとの連携を今以上にとって、しっかりとした出荷可能な農

産物の生産拡大に取り組んでいきたいと思っております。 

 大きなことを望んではいけないんで、確実に営農指導をすることによ

って、やっぱし確実に一歩前進する営農体系をとっていきたいと、かよ
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うに思ってます。そのためには、こういう指導員のやっぱり地道な御指

導が非常に大事と考えておりますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  それでは、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

 2項目め、集出荷施設の整備の具体的な活用策はということで、今年

度産地化を強化し、販路の拡大を図るための整備と施政方針ではお示し

なされていますが、野菜生産供給体制の充実にこの整備はどのように結

びついていくのか、あるいは具体的な活用策はどのようにお考えなのか

お伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  集出荷施設整備の具体的活用策についての御質問でございます。 

 この施設は、野菜の生産振興を強化する目的で整備するものでござい

ます。事業主体はＪＡ広島北部で、この施設に導入する選別、洗浄、保

冷、出荷調整を行う設備機器の購入には、単県事業を活用して助成する

ものでございます。 

 振興作物であるブロッコリーやナス、白ネギなどについて、選別から

冷水洗浄、真空保冷等の一貫作業による鮮度の保全と、品質の安定が図

られる作業環境を整えることにより、市場への出荷に加え、アグリフー

ズや産直、さらには学校給食への出荷を視野に入れながら、産地化を強

化し、販路の拡大を目指したいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ＪＡ広島北部が主体で、それから選別、冷水洗浄、あるいは保冷と。

作物がブロッコリー等だというふうに答弁を伺いました。アグリとか産

直とか給食もですか、そこらあたりへの供給に結びつくんだというふう

に理解させていただきました。 

 それで、この施設は市内一円のブロッコリーをそこに集めるものなの

か、まず1点、そこの市内一円のものをそこに集めるものなのかどうな

のかをお伺いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部長 金岡英雄君。 

○金岡産業振興部長  ただいまの御質問でございますが、基本的にはそこの一カ所に集めて

出荷をし、洗浄等も行って保管をすると。それによって鮮度を保って販

路拡大も図っていきたいということでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  それでは、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

 生産者の意欲高揚、生産充実につながる取り組みはということでお伺
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いしたいと思いますが、野菜生産供給体制の充実には何といっても生産

者の意欲高揚が不可欠と思われます。そのことが効果となって生産充実

につながると私は考えるのですが、そうした取り組みについて、意欲高

揚、生産充実につながる取り組みについて市長の見解をお伺いしたいと

思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 生産者の意欲高揚、また生産活動の充実のため、市の役割といたしま

しては、生産者団体であるＪＡ広島北部との緊密な連携により、地域の

農業者が安心して安定した農業経営ができる、または、生きがいを持っ

て生産活動ができるよう支援していくことと考えております。 

 そのため、引き続き就農塾や産直塾の開催による生産支援、安定した

生産条件整備としてパイプハウスの設置助成、また、増産と品質向上を

図る観点から健肥堆肥の購入助成、近所の生産農家のグループ化の推進

等、生産者の所得向上と生産活動のため、環境整備を支援してまいりた

いと考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  いろいろ助成等の話もいただきました。生産の方でＪＡとの連携とい

うことでございましたけども、私がここで質問させていただいたのは、

生産者、とりわけ野菜の生産状況が尐なくなっている中での生産者の意

欲高揚をしっかり高めていかないと生産充実にはつながらないんではな

いかというふうに考える観点からこの質問をさせていただいたんですが、

とりわけ抽象的な質問にはなるかもわかりませんが、そこらあたりの施

策展開、要するに意欲向上の施策展開を、ＪＡと連携はわかりますけど

も市としての対応として何か対策をとらなきゃいけないんじゃないかと

いう観点でこの質問をさせていただいておるわけなんですが、市長はそ

こらあたりどのようにお考えで、どのように取り組まれるかお伺いした

いと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  いわゆる生産意欲の向上という、やっぱり農作物が安定して売れると

か、いわゆる付加価値をちょっと上げてもらうとかというのが、これが

大事だと思ってます。 

 行政といたしましては、やっぱし安定供給はお願いをしていかにゃい

けませんけど、あわせて付加価値の向上、例えば新鮮さとか無農薬とか、

このように付加価値を上げることによってやっぱり所得の増大も、これ

も考えていかにゃいけんと思ってます。それから安全という意味で、私

のいわゆる行政の証明をつけてあげるとか、こういうきめ細かな施策が

要るんじゃないかと思ってます。 
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 要はできたものを安定して、やっぱし所得を得られるような施策の展

開ということなんで、行政といたしましてもその辺を見据えながら、農

協に頼るわけじゃあ、農協というんじゃなしに、行政としてもその辺の

支援は検討していきたいと考えておりますんで、御理解をしていただき

たいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  所得向上施策の展開を図るということがすべてだというふうに理解は

させていただきました。そういった中では、行政、ＪＡ、しっかり連携

をしていただきまして、しっかり生産が向上するように努めていただき

たいというふうに思いますが、それに関してまた次の質問の方へ入らせ

ていただきたいと思いますが、4点目の、アグリフーズなどへの供給促

進についてということでお伺いしたいと思います。 

 野菜生産供給体制の充実、今質問させていただきましたけども、この

充実がないとアグリフーズであるとか、産直市であるとか、統合給食セ

ンターへの供給、本当にもう来年度に迫ってきておるという関係の中で

は、もう難しいんではないかというふうに私は判断するんですが、この

供給促進について具体的にどのようにお考えなのかお伺いしたいと思い

ます。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  アグリフーズやたかた産直市、産直市場イチクラ等への野菜の供給に

つきましては、担い手の高齢化に伴う出荷量の減尐を懸念しております。

安全で安心な農産物を求める消費者ニーズの高まり、徐々に産直市等で

の販売量が増加傾向にあること、さらには学校給食への地元産野菜の安

定供給等から、早期に生産出荷体制の強化に取り組まなければならない

と考えているところでございます。 

 そのため、さきに述べました野菜の集出荷施設の整備とともに地産地

消を推進し、パイプハウスや健肥堆肥の購入助成等、生産基盤の整備、

また農業技術指導員による指導体制を整え、新たな生産者の確保などを

図りながら、野菜の生産出荷供給体制の強化をＪＡ広島北部との緊密な

連携をもとに推進してまいりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、農家所得の安定的な収入の確保に努めてま

いるのが第一だと思ってますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  野菜生産供給体制の充実についてということで、4項目質問をさせて

いただきました。それで、この項目は切っても切り離せない、全部が同

時進行のように進んでいかないと、当然先ほど最後に質問させていただ

きました供給促進にはつながらないと。そこらあたりは市長さんの答弁

もいただいたかと思うんですが、再度伺いたいのは、そういったことを
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行政とＪＡとしっかり連携は当然とっていかれるということはよく理解

できます。そうした中でやはり行政を、このことを、野菜生産供給体制

の充実を図るために行政としては本当にどういうことをしていかなきゃ

いけないかという施策も含めて今後の展開をどのようにお考えなのかを

お伺いいたしまして、私の最後の質問とさせていただきます。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほども述べたと思いますけど、今後の展開は現在の安芸高田市の与

えられた現実ですね、例えば学校給食の課題、ここをうまく生かして地

産地消、地元の方々に安定した供給体制を見据えてもらうということと、

それからもう一つは、皆さん方にいわゆる農家の方々も付加価値の向上

にも努めてもらうということでございます。どちらにしても農家の安定

的な経営を見据えた政策展開が大事だと思っております。 

 今までやっぱり農業というのは非常に難しい課題なんで、こういうこ

とを踏まえて行政もしっかり頑張っていきたい。加えて、現在供給地が

アグリフーズとか産直市とかあるわけでございますけど、さらなる供給

を安定的な供給地もちゃんと確保しとかにゃいかんと思っております。

これを見据えた上で安定的な農業の展開にいかないと、つくったのはえ

えが売れんかったじゃ困るんで、今ちょっとうれしい悲鳴があるんです

よ。野菜が足らんと言われてるんですね。本当はそのままじゃないんで

すね。やっぱり価格の問題とか、つくっても収益にならんからつくらん

のであって、そこがやっぱし業として確立できる仕組みをつくることが

一番大切だと思います。皆さんが安心して息子に、おまえ農業やってみ

いやと、野菜やってみいやと言える体制づくりができるかどうかと思い

ますけど、この問題非常に難しいんですけど、努力目標はその辺におい

てしっかり頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いをしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わり、これをもって秋田雅朝君の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 18番 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員  市民クラブの亀岡等でございます。通告をしております市道の改良整

備に関係して、市長に質問を行います。 

 本市内には、改良を必要とする路線や合併前に各町で改良を計画され

ていた路線がございます。しかし、そうした路線の改良については、合

併時点において工事中の路線の改良を済ませた後に取り組むという協約

条件で先送りされてまいりました。ご承知のとおりであります。 

 さらにこの間、国県を初めとする財源難を理由に新規事業の抑制の動

きも出てまいりまして、そうした状況のもとで工事中であった継続事業

も当初の予定よりおくれていることも事実であります。合併後、既に7

年目に入りますが、今なお新規の改良事業への道は開かれていない現状

にございます。地域振興、環境整備等、また、日常生活の安全安心の確
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保等において、道路の改良整備は最も基本的条件であることは申し上げ

るまでもないところでございます。 

 市長におかれましては、未改良の市道の整備については現在どのよう

に考えておいでなのか、まずはその方針や見通しについてお伺いをいた

します。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの、亀岡議員の御質問にお答えをいたします。 

 市道の改良整備についての御質問でございます。中山間地域である本

市にとりまして、特に道路への依存度は高く、道路改良等のインフラ整

備に対し、市民からの要望も多いことは十分認識しているところでござ

います。道路の改良整備につきましては、実施計画を作成し財源的なも

のを検討した上で、年次計画のもとに実施をしているのが現状でござい

ます。しかしながら、道路財源等は国、県におきましても大変厳しくな

っていることは御承知のとおりでございます。安芸高田市におきまして

も例外でなく、当面は市総合計画及び財政推計を考慮しながら対応して

まいりたいと思っております。 

 国におかれましては、コンクリートから人へということで非常に道路

財源厳しい状況になっております。だけど、どうしても市として要る道

路につきましては、6年前からの皆さんの要望ですから、市の財政でも

できるような仕組みをつくっていかにゃいけんと思ってます。そのため

には、例えば待避が不可能なところを待避所を設置するとか、どうして

も冬場にカーブが困るとか、こういう当面の課題についてしっかり整理

しながら尐ない財源でも対応できる仕組みづくりをしていかにゃいけん

と思っております。そうかといって、国、県の道路財源をとってこんと

いけんというんじゃないです。しっかり今まで以上頑張りますけど、非

常に現政権ではハードルが高くなってるいうことを御理解を賜りたいと

思います。単市でもやるぐらいの、そういう行政需要がしっかりあるか

ということは十分調査をさせていただいて取り組んでまいりたいと思っ

ておりますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員  関連しまして、引き続き質問をいたします。 

 さきの通告におきましては、美土里町内の路線の状況を通告をしてお

りますので、ここで触れておきたいと思います。特に通告では小谷線の

市道の件について申し上げております。 

 小谷線は総延長2,541メートルで、それに関係する地域住民の戸数は

現在24戸であります。また、町内には消防車の通行も、どういいますか、

危険を伴うというような幅員の非常に狭い未改良の路線もありまして、

そこらの住民の皆さんの改良への期待は非常に大きいわけでありますが、

さっき申し上げました小谷線は、実は合併前の美土里町の時代において
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美土里町過疎地域自立促進計画においては道路改良事業の年度は、その

第1号ということに位置づけをされておりました。 

 こういうことを言うのはなんですが、合併がなかったら実は道路の町

においての次なる改良計画、平成16年度にはこれを具体的にその運びに

なっていたんではないかというふうに思っておりますが、いずれにいた

しまして、住民にとりましては切実な要望が存在しておるわけでござい

ます。 

 そこで、重ねてお伺いでありますが、今この合併時点での協定といい

ますか、結論として工事中の継続事業を進めるんだという、その事業が

今日の時点でどのように進捗しているのか、そういった点の御説明を求

めたいと思いますし、あわせてそのことについては、進捗状況によって

は新規事業への取り組みの見通しというのは関係してくるわけでありま

すから、そこについてお伺いをいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私が引き継いだときは、やっぱり亀岡議員と全く同じこと。ただ、抜

本的な、もう1回の見直しをせにゃいけんと今県に訴えています。本当

に要る道路かどうかと、これ、農道があってからもこういうんじゃなし

に、やっぱり安芸高田市として必要なものは要るんだということをしっ

かり見据えた上で県にも提案していきたいと思っております。 

 ただ、さっき申し上げましたように、小谷線ですか、この道路につき

ましてどうしても防災上必要とあれば、やっぱし公共事業の採択もして

いかにゃいけんと、ただ、欲しいけというんじゃなしに、やっぱしそう

いうトータル的な安芸高田市としての順位づけをしっかりまた把握して

いきたいと思っております。 

 現在の進捗状況については、担当部長の方からちょっと説明をさせま

すんで、よろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 建設部長 廣政克行君。 

○廣政建設部長  路線等の改良の進捗状況でございますが、お尋ねの合併当時、国庫の

補助金事業関係でいいますと4路線、また、地方特定事業道路に関係し

ましては17路線の当初の計画でございます。その後、道路の改良を進め

まして財政計画等も年次割合もしておりますけども、現在では21年度見

込みでございますけども、国庫補助事業が3路線、地方特定道路事業が2

路線でございます。そのうち、かねて懸案でございました甲田の高林坊

線、これが本年度完成いたします。よって、平成22年度におきましては

国庫補助が2路線と特定路線が2路線という、今予算化をお願いしている

とこでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員  大体、市としての考え方は理解をできます。要するに、財源問題を初
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め国県の施策が非常に財政圧迫型になっておりまして、合併時点でこれ

からの改良をどう考えていくんかといった、その時点で考えていたよう

な道路改良の事業の取り組みは難しくなったんだと。当然、今日時点で

考えられるわけでありますが、そういう状況にあるということになりま

すと、では具体的にどのような今後の対応をするんかということの中で、

実は、思いますのにこの財政難の中で、しかしどうしても改良を必要と

するとみなされる路線については、やはりそれに適した工事のやり方と

か、これいろいろあると思うんですね。ですから、申し上げております

ように、従来からの改良事業の申請を制度にのせてやれば、いわゆる道

路構造令にのっとった改良等がもちろんやらなきゃいけないということ

になりますし、そうなりますと、なかなか事業の認可というのは簡単じ

ゃないというようなこともあると思います。 

 ならば、そういった道路構造令に関係なしといいますか、せずとも地

域の住民の皆さんがこうした道路なら利便性もあるし、それならよろし

いんじゃないかといったような御理解もいただきながら、先ほど言われ

た必要な箇所を整備するとか、そういったやり方も当然しなきゃ、なか

なか道路改良の恩恵にあずかることはできないというふうに思うんです

ね。 

 そういったことになりますと、やはりこれからの市道の改良について

はどのような方法で実施するのが最もよいんかといったようなことを市

内全域について調査をすると、その上で先ほども言われましたような年

次的な改良計画もつくっていくというようなことが必要じゃないかと思

います。そういった改良の必要性の把握から始まって、それをどのよう

に整備していくのかというような実地に当たった調査をされていく必要

があるというふうに思いますが、その点についてはいかがでしょう。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。 

 私も全くこういうことを今ちょっと考えとったいうことです。特に市

道、うちの市道につきましてはやっぱし国庫負担の財政を求めていきま

すけど、ハードルが高くなった分だけ、議員おっしゃるように必要性と

いうものを調査して独自でできる範囲の事業を推進していくと。 

 このたび市道のリフレッシュ舗装というのを執行いたしましたけど、

これは何もこの構造令とかいうんじゃなしに、市民の方々の利便性を主

体に考えたもんでございます。こういう見地からもやっぱし当面困って

るところ、議員も御指摘のようにそういう角度から調査をいたしまして、

やっぱし単市でも手に合うような道路改良というのはこれから大事だと

思ってます。ご同感でございます。早速、調査をして、こういう方向を

定めていきたい。 

 そうかといって、国の施策とか国の金とる方向づけはしっかり頑張っ

ていきますんで、単市でやらないけんようなもんにつきましては私の判
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断でこういうところを優先的にやっていきたいと思います。まさしくお

っしゃるとおりなんで、全部やらんでもええじゃないかとか、構造令に

のらんでもええじゃないかとかいうことがございますんで、そういう見

地からの道路改良を必要じゃないかと思ってますので、御提言ありがと

うございました。全くそのとおりだと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員  最後に、もう尐し申し上げておきたいと思います。 

 現在、市内に改良を必要とする路線といいますか、道路においては余

り基幹的な路線等は尐ないんではないかと思うんですね。言ってみれば

集落的な小地域における未改良の路線とか、そういったことにつきまし

ては、先ほどの利便性の高いと言いましたが、現道の拡幅等によって使

いやすい道路、もともといわゆる構造令というのはスピードを非常に重

視して、Ｒとか幅員とかいうようなことを言っておるように私は見てお

りますが、それにはこだわらないで申し上げましたように日常使ってい

く上で本当に使いやすい道路、通行のみでない地域の道路という特徴的

な面を考えまして対応していくと。しかしながら、そうはいいましても

市の財政力は小さいわけでありますから、できるだけ制度にのせて得ら

れる財源はしっかり獲得といいますか、得ていただいて対応していただ

く、その点はしっかり努力をしていただきたいと。また、やっぱり早期

に今後の対応を取り組んでいただきたい、このように思いまして、私の

質問を終わらせていただきます。 

 答弁がある。（発言する者あり） 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほども申しましたように、ちゃんとこのことをしっかり調査しなが

ら対応していきたいと思います。 

 路線の性格を十分見きわめていきたいと、将来的に国の事業にのす場

合は、さっき言った待避所ですね、やっぱり将来の法線見据えた上の対

処ということでやっとかないと、今度採択になったときに全然基準に合

わんようになりますんで、路線の性格をも見ながら、議員のご意見も参

考にしながらしっかりと早急にできる施策の展開を図っていきたいと思

います。ありがとうございました。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わり、亀岡等君の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は終了いたしましたので、散会いたします。 

 次回は明日午前10時に再開いたします。大変御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ５時３２分 散会 
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